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放

迭

報

我
凶
に
於
け
る
放
送
事
業
は
木
年
三
月
を
以
て

開
始
以
来
漏
九
年
を
迎
へ
仁
の
で
あ
る
が
、
聴
取
者
は
既
に
百
六
十
六
高
を村
井

し
、
そ
の
稜
達
は
正
に
跳
躍
的
で
あ
る
。
而
し
て
そ

ω普
及
は
年
を
経
る
に
従

っ
て
池
山
以
を
加
へ
て
ゐ

る
。
印
ち
大
正
十
四
年
三
月
開
始
後
聴
取
者
が
最
初
の

ラ
ヂ
オ
の
世
界
的
援
蓬

新

五
十
一
尚
に
達
す
る
ま
で
に
三
年
六
ク
月
を
要
し
、
突
の
五
十
寓
を
得
る
矯
め
に

ザ

一
年
ニ
ク
月
を
要
し
て
ゐ
た
も
の
が
、
次
の
五
十
一
尚
郎
ち
百
高
よ
り
百
五
十
一
向

に
達
す
る
の
に
傾
か
一
年
間
ナ
月
を
費
じ
大
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
特
に

ツ

昭
和
七
年
中
の
増
加
は

二
十
七
市
一
千

昭
和
八
年
中
の
増
加
は

一二

卜

部
七
千

マ

に
達
し
仁
の
で
あ
る
。
我
々
は
此
附
加
数
を
以
て
驚
く
べ
き
大
き
な
数
字
な
り

と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
敵
米
に
於
け
る
縫
達
賦
況
を
見
る
に
更
に
驚
く

べ
き
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
共
同
は
放
送
開
始
以
来
十
一

・ヶ
年
に
し
て
六
百

品
、
猫
逸
は
十
何
年
に
し
て
五
百
一
尚
徐
を
増
加
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
英
図
は
最

近
一
ナ
年
間
に
九
十
時
を
榊
加
し
、
山
側
逸
は
一
・
ク
年
四
、
五
十
高
を
増
加
し
て

ゐ
る
。
更
に
米
同
は
一

・ヶ
年
一内
部
乃
至
一
円
高
を
晴
加
し
て
ゐ
る
が
如
き
は
、

正
に
驚
異
的
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
の
如
、
芳
、
後
達
の
趨
勢
は
上
述
諸
閣
の
み

な
ら
宇
、
ラ
、ヂ
オ
を
有
す
る
世
界
の
各
凶
は
皆
同
様
で
あ
っ
て
、
最
近
の
調
査

2 

事

業

現

拭

の

日
本
放
詮
協
合
閥
京
支
部

常

務

理

事

グ
!
M拘

に
依
れ
ば
4

全
世
界
の
放
送
局
数
は
一
千
二
百
局
齢
、
聴
取
岩
数
は
四
千
高
に
達

し
て
ゐ
る
が
、
之
は
使
用
受
信
機
数
で
あ
る
の
で

一
受
信
機
に
つ
き
四
人
の
舵

取
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
貫
際
-
フ
ヂ
オ
を
聴
い
て
ゐ
る
者
は
賓
に
一
億
六
千
高

に
達
す
る
の
で
あ
る
。

放
送
事
業
は
創
業
日
な
ほ
浅
く
、

之
に
加
ふ
る
に
世
界

大
戦
後
世
界
的
、
不
況
は
年
々
深
刻
を
加

へ
て
来
た
に
も
拘
ら
歩
、
之
れ
と
殆

ん
ど
反
比
例
し
て
稜
展
し
て
来
丈
の
で
あ
る
。
之
は
正
に
ラ
ヂ
ォ

の
時
代
牲
を
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物
一日る
も
の
で
あ
る
。

我
園
の
聴
取
者
は
近
く
三
百
菖
に

我
凶
は
政
治
、
終
演
、
産
業
、
数
百

軍
備
唯
一
す
あ
ら
ゆ
る
方
市
に
於
て
恨

んパ
世
界
の

等
凶
と
し

て
確
国
土
る
地
位
に

あ
る
こ
と
は
式
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
我
い
か
ラ
ヂ
オ
界
も
亦
世
界
の
ラ
ヂ
オ
一
等

凶
に
位
し
て
、
恨
ん
一
臥
米
大
凶
と
比
一
目
す
る
に
至
つ
丈
こ
と
は
.
此
事
業
に
ほ

は
る
花
々

の
け
以
も
愉
快
と
す
る
加
で
あ
る
o

試
み
に
聴
取
者
五
十
一
南
以
上
守
有

す
る
凶
を
あ
ぐ
れ
ば
吠
の
一
迎
わ
で
あ
る
。

報

耳意

Jti. 

者

数

百
世
帯
泊
り

lぺ

名

新

北

升ミ

合

衆
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O
O
問
、
七
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五
人
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0
0
0
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0
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O
五
一一
三
ハ
O
七

一

四
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T'<l 

五

O

~tj 

;主

ダ

ツ

ト

二
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七
阿
六
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0
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七

ソ

ヴ

イ
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オヰ

一
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六
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六
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I.~品

illi 
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一
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八
一
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Z:E-
/J、

!吃

七
六
一
、
二
八
八

六
四
回
、
二
八
五

一

六
一
一
ニ
、
九
九
七

一

五
O
五
、
0
0
0
一

。

マ

:F;I品

.!)I!-

四

O 

手11

I拍

九

ヲ'

抹

五
六

新
の
如
く
我
凶
は
世
界
に
於
け
る
い
ハ
大
ラ
ヂ
オ
関
の

一
と
な
り
、
数
に
於
て

も
亦
持
及
率
に
於
て
も
仰
繭
西
を
凌
駕
す
る
の
で
あ
る
。
我
園
の
聴
取
煮
は
最

近
に
於
て
一
ク
年
大
関
三
十
一
尚
人
内
外
の
増
加
を
見
て
ゐ
る
の
で
、
木
年
未
に

は
百
九
十
市
内
外
に
濯
す
ベ
く
、
又
一
二
、
四
年
後
に
は
必
守
や
三
百
高
に
達
す

る
も
の
と
思
は
れ
る
。
印
ち
孜
凶
の
一
千
二
百
七
十
雨
戸
に
釣
し
て
其
の
問
分

の

一
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
聴
取
煮
は
平
均
四
軒
に
一
軒
の
訓
合

に
普
及
す
る
の
で
あ
る
。
英
川
附
に
於
て
は
却
・
在
既
に
二
軒
に
一
軒
の
訓
合
に
迄

岐
点
三
軒
に
一
一
軒
の
訓
合
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、

皆
川
此
し
、
帰
来
は
い
汁
戸
に
品
川
日
必
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
ゐ
る
o

又
猫
逸
で
は

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
玖
府
は
「
毎
戸
に

5
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5
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草

叫

義

人
)

-
フ
ヂ
才
」
と
云
ふ
モ

ッ
ト
ー
を
掲
け
て
普
及
に
力
を
注
い
で
ゐ
る
。
先
頃
よ

h

り
各
-
フ
ヂ
オ
機
器
裂
治
合
枇
が
協
定
し
て

「
図
民
受
信
機
」
の
費
出
し
を
始
め

仁
の
で
あ
る
が
、
之
は
古
俄
を
七
十
六

7
1
ク
に

一
定
し
た
も
の
で
、
同
民
は

最
も
遁
川
市
川
な
る
優
良
um
を
最
低
債
格
に
て
購
入
出
来
る
こ
と
と
な
っ
仁
の
で
あ

況
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

る
。
斯
の
如
く
行
民
協
丸
-
フ
ヂ
オ
の
普
及
に
努
力
し
て
ゐ
る
の
で
、
帰
来
の
盛

放
送
施
設
の
接
張

近
年
財
界
の
不
況
に
も
拘
ら
中
、
ラ
ヂ
オ
は
濠
想
以

上
の
普
及
を
見
仁
の
で
あ
る
が
、
之
は
施
設
の
憤
張
に
負
ふ
所
極
め
て
大
で
あ3 



る
。
郎
ち
昨
年
巾
開
局
さ
れ
大
る
新
品
は
前
橋
外
五
局
で
あ
っ
て
.
之
を
以
て

内
地
に
於
け
る
月
数
は
二
十
有
五
と
な
り
、
朝
鮮
、
裏
湾
に
於
け
る
三
局
を
合

す
れ
ば
二
十
八
府
と
な
っ

k
。
更
に
木
年
度
に
於
て
も
五
、
六
局
を
新
設
す
る

外
、
百
キ
ロ
局
設
置
の
計
書
一も
近
く
決
定
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
叉
一
方
大

阪
、
名
古
足
に
於
て
は
咋
年
六
月
よ
り
一

豊
信
に
し
て
救
育
放
迭
に
力
を
出
ぐ
こ
と
と
な
っ
k
。

重
放
迭
を
開
始
し
て
、
放
送
時
間
を

報新ダツ

&-歯政i主局 必ず

中絶速絡鍬函

{ !Uoぇ~ ~ i 岨必)

マ

園
際
放
送

境
を
無
視
す
る
ラ
ヂ

オ
の
凶
際
性
は
、
口以

近
稜
達
せ
る
園
際
放

迭
に
依
り
て
愈
々
そ

の
偉
h
J

ゆ
守
護
持
す
る

こ
と
と
な
っ
大
。
先

年
円
、
米
雨
凶
間
の

放
同
に
一円
一る
交
換
放

法
投
に
オ
リ
ム

ピ
ツ

ク
放
送
は
今
倫
世
人

η
己
主
こ
-
子
』
9
7
3
a
T

f
ご
一=nが
わ
}
町
イ
パ

l
-1
4F
-口
ρ

で
あ
る
。
昨
年
に
於

て
は
存
府
よ
り
の
凶

際
聯
出
合
議
、
叉
ロ

終
併
合
議
の
放
送
に
成
功
し
.
夏
に
卜
一
月
十
五
日
の
日
猫
交
換
放
送
は
初
め

ン
ド
ン
よ
り
の
世
界

て
の
試
み
で
あ
っ
仁
に
も
拘
ら
宇
極
め
て
良
好
な
る
成
績
を
牧
め
、
そ
の
後
十

4 

一
一
月
十
九

H
に
は
ベ
ル
リ
ン
滞
花
中
の
近
衛
秀
腕
氏
指
揮
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
放

念
局
管
絃
楽
閣
の
放
迭
を
中
絡
し
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は
、

皇
太
子
殿
下

御
生
誕
奉
祝
の
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
米
同
へ
途
り
、
二
十
九
日
に
は
米
関
よ
り
の
奉

祝
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
・
中
継
し
、

三
十
一
日
に
は
再
び
米
国
へ
向
け
皇
太
子
殿
下

御
命
名
式
に
川
附
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ぞ
送
り
、
越
へ
て
一
月
四
日
に
は
猫
逸
と
ギ

蹴
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
交
換
を
行
ひ
.
何
れ
も
非
常
な
る
成
績
を
牧
め
仁
。
叉
一
月

凶

二
十
三
日
.
二
十
六
日
の
雨
け
に
は
猫
逸
よ
り
現
代
ド

イ
ツ
一
流
の
指
揮
者
に

よ
る
ド
イ
ツ
凶
交
響
楽
閤
演
奏
の
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
名
曲
を
中
縫
し
、
木
場
の

音
楽
を
紹
介
し
大
。
叉
二
月
十
一
日
紀
元
節
常
日
は
口
、
米
の
外
、
布
佐
を
合

せ
て
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
交
換
し
大
が
、
之
は
殆
ん
ど
内
地
局
を
聴
く
と
同
校

な
明
瞭
き
で
大
成
功
で
あ
っ
大
。

ロ
疋
等
の
終
験
に
よ
わ
木
邦
と
敵
洲
及
び
米
図
と
の
交
換
放
迭
は
賀
川
的
可
能

性
が
誇
明
さ
れ
、
今
後
凶
際
放
途
が
関
民
外
交
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
趨
勢
と

な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
愉
快
に
桂
へ
な
い
の
で
あ
る
。

我
園
ラ
ヂ
オ
工
業
の
進
歩

受
信
機
の
内
溶
の
改
良
稜
達
は
、
之
に
使
川

す
る
部
分
品
蛇
に
附
印
刷
使
川
H
m
の
改
良
に
よ
り
て
促
準
せ
ら
れ
る
の
で
あ

っ

て
、
其
の
口
以
仁
る
も
の
は
呉
川
会
管
の
進
歩
に
作
ふ
受
信
機
の
後
達
で
あ
る
。

我
凶
受
信
機
界
の
湛
歩
も
数
年
来
着
々
と
し
て
そ
の
歩
を
進
め
、
部
分
品
も

確
貨
な
る
も
の
が
交
く
市
場
に
送
り
出
さ
れ
、
叉
良
〈・主
管
も
・次
々
に
新
球
の
紹

介
が
あ
り
、
今
日
で
は
輸
入
品
の
使
川
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
殆
ど
な
く
、
外
岡

口m
に
劣
ら
ぬ
同
産
品
に
依
っ
て
完
全
な
聴
取
が
な
し
得
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
製

造
家
の
優
良
口
m
を
低
成
に
て
供
給
せ
ん
と
す
る
努
力
は
、
ラ
ヂ
オ
の
普
及
に
大

な
る
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
の
で
あ
る
。
叉
放
念
設
備
の

方
面
を
見
る
に
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
其
他
の
支
部
及
び
全
津
等
‘
所
謂
放
念



古
um
第

事
業
の
初

期

に
建
設

さ
れ
仁
る
い州
を
除
け
ば
殆
ん
ど
総
て
が
凶
売
で
あ
り
‘
名

、
小
企

.
旭
川
、

京

城
十
キ

ロ
機
等
が
い
米
京
泊
以
株
式
合

一
此
の
手
に

依
り
製
作
さ
れ
た
外
、
判
れ
も
我
凶
製
治
命
H

枇
の
手
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
云

ふ
ま
で
も
な
く
、
円
以
氾
建
設
さ
れ
る
無
線
川
の
後
振
機
も
凶
作
-
で
あ
わ

、
剰
へ

ラ
ヂ
オ
は
平
時
川
間
際
川

の
諒
俳
及
び
税

芹
を
抗
一
む
る

k
に
布
放
な
機
闘
で
あ
る
と

報

比六に

、
ま
た
一

一山
に
於
て

日
.
J

q虫

1
よ

E
刊

r

“va
h
J
」
1
ノ

+
d

る
氾
故
は
、
常
に
隣
接
諸
幽

ハり
放
訟
に
大

新

な
る

Mm
迫
を
加
ふ
る
の
で
あ
る
。
又
一
朝

ト
引
事

の
際
に
は
い
也
ち
に
岡
山
赤
の一辿一
布
、
公

ルムH
、
日
比

の
機
凶
聞
と
し
て
利
川
せ
ら
る
る

ダ

使
命
を
有

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
一一
一
け
ふ
誌
も
な

ぃ
。
従
っ
て
欧
洲
各
凶
の
問
に
は
初
期
以

、ソ

来
、
恰
も
軍
備
競
下
の
如
く

J
互
に
大
電

力
川

の
ぷ
印
刷
競
争
が
行
は
れ
た
。
し
か
し

マ

」
ハ
ニ
胤
下
が
際
限
な
く
放
任
さ
れ
て
ゐ
た

な
ら
ば
、
常
扶
…
凶
際
問

の
紛
下
を
・
取
し
、

却
っ
て
相
互

の
ラ
ヂ
オ

の
渉
遣
を

m
r
nす

る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
欧

洲
各
州
は
同
際
放
送
聯
削
肌
合
川
議
を
飢
級
し

て
一
放
訟
川
の
電
力
を
一

O
O
「
キ
ロ
ワ

ツ
ト
」
に
制
限
し
た

の
で

あ
る
。

然
し
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
大
屯
力
競

予
が
決
し
て
絶
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

t
、
a

川
リ

f
t
s
ゅ

l
L
VL

、

j
'
一

点

ι=，J
t
1
4

・Z
ト
し

調
悌
閣
の
競
争

肝一
ω介
大
戦
前
制
抱
一
領

で
あ
っ
た

ア
ル
サ
ス
@
ロ
ー
レ
ン
に
近
い

所
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ヒ
市
に
、
澗
抱
一
は

O

一
「
キ
ロ
ワ
ッ
ト

一
心

小
此
な
川
を
建
て

た
の
で
あ
る
が
、
ζ

の
放
怠
が
現
点
仰
領

に
な

っ
て
川
る
ア
ル
サ
ス
・
ロ

ー
レ
ン
州

内
に
間

へ
て
盛
に
枇
迎
さ
れ
る

の
で

、
仰

山
内
で
は
同
州
内

心
ス
ト
ラ
ス

プ
ル
ヒ
市

に
二

O
「
キ
ロ

」
の

よ

U
力
川
を
ぷ
け
て

別
抗
し
た
。
所
が
此
の刊川
引い川を
聞

い
た
澗

抱
一
で
は
、
そ
と
か
ら
杭
辿
か
ら
ぬ
ス
ツ
ツ

ト
ガ
ル
ト
市
に
七
五

「
キ
ロ
一
と
い
ふ

y

電
力
放
訟
川
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
満
州

が
斯
く
も
時
什
な
大
正
力
説
予
を
や
る
の

は
、
平
時
に
於
け
る
放
訟

の
件
力
を
考
慮

す
る
と
共
に
、
U

入
一
日
朝
布
ト山ず
の
場
介
は
也

ち
に
役

1
た
せ
ゃ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

此

界
に
誇
る
妓
一
街
中
を
あ
け
つ

〉
あ
る

こ
と
は
誠
に
愉
快
に
桂

へ
な

い

の

で

あ

る。

M
〈川
以
近

で
は
百

キ
ロ

尻
(
本
管
の
製
作
に
成
幼

せ
る
報
を
聞

く

に
及
び

、
制ぷ

治

家

の

努
・λ
に
は
敬
品
川山
を
去
す
る
，次
第
で
あ
る
。

各
国
に
於
け
る
大
電
力
局

年
こ
LK
斤
一

品
川
司

B
't
g吋
J
2
2

一
、
二
年
川
に
於
け
る
大
屯
力
川
ぷ
此
競

φ
は
益
々
雄
と
な
り
、

米
国
に
於
て
は

五

O
「
キ
ロ」

以
上

の
川
十

三
ケ
所
、
外
に
ピ
ツ
ツ

パ
1
ク
に

問

O
O
「
キ
ロ
」

川
を
建
設
中、

ポ
ー
ラ
ン
ド
・に
於
て
は

ワ
ル

ソ
1
に

O
「
キ
ロ
」

川
、

露
西
E
に
於
て
は

一
O
O
「
キ
ロ
」

川
が
四
ケ
所
と
い
1

ふ
欣
態
で
あ
る
。

以
上
の
例
に
依
っ
て
み
る
も
放
怠
立
体

戦
と
大
電
力
競
争
と
は
、
前
者
は
凶
際
問

英
国
に
於
て
は

五

O
「キ

ロ
」
川
人ハ

利
日
祉
の
街
突
す
る
如
き
穴
山
開
放
訟
の
行
は

れ
る
都
度
、
政
治
上
、
社人
刊川上

に
常

に
相

ケ
所
、
一見
に
〆
ヴ
エ
ン

ト
リ
ー
川

に
一
五

O
「
キ
ロ
」
訟
信
機
二
日
悼
を
装
備
中
、

濁
温
に
於
て
は

ムハ

O
「
キ
ロ
」

川
ムハ

ケ
所
、

一
O
「
キ
ロ
」
川
一
ケ
所
、
一見

に
ベ
ル
リ
ン

、

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
雨
放
詮
川

をムハ

O
「
キ
ロ
」
に
噌
力
小
、

崎慎
太
利
に
於
て
は

ウ
ィ

ー
ン
に
一

O

。
一
キ
ロ

」
川
を
建
ぷ
小、

悌
蘭
酉
に
於
て
は

ラ
ヂ
ォ
・・

パ
リ
を

一二

O
「
キ
ロ
」
に
榊
力
山
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
に
於
て
は

二

O
O

「
キ
ロ

」
川
を
計
京
中
、

泊
。
問
題
を
起
し
、
υ
入
後
者
は
各
間
各
白

。
自
制
上
重
要
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
。

然
し
凶
際
問

に
於
け
る
山
凶
の
立
場
を

ゎ引
利
に
導
く
た
め
、
ν人
け
酬
の

、弔
問
以
を
他

図
に

了
併
せ
し
む
る
た
め
に
、
ラ
ヂ

オ
の

使
川
は
将
来
大
い
に
期
待
し
て
然

る
べ

き

で
あ
ら
う
。

例

へ
ば
央
図
首
相

マ
ク
ド

ナ

ル
ド

氏
は
、
彼
の
英
印
凶

4
AM川設
が
一

九

二
年
一

月
十
九
日
倫
故
に
削
令
さ
れ
る

守
、
翌
二
十

日
也
ち
に
こ
の
合
議
の

紡
栄

に
就
て
米
幽

々
民
に
放
迭
し
た
。

5 
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./.1: 
叫ン

6 

就

て

東
京
電
気
株
式
合
川
祉

研
究
所
工
皐
博
士

茂

大

郎

~~ 

千

二
、
携
帯
型
装

置
の
説
明

搬訟故電話装置の受信機

我
祉
に
於
て
試
作
せ

る
も
の
は
按
帯
明
一
通

話
路
の
も
の
で
、
搬
送

波
阻
止
方
式
浄
-採
川
し

仁
も
の
で
あ
る
。
第
一

第
二
川
は
そ
の
送
信
公

置
、
受
信
公
置
の
外
観

の
察
呉
で
.
第
三
闘
は

附
底
泌
法
器
の
外
観
で

あ
る。

接
献
の
系
統
附

は
第
阿
川
の
如
く
で
あ

る。

木
装
置
は
線
路
減

キ
ロ
サ
イ

ク
ル
に
於
て
五

O
Jア
シ
ベ
ル
ま
で
の
糾
路
に
仙
川
す
る
目

的
を
以
て
設
計
さ
れ
仁
も
の
で
、
送
受
信
装
置
は
そ
の
筑
に
充
分
高
利
付
と
な

し
、
且

つ
働
作
を
不
支
定
な
ら
し
め
な
い
校
に
各
殺
の
貼
に
開
立
し
て
あ
る
。

擬
似
同
路
に
依
る
通
話
試
験
の
結
果
は
五

O
デ
シ
ベ
ル
の
糾
路
減
哀
に
於
て
も

廿
謀
、・
Z
U
H
E
共
に
成
績
甚
だ
良
好
で
あ
り
、
ま
大
呼
出
信
枕
の
働
作
も
椛
貨
に

て
擬
似
信
州
耽
そ
少
し
も
奥
へ
な
い
良
い
結
果
を
似
た
。

刷~.~ 

兵
か
一
一



報新ダ

働
作

ω概
略
は
次
八
円
如
く

で
あ
る
。

搬送波電話装置の j患波器

(

イ

)

X

N
雨
川
と
も
搬

法
改
は
同
一
周
波
数
七
。

五
キ
ロ
サ
イ

ク
ル
を
佼

如JiJ
くし
二11. 、

政策
P~j H. 
il之加l
数 (λ)
を に
以示
てす

祁
チ
後

調

を

行

ふ

こ
と

j局に
長日 し
のて
釘!ゐ
く る
liij 0 

[;;:d 鐙
(B)調
にむた
|引は

第三同

記
せ
る
川
波
数

ス
ペ
ク

ト

ラ
ム
で
示
せ
ば
下
部
州
市

皮
、
般
へ
主
・
民
、

ge
‘

4
4
4
ゐ・
r

v
a
‘

F
〈
ピ
ノ
い
し
市
川
r

f
'ι
r
L

F4
M
U
 

側
帯
波
ル
一
有
す
る
。
ヲ

て

の

、ソ

内
下
部
側
措
法
は

X
l
メ
通
話
に
、
上
部
側
帯
肢
は
お

l
N
側
帯
域
に
仙
川
す

る
。
後
初
竹
に
て
山
力
側
に
は
上
下
雨
側
帯
波
と
搬
送
波
と
が
崎
は
れ
る
が
、

マ

必
要
以
外
の
川
波
紋
川
町
力
は
帯
域
泌
此
器
を
使
川
し
て
除
去
す
ん
。
こ
の
愛
調

竹
に
は
愛
調
放
一
不
十
ぞ
上
昇
せ
し
む
あ
日
的
を
以
て
多
民
側
代
宇
佐
川
し
、
ま
仁
そ

の
川

H
側

で
愛
憎
器
一
弐
側
に
は
搬
送
州
以
数
に
同
調
せ

ゐ
共
振
山
路
守
抗
川
刈

に
人
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
円程
調
行
の
プ
レ
ー
ト
鐙
調
特
竹
を
良
好
な
ら
し
む
る

の
と
、
搬
送
法
出
力
を
ニ
O
Jプ
シ
ベ
ル
許
わ
低
下
せ
し
む
る
の
と一

つ
の
H
的

み
一
有
す
る
。

N
川
で
は
鐙
調
山
力
は
問
乃
至
七

・
一
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
の
帯
域
泌

成
器

ω伐
に
下
部
側
帯
波
の
み
と
な
わ
一
段
府
幅
後
送
信
し
、
日
川
で
は
七
。

五
乃
至
一
一
キ
ロ
サ
イ

ク
ル
の
帯
域
泌
波
探
を
活
h

灯
、
上
部
側
帯
波
の
み
と
な

り
一
段
榊
一
附
後
送
信
す
る
。

受
信
側
で
は
こ
れ
等
身
選
搾
受
信
し
て
搬
送
法
の
佐
一
段
増
幅
後
.
復
調
符

の
格
子
に
屯
隈
々
胤
(
へ
る
。

こ
れ
は
川
部
後
振
器
の
搬
送
波
川
町
肢
と
重

mmし
て

復
調
さ
れ
、
低
城
泌
波
探
身
辺
じ
て
交
換
主
に
行
く
校
に
な
っ
て
ゐ
る
。

酬判
'刊
著
お
丈
佃
叩
H
V

ロ
も
ほ
--
&副
司ヰF

めS 
通信回fte-薗

~ N 

ぬ
込
書
条
d

川
部
後
振

器
は
や
は
り

多
間
竹
を
仙

川
す
る
。
そ

れ
は
発
振
器

を
し
て
同
時

伶!l，-H~

J眠法波電話袋町 の傍*ii系統|刈

に
榊
一
附
器
に

粂
川
せ
し
め

そ
の
間
在
活

子
結
合
と
な

し
、
利
八
府
以

況
に
依
ゐ
後

振
州
以
放
の

鐙
動
を
少
か

~S乾，-tすむ.

ff:， PlI同

ら
し
む
る
銭

で
あ
る
。

ハ
ロ
)
信
枕

に
は
搬
送
波

七

11. 

キ
ロ

サ
イ
ク

ル
よ
め
上
下

三

・
一
五
サ7 



り

報新ダ、ソ

搬送日|

マ

+P 

昔邸周波数による持子愛 ~J:J第五同 (A)

イ
ク
ル
距
っ
て
ゐ
る
周
波
数
の
信
税
法

を
川
ゐ
る
こ
と
と
寸
る
。
印
ち
こ
の
方

法
に
依
れ
ば
復
調
後
、
通
話
周
波
数
よ

り
も
高
い
周
波
数
と
な
る
か
ら
受
信
側

に
於
て
は
復
調
竹
の
出

H
問
路
で
高
城

泌
成
器
に
依
わ
一
二

・
一
五
キ
ロ
サ

イ
ク

ル
の
信
続
首
池
山
花
け
通
話
首
流
と
分
離

さ
れ
、
信
椛
険
法
行
に
屯
臆
与
一
興
へ
て

線
電
器
を
働
作
さ
せ
る
事
に
な
る
。

送
信
州
に
於
て
は

x
nh雨
川
と
も
猫

立
し
仁
信
川
町
川
発
振
器
φ

守
備
へ

、

X
M

は
阿

@
一
キ
ロ
サ

イ
ク
ル

、

。四
キ

ロ

サ

上部側帯域

イ

ク
ル
φ

ぜ

下部側帯域

ハ
ハ
)

治
法
器
は
凡
て
所
謂
定
K
l
川
h

構

治
を
仙
川
し
て
ゐ
る
。

-
通
話
路
の
装
置
で

あ
る
か
ら
定
K
l
型
と
し
て
帯
域
の
幅
ゐ
-比

較
的
成
く
し
、
停
活
域
に
於
け
る

イ
ム

ピ
l

ダ
ン
ス
の
愛
動
に
備
へ
で
も
賀
川
上
絵
hw
来

振

幅

p
h

p

川
は
一

周波数

8 

。
減
衰
域
に
於
け
ヲ
ハ
減
衰
を
充
分
高
か
ら
し
む
る
銭
仁
.
泌
波
担
怖
の

セ
ク
シ

ョ
ン
数
み
一
比
較
的
多
く
し
仁
。
仰
一
し
斯
校
な
方
法
が
可
能
な
る
需
に
は

泌
波
器
要
索
、
殊
に
イ

ン
ダ
ク
タ

ン
ス
紋
輪
は
充
分
損
失
の
少
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ギ
に
し
て
え
に
は
特
械
の
銭
心
ハ
搬
会
法
に
於
て
も
い
似
夫
少

、auMm
粉
鋭
、
心
)
み
一
使
川
す
る
本
に
依
り
そ
の

H
的
を
淫
す
る
こ
と
が
出
来
、
川

常
に
良
い
特
性
の
措
法
器
を
符
仁
。
第
六
回
は
そ
れ
等
の
特
竹
的
税
で
あ
九
J

ハ
-
一
〕
使
川
良
一本
件
H

こ
は
い
立
問
問
符
じ
Y
l
二
問
七
を
、
五
と
し
て
使
川
し
、
そ

支
は
な

阿波数スペクトラム

45 

-10 

後
振
す
る
。
こ
の
程
振
器
も
や
は
り
発
振
、

増
似
双
方
の
働
作
を
お
す
校
に
五
栂
休
日
を
使

別
し
て
ゐ
る
。

第五同 〈日〉

-
z-
zo=
〈コ
Z
国

'TF〈

'ar

ιー

お

初

15 

10 

第六!司定 K一理i慰波.(.;}/)特性的 線

の
他
に
じ
Y
l
二
二
七
宇
一併
則
す
る
。
屯
源
は
プ
レ
ー
ト
側
一
五

O
ヴ
オ
ル
ト

、

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
側
ぃ
ハ
ヴ
オ
ル
ト

の
電
池
み
-使
則
し
、
プ

レ
ー
ト
屯
流
は
約
五

o

t
リ
ア
ム
ペ
ア
、

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
流
は
約
七

・
五
ア
ム
ペ
ア
を
消
費
す
る
。

こ
れ
等
の
屯
歴
、
小
巴
流
の
値
は
凡
て
{
烏
畳
一第
一

、
第
二
に
示
し
仁
パ
ネ
ル
こ
取

付
J
仁
計
器
こ
依
h
個
々
こ
読
み
得
る
桜

-
よ
れ明
っ
て
ゐ
る
。



携
帯
別
と
し
て
な
る
可
く
簡

m化
す
る
を
目
的
と
し
た
の
で
保
守
、
監
視
装

置
は
附
加
し
て
ゐ
な
い
。
固
定
川
川
と
し
て
は
是
等
今
附
加
せ
し
む
る
必
要
の

あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

三
、
結

Eヨ

そ
の
詳
細

ω設
問
は
必
に
は
省
か
う
。
要
す

る
に
'i

什一通
話
路
仁
就
い
て
は
本
J

制

に
述
べ
丈
ゐ
庭
と
大
差
は
な
い
。

近
年
の
念
蓮
な
る
通
信
距
離
の
蹟
大
と
共
に
懸
念
、
乃
至
将
孫
的
施
設
と
し

て
の
搬
送
波
電
話
装
置
に
封
す

る
要
求
は
盆
々
多
か
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。
我
枇

も
こ
の
趨
勢
に
鑑
み
優
秀
な

る
搬
送
波
装
置
の
各
方
式
を
完
成
し
、
そ
の
亙
(慣

を
炭
く
江
湖
に
問
ま
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
試
作
せ

る
携
帯
塑
搬
送
波
電
話
法
置
の
い
概
略
で
あ
る
。
そ
の
他
固
定

川
の
も
の
、
殊
に
多
通
話
路
川
の
も
の
に
就
、
て
も
同
下
研
究
中
で
あ

る
が
、

報新ダ、ソマ

憾
法則一
川
喪
主
と

し
て
A

イ

ン
ダ
ク

タ

ン
ス
、

コ
ン
デ

ン
サ

1
は
損
失
の
無

い
こ
と
が
必
買
で
あ
る
が

、
抗
際

k
な
る
吋
く
そ

心
作
件
に
近
持
し
た

イ

ン
ダ
ク

タ

ン

ス
、
コ

ン
デ

ン
サ

ー
を
選
ぱ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ィ

ン
ダ
ク

タ
ン
ス

ハり
方

は
可
聴
別
波
数
で

は

つ一

、

0
0

O
サ
イ
ク

ル
位
ま

で
)
厚
さ

一
川
ミ

ル
牧
、
そ
れ
以
上

の
問、

0
0
0
サ
イ
ク

ル
位
ま

で
は
ヘ
場
合
に
依
れ
ば

八、

0
0
0
サ
イ
ク

ル
位
ま

で
)
以
き
4

ご
ミ
ル
粍
度

。

鈴
川
似
を
北
川
市
一
t
た

コ
1
ア
を
川
ひ
て
、
比
(ししに

線
輸
を

捲
け
ぱ
よ

ろ
し

い
。

但
し
損
失
を
少
く
す
る

と
同
時
に
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

の
怖
が
電
流
に
依

っ
て
活
化
す
る

こ
と

が
少
い
苧
う

に
、
安
定
叱
を
増
す
け
的
か
、
り
銭
板
は
初
導
舷
キ
ハ
り
高

い
パ
ー
マ
ロ
イ
、

一
カ
ロ
イ
与
を
陀
川
し
、
札

つ
舷
川

路

の

一
部

に山南
限
を
入
れ
る
。

一
カ
ロ
イ
鍬
桜
一
問
、
、
、

ル
を
川
ひ
、
そ

の
小
川
ム
隙
を
加

減
し
て
ね
ら
れ

る
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

心
損
失
係
数
d
sp

一
、

0
0
0
サ
イ
ク
ル
附
近
で
は

五
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。

許
し
ご
て、、

ルハリ

銭
板
で
切
断
面
積
も
と
誌

心
二

倍
と

な
る
だ
け
に
錨
板
を
多
く
し
へ
従

っ
て
空
隙
を
大
と
し
し

て
や

れ
で、

d
を
一

、

0
0
0

二
、

0
0
0
サ
イ
ク

ル
で
一
パ
ー
セ
ン
ト
位
と
す
る
こ
と
も
問
来
る
。
撮
詮

問
波
数
で
二

O
、

0
0
0
サ
イ
ク

ル
附
近
ま
で
使
川
す

る
に
は
、
鈴
心
を
入
れ
な
い
で
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
を

つ

く
る
。

こ
の
場
合
は
線
輸

の
形
米
、
捲
き
方
に
注
意
し

な
い
と
、
持
訟

の
小

さ

つ

H
A

つ
損
失
係
数

ハリ
小
さ

イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
は
作
ら
れ
な
い
。

斯
様
な
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
に
装
荷
幼
時
輪

と
同
様
に
、

川
川
扮
鈴
心
を
川
ゐ
る
も
よ
ろ
し
、
。
こ
れ
は
り
聴
阿
波

JY
も
搬
芯
阿
波
で
も
長
支
た
い
。
但
し
撫
会
則
波
数
に

内
川
す
る

Mm
粉
出馬
心
で
は
高
導
舷
卒
心

合
金
ハ
り
粉
末
を

絶
縁
拘
に
て
閉
め
る
際
に
、
絶
縁
物

心
分
祉
を
可
聴
問

波
間
銭
心

。
場
合
よ
り
も
多
く
し
で
あ
る
。
芳
一
様
に
す

れ
ば
お
H

放
導
磁
十年
士
低
下
す
る
が
そ
れ
以
上
に
渦
流

く
川
来
る
か

ら
で

あ
る
。

損
犬
が
非
常
に
少
く
な
る

ハコ
¥

損

失

係

数

d
を
小
さ

コ
ン
デ
ン
サ
ー

ハリ
方
も
損
失
を
少
く
す
る
必
要
上
、

雲
母
コ
ン
デ
ン
サ
ー
が
専
ら
使
川
さ
れ
る
u

そ

心
的
周

波
数

ω
の
交
流
に
封
す
る
武
効
抵
抗
赴

(
又
は
漏
洩
コ

ン
ダ
ク
タ
ン
ス

仇
し

が
知

れ
て
ゐ
れ
ば
、
力
卒
何

へ
こ
('，

(
Y
号
、』
円
が
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

の
損
失
係
数
d
に

}
h
F
，
 

利
抗
す
る
も

ハリ

に
た
る
。

こ
ハリ怖

は
大
程
、
撮
会
周
波
数
で
も
北
H

辿

乃
雲
母
コ

ン
デ
ン
ザ
!
な
ら
ば

0
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
て
あ
る

か
ら
、
イ

ン
ダ
ク
タ
ン
ス

ハリ
損
尖
係
数
よ
り
も
遁
に
少

を
よF
J 

る
の
が
祥
一辿
で
あ
る
。

。
そ
れ
故
事
ら
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

nu

方

。
抵
抗

心
み

Q 



改

艮

型

報新ダ、ソマ

マ

‘ソ
A
の
改

良
型
)
、

U
X
l
二ぃハ
B
ハ
1
X
1
二
二ム
一ハ
の
改
良
型
ゾ
、

U
X
l
二
七
A

ハ
U
Y
1
二
二
七
の
改
良
型
可

K
X
l ダ

麗

空

管

四

種

に

就

て

10 

東
京
電
気
株
式
A
W
枇
事
業
部

一
二
日
ハ
K

X
ー
一
一
二

B
の
改
良
市
.
)
の
問
純
で
あ

る
。
こ
の
判
れ
の
異
本
竹
に
於
て
も
.
従
来
の
受
信

機
に
押
符
へ
て
使
川
出
来
、
然
も
zu
針
、
一音
量
、
分

郎
、
感
度
等
に
数
段
の
準
か
や
-見
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
今
こ
れ
等
の
共
通
的
な
改
装
川
さ
れ
仁
助

の
二

、
三
を
邸
中
け
れ
ば
次
の
一
迎
わ
で
あ
る
。

一
、
形
以
が
約
二
分
の
一
の
小
型
一
と
な
っ
仁
こ
と

二
、
ガ
ラ

ス
管
と
-市
側
と
の
結
合
一
か
碓
貨
と
な
り

機
械
的
の
強
・
反
を
愉
惜
し
、
運
送
等
に
依
る
特
机

の
愛
化
又
は
破
損
が
絶
無
と
な
っ
大
『
)
と

三
‘
フ
ア
ク
リ
ン
ク
が
起
ら
な
い
こ
と

問
、
材
料
及
び
形
燃
の
標
準
化
に
依
る
工
作
の
一小

1件

.. 』
-r
HH
 

-
h
H
H
』
l
 

J1J 

古
ス
ぎ
次
ぎ
と
新
別
ι
丘
一本
管
が
殺
表
さ
れ
、
朝
に
新

し
い
真
木
管
、
タ
に
新
担
受
信
機
と
寅
に
自
問
し
い

準
歩
ゃ
な
し
つ
》
あ
る
受
信
川
真
心
不
竹
も
、
新
型
の

多
く
は
性
能
非
常
に
俊
れ
、
受
信
放
一
年
に
於
て
も
数

段
の
進
展
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
構
活
叉
非
常
に
複

雑
で
あ
わ
使
川
法
も
亦
川
沿
ム
ハ
ク
敷
し
い
も
の
で
あ

る
か
ら
、
使
川
に
際
し
徐
科
の
研
究
を
以
て
臨
ま
な

け
れ
ば
、
そ
の
優
秀
な
竹
絡
を
充
分
後
怖
さ
せ
れ
る

こ
と
は
出
来
な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
方
石
川
刑
去
県
本
管
は
は
側
め
て
平
易
に
仙
川
出
来
、

何
人
と
雌
ど
も
全
性
能
を
稜
搾
さ
せ
ね
る
の
で
あ

る
。
然
し
こ
れ
等
の
芦
川
上
回
県
小
川
竹
は
性
能
上
或
は
構

道
上
、
多
く
泣
憾
の
貼
を
有
し
、
一
新
州
中
一
呉
本
.
航
行
の
如

き
受
信
炊
い
年
は
ね
難
い
。

そ
こ
で
円
以
近
の
丘
小
川
竹
工
業
の
技
術
を
以
て
、
こ

れ
等
一
倍
刑
十
一旦
(本
.
特
に
釣
し
一
大
改
造
を
加
へ

、
そ
の

使
川
上
の
平
易
さ
を
欠
は
し
め
や

J.性
能
及
び
構
治

に
一
段
の
改
笹
川
を
な
し
大
も
の
が
、
印
ち
‘
こ
の
マ

ツ
グ
丘
(本件川
U
X
l
一一

一A
ハ
U
X
l
一一

一

フ

市
一也

ド

屯
h
a
じ

数 /II~ /l医

一J
一一九

負

一

O

七
・
五

レ

榊グ

ツ

-フ

デ

課

オ

易
な
こ
と
、

以
上
の
如
く
H

疋
等
改
良
相
一
兵
本
竹
に
は
誠
に
多
大

の
準
歩
の
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
次
ぎ
に
各

々
に
就
き
規
柿
及
び
特
れ
争
犠
け
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
4
)
マ
ツ
復
員
空
管

u
x
-
-ニ
A

ハ検
波
.
増
幅
川
三
阿
川
竹
)

U
X
l
一
二
A
は
従
来
の

r
xー
二

一A
の
改
良

担
で
あ
っ
て
、
府
一陥
及
び
険
法
に
過
す
ろ
一
州
路
三
師
団

管
で
あ
っ
て
、
従
来
の

U
X
l

一
二
A

よ
り
利
々

出
丸
が
大
と
な
っ
て
門
的
る
。

規

キ丹

ひ.

特

---
1
 
・utl
 
a
 

及

結I

保

m 
F也

阿号

五
。

O
ヴ

オ

ル

ト

じX-12A

結k

イ~

電

流

。
。
二
五
ア
ム
ペ
ア

3
.
 

長

均

Jへ、
一F.

一O
五

粍

rI. 
)1又

ぽ
L

P

，A

，
 

一
八
粍

j丈
一
八

O
ヴ
オ
ル

ト

負

一

五

ヴ
オ
ル

ト

七
・
五



最プ桝l内

互
レ
コ

大 1 ン部

タ'

険 111 トイ抵
電電 電 タ

ン

限限法 力 imス抗

m 

四
、
七

0
0

一
、
六

O
O

ムハ

・
五

一
二

O

ハ
プ
レ

ー
ト
険
法
)

九

O

負

一一

7‘ 

レ

ク。

ト。

ツ

報

プ

レ
ー
ト

電

流

(
ミ
リ
ア
ム

。へ
ア
)

新ダ

日Jダ真空管
ux・12A
Eg.lp特性

C/ 5.0V 

ツマ

ハ
ロ
)
マ
ツ
復
員
室
管
K
X
i
--

一B
ハ公
・波
昆
(本
格
流
竹
)

四
、
一

O
Oオ
1
ム

一
、
八

0
0
マ
イ
ク
ロ
モ

1

八
。
五
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

二
七

O
ミ

リ

ワ

ッ

ト

一
J

一
五
ヴ
オ

ル
ト

負

-
八
ヴ
オ

ル
ト

却

l三X-JよR

B
は
従
来
の
K

X
l
一
一
二
B
を
改
良

し
仁
も
の
で
あ
っ
て
.
小川上
受
.信
機
川
牲
流
管
と
し

て
弘
通
で
あ
る
。

円
氾
欠
川

f
f
~

刊、司

+T乃
，
亦
，
ー
ノ
一
プ
し

線

電

時

保

電

流

均

全

長

火

山

M
M

K

X
l
 

長 ..'1;' 繊繊

特

性
五
。

O
ヴ

オ

ル

ト

。

。
五
ア
ム
ペ
ア

一O
五
粍

ニ
八
粍

交
流
最
大
電
限

(
連
制
)

円
以
火
山
力
位
協
電
流
ハ
辿
紙
〉

八

O
ヴ

オ

ル
卜

0
ミ

リ

ア

ム

ペ

ア

30H 

、、. 五うつ----i--μ持に、、、

ト-------
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ト¥
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トー一

マツダ虞空管
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竿波整流ノ場合

同

∞

ω

m

F

4

2

1

l
 

出
力
直
流
-
小
山
川
崎

(
ゲ

オ

ル

ト

)

40 

80 

ハ
ハ
)
マ
ツ
告
白
県
空
管
U
X
l
ニ
六
B

ハ
増
幅
川
三
郎内竹
)

ムハ
B
は
従
来
の
U
X
l
二
ニ
ム
ハ
の
改
良
型

で
あ
っ
て
、
高
低
雨
川
波
増
幅
に
遁
す
る
も
の
で
、

U

X
l
一

36 32 16 20 24 28 

負荷電流 (ミリアムベア)
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従
来
の
も
の
に
比
し
増
幅
定
数
を
約
五

O
%増
加
し

特
性
に
も
改
善
が
加
へ
ら
れ
て
居
る
。

一
八

O
ヴ
オ
ル
ト

負

九

ヴ

オ

ル

ト

一
一
一

五
。
問
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

規

キ作

ひ.

作ム

及

特

級-

4保

UX-26B 

紬t

{出

ヱド

均

rI 
JT( 

7ぇ

報

プ

電

服

グ

電

鹿

川

哨

定

数

プ

ト

電

流

内

部

抵

抗

相

互

コ

ン

ダ

ク

タ

ン

ス

d d -負二
00四 二 四五
00  
マオ

イ 1
クム
ロ

モ

レ

ツ

F' 

新

1ノ

ダ

次
ぎ
に

X
l
ニ
ニ
ム
ハ
と
特
性
曲
線
を
比
較
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

‘Y 

プ

レ
ー
ト
屯
誠
ハ
ミ
リ
ア
ム

。へ
ア
〉

6

4

2
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マ

マツダ昆空管
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Ip-Eg 特性

Ef=1.5V. 
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E巳直
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同E

一
。
五
ヴ
オ
ル
ト

流

7
0五
ア
ム
ペ
ア

~ 
:.=t.. 

長

一O
五

粍

筏

一
八
粍

7
3
マ
ツ
告
巳
真
空
管

U

Y
l
ニ
七
A

ハ
・
似
純
明
…
川
内
能
三
同
刊
行
)

七
A
は
U
Y
l
二

二
七
の
改
良
明
で
あ
っ
て
.

険
波
及
び
榊
似
の
利
れ
に
も

過
し
、
特
に
険
法
川
と
し
て

賞
川
さ
れ
て
肘
る
。

U
Y
ー二

二
七
と
比
較
す
れ
ば
、
前
述
の

諸
貼
の
外
に
ヒ
ー
タ
ー
屯
力
'に

於
て
約
三

O
%ω
節
約
が
行
は

れ
、
然
も
竹
山
路
上
に
も
多
々
俊

U
Y
l
一

12 
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UX.26B 
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Ej=1.5V 
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プ
レ
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電

流

(
ミ

リ

ア

ム

ペ

ア
)

れ
て
日
る
駄
.宇
一
有
し
て
日
る
。

規

格

及

び

特

性

加

熱

繊

保

電

陀

一一

・
五

ヴ
オ
ル
ト

加

熱

繊

線

電

流

一
。
五
ア
ム
ペ
ア

UY-27A 

ヱド

長

一O
五

粍

均

戸、':.x.. 

n 
11え

直

一
八
粍

7丈

fE 

険
法
則
ハ
プ
レ
ー
ト
検
波
の
場
合
)

プ
レ

ー
ト

電

Mm

二
五

O
ヴ

オ

ル

ト



グ
リ
ッ
ド
屯
陣
内

二

O
ヴ
オ
ル
ト

崎
哨

プ ヰ11 I付ベナグ

TL 
:=1 

ン 1'íi~ ~品

ダ

ク tiX'ι 
タ 電電

ン ，bg
ス抗数時間~山

)IJ 

一
三
五

1

」、
'lu

t
-
-
P
Jノ

4
ノ

九、

0
0
0

一、

0
0
0

四
・
七

フ

レ

ツ

ド、

レ

en 
1:1]， 

日ぴ

報

叉
グ
リ
ッ
ド
検
波
の
場
合
は
プ
レ
ー
ト
屯
墜
を
四

五
ヴ
オ
ル
ト
と
し
O

@
0
0
0
二

五
マ
イ

ク
ロ
フ
ア

新

プ

レ
ー
ト

屯
流

ハ
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア
)

A
V
 

E

-

'

A

1

・

0

6

p

h
v

ダ.?ソマ

ラ
ツ
ド
の
グ
リ
ッ
ド
@
コ
ン
デ
ン
サ
ー
及
び
一

ーー
五

メ
グ
オ

l
ム
の
グ
リ
ッ
ド
。
リ
ー
ク
を
使
川
す
る
。

最
近
殺
資
さ
れ
仁
改
良
型
の
7

ツ
ダ
呉
本
管
問
極

一
五

O
ヴ
オ
ル
ト

負

二

一
ヴ
オ
ル
ト

r
u
 

J
j
 

九
、
五

一一

O
オ
1

ム

九
七
五
マ
イ
ク
ロ
モ

1

五。

二
、
、
、
リ
ア
ム
ペ
ア

は
以
上
に
兄
ら
れ
る
如
、
き
特
性
告
持
つ
も
の
で
あ
っ

て
、
最
近
の
如
く
ラ
ヂ
ォ
受
信
機
が
小
型
へ
と
進
み

グリッド泣慨 にヴオ Jレト〉

マツダ轟空管

UY-27A 

lp-Ep特性

Ef=2.5V 

ロ

ω

8

6

4

2

プ
レ
ー
ト
電
流

(
ミ
リ
ア
ム
ベ
ア

)

280 i30 120 160 200 240 

プレート電底 〈ヴオ ル ト〉

40 

つ
冶
あ
る
時
に
於
て
.
斯
く
の
如
き
小
型
で
然
も
非

常
に
優
秀
な
真
集
併
は
が
殺
表
さ
れ
仁
『
)
と
は
誠
に
喜

ば
し
い
次
第
で
あ
ろ
。

l
i
 

，
 

肉問

、

ド
イ
ツ
国
民
受
信
機
V
E
三
O
-
w

ナ
チ
ス

の
図
ド
イ
ツ

の
国
民
受
信
機
V
E
は
、
間

一

民
受
信
機
ハ
フ
オ
ル
ク
ス

・
エ
ム
プ
ア
ン
グ
ル
ゾの

顕

一

半
を

.K
っ
た
も

の
で

、
三

O
一
は

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
府

一

樹
立

の
日
で
あ
る
一

月
三
十

日
を
記
念
す
る
意
味
を

持

っ
て
ゐ
る
。
此
受
信
機
は
交
流
式
で
あ
っ
て
、
会

狐
抱
一
の
受
信
機
工
場
が
一
様
な
規
山
刊
の
下
に
製
作
し

ι

委
員
合
の
般
市
一一
な
試
験
を
さ
れ
て
、
不
介
桁
の
も

の

(

は
容
赦
な
く
逗
泣
さ
れ
る
伊
う
に
な

っ
て
肘
り
、
似

(

絡
ま

で
七
六
マ

1
ク

ハ
平
伯
三
十
八
同
)

と
一
定
さ

一

れ
て
肘
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
悶
民
は
安
心
し
て
、
ど
ζ

『

の
町
で
で
も
帥
入
ず
る
こ
と
が
川
来
る
。

V
E
=

一O
一w
の
概
要

↓
電
源
竜
一
階
一
一

O
、
一

三

O
、
ニ
ニ

O
ヴ
オ

ル
ト
の
い
づ
れ
に
も
使
川
川
来
る
。

一

向
所
要
電
力
一
八
ワ
ッ
ト
、

一

三
受
信
阿
波
数
帯

一

幻
五

O
Oー
一
、
五

0
0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル

，

M
V
Aハ

一

日
一
五

O
l
三
七
五
キ
ロ
サ
イ
ク
ル

一

附

同

路

方

式

検

波

一件
虫
、
低
同
法
噌
一
附
一
段
、

一

整
流
件
北
ハ
三
球
式
、

司
使
川
氏
空
管
図
産
口
川
を
使
川
す
。

V

1
a
R
E
N
九

O
四

ハ
ぐ
巳
J
H
O
A

四
一
一

O
)

じ

R
E
S
一
六
四
つ
よ

-gL四
一
六
白
五
)

整
抗
告

R
G
N
=
一
五
円
ハ
〈
巳
J
3
G
一二
五
円
)

ζ

れ
等
に
該
抗
す
る
も

の
は
、
我
川
間
北
川
北

の
良
山
官

官
に
は
佃
…
い
が
、
大
関
節
一
球
は
二

二
七
日
、
第

二

球
は

二
円
七

B
、
整
流
行
は
一
一

二
B
M何
度

の
も
の

一

と
兄
て
若
し
い
大
差
は
な
い
。

r 一一一13 



改
一
良
型
マ

ツ

タ

報

さ
き
に
後
表
せ
ら
れ
丈
大
衆
向
改
良
型

マ
ツ
ダ
真
空
管
U
X
l
一
二

A
、

u
xー
二
六

B
.
U
Y
1
二
七
A
及
び
K
X
l
一
二

B
に
附

加
へ
て
、
最
近
夏
に

マ
ツ
ダ
真
宗
管

U

Y
ー

四
七
B
が
出
来
大
。

こ
れ
は
在
来
の
マ
ツ
ダ

U
Y
ー
二
四
七
B

を
改
良
し
て
、
橋
治
を
堅
牢
に
し
且
つ
小
型

に
し
仁
電
力
増
幅
五
極
呉
本
.
管
で
あ
っ
て
、

前
記
四
種
の
新
型
一
呉
本
一
管
と
州
侠
っ
て
、
今

後
に
於
け
る
大
衆
向
受
信
機
の
改
革
川
並
に
其

普
及
に
寄
興
す
る
所
少
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る

と
期
待
さ
れ
て
居
る
。

今
マ
ツ
ダ
其
空
管
U
Y
l
四
七

B
の
大
憶

の
規
将
及
び
特
性
を
記
す
と
突
の
遁
り
で
あ

る。

新ダ‘Y マ

規

椛

及

び

特

性

ヱF

戸、:.r:: 

長

一O
五
粍

均

.1_ 
JU 

也

三

八

粍

7、L

市
出
五

ぺ
，
q

，

紬I

一
・
五

ヴ

オ

ル

ト

。傑

電

rtl~ 

繊

流

0
・
五
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ペ

ア

4長

電

フ

電

匪

一
八

O
ヴ

オ

ル

ト
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ー
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真
空
管
を
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ひ
た
受
信
同
路
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遮
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互
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電

説
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ミ

リ

ア
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ペ

ア

) 一
八

O
ゲ

オ

ル

ト

負

一

八

ヴ

オ

ル

ト

五
六
ごっ
0
0
0
ォ

1
ム

ハ
、
四
五

O
オ

1
ム

一
・
一
ワ
ッ
ト
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。

前
記
の
如
く
其
大
き
は
K

X
l
一
二

B
或
は
Y

U
l

二
七

A
等
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
受
・
信
機
を

mm立
る

上
に
於
て
小
型
に
且
つ
調
和
の
取
れ
仁
健
裁
の
よ
い

も
の
が
出
来
る
。

『
)
れ
ら
の
大
衆
向
改
良
相
一
呉
川
平
.
併
Hh-
有
放
に
佼
川

し
十
九
交
信
問
路
の
一
例
を
示
せ
ば
、
次
の
如
き
も
の

が
あ
る
。
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ト
ラ
ン
ス
レ
ス
・
セ
ッ
ト
用
轟
空
管
と
其
受
信
同
路
例

報新ダ
、yマ

整

管

流

ト
ラ
ン

ス
レ
ス
受
信
機
の
発
達
は
マ

ツ
ダ
異
名
管
K
Z
l

五
Z
丘
の
出
現

を
前
提
と
す
る
こ
と
は
前
に
池
ベ
丈
。

五
ヴ
オ
ル

之
は
加
熱
繊
僚
の
小山
区
を

ト
と
し
仁
川
w
熱
刑
上
整
流
管
二
個
を
一
個

の事
カ
ラ
ス
球
内
に
入
れ
仁
も
の
で、

16 

東
京
電
気
株
式
合
一
位

研

究

所

川
出
来
る
の
み
な
ら
今
、
直
流
屯
源
に
よ
っ
て
も
使

川
し
似
る
使
が
あ
る
ο

之
は
普
通
の
半
波
整
流
と
し

て
の
み
な
ら
¥
第
二
回
の
如
、
き
接
絞
に
よ
り
・併
活

陀
管
と
し
て
使
川
し
伴
ら
れ
、
半
波
紋
世
流
の
場
合
の

約
二
位
の
整
凶
屯
岡
山
み
一供
給
寸
る
こ
と
が
出
来
る
。

7

ツ
ゲ
呉
本
.
管
K
Z
1
一
五
Z
五
の
大
鰹
の
特
性

ラ
ヂ
オ
界
最
近
の
傾
向
の
一
つ
は
軽
量
且
つ
小
型

な
受
信
機
の
流
行
で
あ
っ
て
、
受
信
異
本
一管
も
其
傾

向
を
迎
へ
て
一
般
に
著
る
し
く
小
型
化
し
た
が
、
二

五
ヴ
オ
ル
ト
川
織
僚
を
使
川
す
る
佐
川
旧
陸
整
流
管
マ

ツ
ダ

K
Z
l
二
五
Z
五
の
出
明
に
よ
る
電
源
愛
限
器

不
要
の
受
信
機
的
叩
ち
所
謂
ト
ラ
ン
ス
レ
ス

・
セ
ッ
ト

の
発
達
は
、
正
に
此
傾
向
に
拍
車
を
加
へ
る
も
の
と

い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
阪
に
欧
米
に
於
て
は
昨
年
来

此
校
式
の
受
信
機
が
多
数
に
製
作
せ
ら
れ
て
居
る
。

且
勺
我
凶
ラ
ヂ
ォ
・
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
が

赦
迎
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
此
一一か
弦

に
こ
れ
に
就
て
紹
介
を
し
よ
う
と
忠
ふ
。

は
突
の
一
辿
わ
で
あ
る
。

0
0グ
オ
ル
卜
の
交
出
電
源
か
ら
愛
匪
器
な
し
で
使

白石:j ~G: 流 (ミリアム ペア:

部2悶マツダE1空t:;KZ-25Z5/.コ特性

;0 

木

滋

城

加

熱

織

保

電

肱

加

熱

織

保

電

流

最
大
プ
レ
ー
ト
電
肱

(
各
プ
レ

ー
ト

に
つ
き
〉

二

五

ヴ

オ

ル

ト

0
・
三
ア
ム
ペ
ア

一

二

五

ヴ

オ

ル

ト

第 1匝i
KZ-25Z5 

最

大

山

力

一

0
0
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

此
整
流
管
の
織
僚
は
二
五
ヴ
オ
ル
ト
川
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
他
の
呉
宗
管
の
織
僚
と
直
列
に
接
続
し

て
使
川
す
る
と
、
直
接
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
を
加
へ
で

も
直
列
抵
抗
の
加
熱
か
少
く
，
整
出
妓
…
年
を
高
め
る

こ
と
が
出
来
る
。

検

波

戸=
日

'
既
に
整
流
管
と
し
て
二
五
ヴ
オ
ル
ト

O
@
三
ア
ム

ペ
ア
の
加
熱
織
僚
を
使
川
す
る

マ
ツ
ダ
丘
(広
広
日
K

Z 

五
Z
丘
が
専
ら
川
ひ
ら
れ
、

且
つ
其
繊
僚
は

該
受
信
機
の
他
の
呉
本
管
の
そ
れ
と
直
列
に
接
絞
せ

ら
れ
る
以
上
、
険
法
管
も
増
幅
管
も
織
保
屯
流
は

0
・
三
ア
ム
ペ
ア
の
も
の
を
川
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
な

第 3同
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ダ
直
ぷ
出
向
日

U
Y
lコ一
六
、

U
Y
l

ぃ
。
其
考
へ
方
か
ら
兄
る
と
、
検
波
管
と
し
て
?
ツ

七
及
び
新
製
品
大

る
U
Z
l
七
七
が
川
ひ
ら
れ
る
。

7

ツ
ダ
良
八ん八7.ι
九
日
干
し

Y
l
-
ムハ
(
U
Y
i
一

Y
l
一二
七
(
r
y
l
三

.一七
)
は
数
年
前
よ
わ
飢
に
市
場

に
ホ
る
も
の
で
弦
に
一前
別
す

る
を
要
し
な
い
か
ら、

報

特
性
の
み
を
次
に
-記
し
て
置
く
。

必
に
は
じ

Z
l
七
七
の
プ

レ
ー
ト
検
波
川
と
し
て
の

下
記
の
検
波
特
性
巾
の
抑
制
グ
リ
ッ
ド
は
.
陰
極

新

に
接
航
し
て
使
川
す
る
。
こ
れ
が
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
受

ダ、ソマ

ロo 160 2α3 
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マツダ民生~~;じZ-77 心 特性 1111 紘

ω 

現L

Fr， 
E也

マ

ツ

ダ

員

容
一
管

U

Z
l
七
七
の
プ
レ
ー
ト
檎
波
特
性

繊

遮

rfi士

ク. 1 

リト

ツ仇傾

ト“ ド給

IJf m Cl1 
・トt;!.. [(1 ~包

/If~ III~ liI号 PI~

プカ11

v 

叫

リ

羽

V

F

1

p

h

J

P

1

2
 

・ιI
'
hd
1

:

‘

L司
1

持、μμ
 

籾l

十A

プ入

レ 1J
c/) 

1 な
ト u、
.l"J)j 川

負イ?

J15JZ 
択話
抗屯
ik 

紡
A
H
川

コ

ン

デ

ン

サ

ー

次

の
ロ叫ん
P
A

附刊

の
グ
リ
ッ
ド
択
抗

抗

山ハ

・
一二

一0
0

負
一
・
九
五

一
二
、
五

0
0

0
・
一
五
五

。
3i 

0
・0
0
・
二
五

信
機
に
遁
す
る
所
以
は
、
比
較
的
低
い
プ
レ

ー
ト
首

座
で
動
作
す
る
か
ら
で
あ
る
。

高

周

波

増

幅

管

マ
ツ
ダ
兵
本
一
管

U

Y
1
三
九
、

ー
七
八
は
仰
れ
も
増
幅
定
数
が
高
く
、zl七
七
、

U

Z

制
御
グ
リ
ッ
ド
と
の
問
の
静
電
容
誌
が
小
さ
い
仁
め

プ
レ

ー
ト
と

高
周
波
府
船
川
と
し
て
は
円
以
も
遇
し
た
似
熱
型
五
極 負

了

九

五

三
、
0
0
0

0
・
六
五

0
・
二
五

0
・0
三

0
・
二
五

二
五

O

ムハ

・
三
ヴ
オ
ル
ト

一
一
五

O
ヴ
オ
ル

ト

一

O
O
ヴ
オ
ル

ト

支え。

負
四
・

=
一
ヴ
オ
ル
卜

一O
、0
0
0
ォ
1
ム

0
・
四

一ニ
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

0
・
五

O
メ
グ
オ

1
ム

0
・0
三
マ
イ
ク
ロ
フ
ア
ラ
ツ
ド

0
・
二
五

メ
グ
オ

1
ム

管
で
.
其
U
Z
l
七
八
は
U
Z
l
七
七
の
増
幅
定
数
を

可
鐙
に
し
、
愛
調
査
及
び
ク
ロ
ス

・
ト
ー

ク
を
少
く

す
る
校
設
計
せ
ら
れ
↑
い
も
の
で
あ
る
。
共
に
U
Z
l

七
七
及
び
U
Z
l
七
八
の
特
性
を
紹
介
す
る
。

マ
ツ
ダ
轟
忠
一管

U

Z
l七
七
及
び

U

Z
I七
八
の
特
し性

~"~ 41品

プカ日

掛

繊

候
F昌

也

肱

レ

ー

ト

電

鹿

遮
蔽
グ
リ
ッ
ド
電

mm

制
御
グ
リ
ッ
ド
電
膝

定

数

噌

/"マ
工ツ

-l: 
ノ、

一O
O

六

O

負

了

五

一O
O

負

三

七
一
五

一
、
五

0
0

五。

マ
ツ
ダ

U
Z
l
七
八

、11111J
I
t
-
-J

六
・
三

六

・
三
ヴ
オ
ル
ト

九

O

二
五

O
グ
オ
ル
ト

一

O
Oヴ
オ

ル
ト

負

三

ヴ

オ

ル

卜

一
二
六
O

九

O

負

三

四

O
O

~5 岡
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内

部

拭-

抗

0
・
六
五

一
、
一

0
0

プヰ~I
互
コ

ン

ダ

ク
タ

ユノ

A 

レ

ー

ト

電

流

遮
蔽
グ
リ
ッ
ド
電
流

一
・
七

一
・
五

一、

二
五

O

一一
・
一ニ

0
・
六

0
・
問

報新

低

周

波

増

幅

管

マ
ツ
ダ

呉
袋
管
U
Z
l

ダ

ス
受
信
機
の
活
力
榊
幅
川
と
し
て
設
計
さ
れ
た
悦
熱

は
特
に
ト
ラ
ン
ス
レ

刑↑
一五
俺
管
で
、
ー
当
記
-円

E
f
.プ
レ

ー
ト
五
艇
で
動
ら

t
t

，J4
d
T
l
'
'p

，，
A
1a

'
t

、

，

E

r
h
jeL
.

，n120

、ソ

マ

ツ

ダ

軍

空

管

U

加

熱

繊

保

電

Mm

加

熱

繊

候

電

流

プ

レ

ー

ト

電

略

法

政

グ

リ

ッ

ド

屯

Mm

制

御

グ

リ

ッ

ド

屯

限

噌

幅

定

数

内

部

祇

抗

相

互

コ

ン

ダ

ク

タ

ン

ス

'

-

可

託

克

d
市
』

J

-

，na
E

寸

4
J

・q44

プ

レ

ー

ト

電

流

遮

蔽

グ

リ

ッ

ド

電

流力

マ

三

の

特

性

二
五

0
・
二
一

九
五
九
五

九

一
五
九

O

四
五

、
0
0
0

二
、
0
0
0

四
、
五

O
O
ニ
O四

0
・九

z 
四

第 6岡

UZ-43 

0
・
=
二
五

一
、
二
七
五

0
・A
メ
グ
オ

1
ム

一
、
四
五

0
マ
イ
ク
ロ
モ

1

五
・
四

七
・

O

ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

一
・
五

7
0
 
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

く
の
み
な
ら
や
ノ.
其
織
保
屯
医
は
二
丘
ヴ
オ
ル
卜
で

あ
る
か
ら
、
K

Z
l
二
五
Z
五
の
織
僚
と
直
列
に
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
段
に
五

O
ヴ
オ
ル

ト
が
得
ら
れ

検
波
及
び
高
川
波
増
幅
管
各
一
個
研
一
使
刑
す
る
と
す

れ
ば
織
保
温
座
ぃハ

二
・
六
ヴ
オ
ル

ト
と
な
わ

、
一

O

O
ヴ
オ
ル
ト
の
電
源
よ
り
は
一

二
五
才
1

ム
の
抵
抗

を
使
川
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
其
特
性
は
弐
記

の
遁
'り
で
あ
る
。

以
上
の
外
ト
ラ
ン

ス
レ
ス
受
信
機
川
と
し
て
は
銭

信
.
間変
調
共
川
管
仁
る
マ
ツ
ゲ
直
(本
.
管
U
t
l
Lハ
A

一
五

ヴ

オ

ル

ト

0
・
=
一
ア
ム
ペ
ア

一
三

五

ヴ

オ

ル

ト

一
二
一
五
ヴ
オ

ル

ト

良

二
O

ヴ

オ

ル

ト

八

O
三

五
、

0
0
0
ォ
1
ム

二
、
=
一
0
0
マ
イ
ク
ロ
モ

1

問
、

0
0
0オ
1
ム

4

ニ
四
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

七

ミ

リ

ア

ム

ペ

ア

一
一
・
O
ワ
ッ
ト

マツダ.空管

UZ -43 
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40 

ff~ 7同

プ

レ

ー

ト

屯

流

(
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア
V

七
や
双
二
周
五
極
管
仁
る
U
t
l
ムハ

B
七
等
あ
る
が
.

H

疋
等
に
就
て
は
別
の
機
合
に
一諮
る
こ
と

〉
す
る
。

60 

ト

ラ

シ

ス

レ

ス

受

信

機
意

白
川
又
↓
l

-』=ロ-一=ロ

上

の

〉王

次
に
パ
ワ

l
・
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
受
信
機
を
設
計
す

る
上
に
特
に
州
立
を
要
す
る
知
今
川パ
純
弔
し
て
み
る
。

ω受
信
機
の
的
投
首
・
刀
の
放
卒
の
貼
か
ら
、
直
川
ぺ



報

に
接
続
す
る
加
熱
織
僚
の
電
盤
の
合
計
が
、
成
可
く

一
O
Oヴ
オ
ル

ト
に
近
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

郎
ち
木
方
式
の
受
信
機
の
加
熱
織
係
電
力
は
少
く

と
も
三

O
ワ
ッ
ト
を
要
す
る
の
で
、
其
大
部
分
を
有

殺
に
川
ひ
る
様
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
拙
か
ら
み
て
.

7

ツ
ダ
呉
主
管
U
Z
l
四
三
、

K
Z
l
二
五

Z
五
の
如
き
二
五
ヴ
オ
ル
ト
級
の
呉
氏
ぃ

管
は
好
遁
の
も
の
で
あ
ら
、
フ
。

向
川
町
医
降
下
別
に
は
少
く
と
も

0
・
三
ア
ム
ペ
ア

笠
通
し
得
る
抵
抗
を
別
ひ
る
こ
と
は
常
然
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。

ω木
方
式
に
於
て
は
直
流
電
源
屯
躍
が
略
々
限
定

せ
ら
れ
て
門
的
る
銭
、
出
来
る
花
け
こ
れ
を
有
般
に
使

川
す
る
こ
と
は
、
呉
宗
管
の
能
力
を
充
分
に
殺
搾
さ

せ
る
震
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
震
整
流
装
置
に
次
ぐ

フ
ヰ
ル
タ

l
同
路
に
は
出
丸
町
一
流
電
歴
を
出
来
る
だ

け
高
め
る
丈
め
に
大
容
量
の
フ
ヰ
ル
タ

l
・
コ
ン
デ

ン
サ
ー
ハ
少
く
も
八
マ
イ
ク
ロ
フ
ア
ラ
ツ
ド
)
を
使

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新ダ、ソマ

向
、
第
八
回
に
一不
す
如
く
出
力
刑
其
空
管
の
プ
レ

ー
ト
川
町
墜
を
な
る
べ
く
高
く
保
つ
上
に
，
自
動
バ
イ

ア
ス
法
に
考
慮
を
加
へ

、

プ
ヰ
ル
タ

l
用
チ
ョ

ー
ク

コ
イ
ル
の
直
流
抵
抗
に
依
る
電
一
陛
降
下
を
利
則
す
る

等
は
賢
明
な
方
法
で
あ
ら
・
フ
。

ωじ
Z
l
四
三
の
如
き
比
較
的
出
力
の
大
き
な
異

マ可 9・
代Z-2SZ 5 

" ';1タ・
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で
あ
る
が

、
こ
れ
は
K
Z
l

宰
.
管
に
使
用

す
る
ス
ピ

l

ヵ
ー
は
小
型

の
グ
イ
ナ

E

ツ
ク

@
ス
ピ

カ

カτ

遁

川
市
で
あ
ら
う

(
勿
論
マ
グ

ネ
ア

イ
ツ
ク

ス
ピ

ー
カ
ー

で
も
よ
ろ
し

い
が
)
。

こ
の
グ

イ

ナ
E
ツ
ク

・

tt~ 81ωl 

ス
ピ

ー
カ
ー

の
フ
ヰ
!

ル

ド
を

エ
キ

サ

イ
ト
す
る
に

利
蛍
の
直
流

五
Z
五
中
の
二
つ
の
整

電
力
が
必
要

流
ユ
ニ
ッ

ト
の
一
つ
を
こ
れ
に
充
て
る
か
、
供
a

小山歴

法
に
接
続
し
て
、
こ
れ
の
負
荷
と
直
列

に
使
川
す
る

小
型
、
純
白
亙
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
と
も
而
白
い
。
後
者
の
場
合
に
は
受
信
機
を
一
庇

川
刊
木
方
式
の
受
信
機
の
検
波
間
路
は
主
と
し
て
プ

レ
ー
ト
検
波
法
を
採
用
し
て
居
る
，
か
.
こ
れ
は
プ
レ

ー
ト
悶
路
の
負
荷
に
小
型
の
抵
抗
を
使
用
し
、
木
受

信
機
の
目
的
で
あ
る
小
型
.
終
日
一
主
な
ら
し
め
る
に
め

で
あ
る
。ω受
信
機

の
負
側
の
也

接
の
接
地
は

危
険
を
件
ふ

マー1'1 
KZ-25Z 5 

マ1 守鴫
UZ-43 

マ'ヲ""
UZ-78 

125.J1 UZ 77 UZ76 Ul43 KZ 2525 
、、ーーーー-ーー一一、“'ーーー一一~

110 J.A lol!' ¥1再

トランス レ ス受信同路例 くB)

こ
と
が
あ
る

か
ら
約

0

・

一マ

イ
ク
ロ

フ
ア
ラ
ツ
ド

の

コ
ン
デ
ン

サ
ー
を
通
じ

て
接
地
す
る

こ
と
が
笠
ま

第 9岡

し
い
。
向
一

0
0

ヴ
オ
ル
ト
一
父

流
屯
源
と
挫

列
に
フ

ヰ

ル

タ
ー
と
し
て

O
e
一マ

イ

ク
ロ
フ
ア
ラ
ツ

ド
程
度
の

コ
ン
デ
ン
サ

ー
浄
-
入
れ
る

こ
と
も
好
ま
し
い
。
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20 

ユ

r'i 

ー
サ
ル
・
セ
ッ
ト
に
就
て

民

向

放

会

問

技

術

部

報

屯
池
式
と
仰
…

U
池
ず
(
~
父
凶
で
も
一
山
一
流
で
も
)
と

を
一
つ
の
受
信
機
で
粂
ね
仁
も
の
が
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
。
セ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。
外
凶
雑
誌
に
は
十
日
く
か

ら
後
ド九比
さ
れ
て
ゐ
ま
す
し
、
別
段
新
し
い
も
の
で
は

新ダ、yマ

ト

あ
り
ま
せ
ん
が
、
書
一
間
は
屯
池
式
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
地
方
も
あ
り
ま
す
し
、
船
舶
は
殆
ん
ど
直
流
配

屯
を
行
っ
て
ゐ
ま
す
附
係
上
、
花
来
の
ヱ
リ

t
式
は

其
伎
で
は
仙
川
出
来
な
い
こ
と
に
な
わ
、
叉
一
時
的

の
携
帯
川
セ

ッ
ト
と
し
て
も
使
川
山
米
，
平
常
は
ヱ

リ
t
式
と
し
て
聴
取
す
る
と

い
ふ

や
う
に
、
相
常
利

川
範
闘
は
以
い
も
の
と
忠
は
れ
ま
す
の
で
、
第
一
闘

の
配
紘
に
依

っ
て
試
作
し
て
兄
ま
し
仁
。

試
作
に
際
し
て
次
の
僚
件
を
考
慮
し
ま
し
丈
。

(
一
)

近
距
離
川
の
も
の

つ
一
)
製
作
し
易
く
取
扱
ひ
易
き
こ
と

C
二
)

雌
川
市
川
に
遁
す
る
小
型
な

る
こ
と

(
四
)
ス
ピ
ー

カ
ー
は
一
般
の
マ
グ

・不

チ
ッ
ク

・

コ
ー
ン
型
を
使
川
す
る
こ
と

ハ
五
)
特
殊
呉
本
.
他
行
を
使
川
せ
ざ
る
こ
と

(購
入

不
使
な
も
の
又
は
高
債
な
も
の
)

ハ
ぃハ
)
ム
北
米
の
部
分
品
を
使
川
し
れ
る
こ
と

先
づ
異
名
管
は
標
準
製
品
で
あ
る
こ
と
の
制
限
を

セツユニノ.. -サノレ

;7J< 

a与匂.
ITI 

r 1 
IwJ 

雄

受
け
ま
す
の
で
、
回
の
通
り
の
も
の
を
使
別
し
ま
し

仁
が
、
こ
れ
は
マ
ツ
ダ
製
品
で
あ
り
ま
す
。

高
刑
法
榊
幅
一
段
、
再
生
プ
レ
ー
ト
険
法
.
紙
抗

結
合
に
依
る
低
川
波
一
段
、
出
力
球
は
ペ
ン
ト

l
ド

で
.
判
れ
も
所
謂
向
動
車
川
の
も
の
ゆ
が
使
ひ
ま
し
仁

が
、
こ
れ
は
ヱ
リ

t
式
の
場
合
の
僚
件
も
あ
わ
ま
す

が
、
持
帯
川
と
し
て
の
支
み
に
牲
を
第
一
に
考

へ・に
か

ら
で
.
相九百
の
振
動
に
は
大
し
た
影
響
も
な
い
様
に

認
め
ら
れ
ま
す
。
高
周
波
増
幅
に
は
じ

Y
l
二
三
九
、

整
流
球
は

K
X
l
二
五

Z
五
を
使
ひ
大
い
慮
で
あ
り

ま
す
が
、
今
岡
は
使
川
し
ま
せ
ん
で
し
仁
。
円
疋
等
を

使
川
す
れ
ば
ヱ
リ

t
式
の
場
合
は
特
に
感
泣
令
増
し

た
と
考

へ
ら
れ
ま
す
。
然
し
B
電
池
の
屯
陸
を
考
慮

す
れ
ば
、
徐
h

り
慾
も
言
へ
な
い
白
地
で
あ
め
ま
す
。

儲
て
第
一
回
の
配
似
が
一
般
の
も
の
と
異
る
知
は

ヒ
ー
タ
ー
の
接
ぎ
方
で
、
川
唯
一
…
川
町
池
式
の
際
に
は
直
列

と
な
り
、
電
池
式
の
叫
に
は
抗
列
と
な
る
こ
と
で
、

直
列
法
の
場
合
で
は
直
列
祇
抗
と
し
て
一
二

O
ワ
ッ
ト



の
電
球
を
使
川
し
ま
す。

こ
の
屯
球
の
屯
力
は
全
然

無
駄
な
も
の
で
、
こ
れ
が
震
に
無
屯
池
式
の
場
合
は

ヒ
ー
タ
ー
の
令
市
川
崎
日
小
町
力
が
約

O
ワ
ッ
ト
で
あ
り

ま
す
。
但
し
こ
の
屯
球
は
照
明
川
に
使
へ

ま
す

か

ら
、
夜
間
の
み
相
……
活
池
式
に
し
て
佼
ふ
際
に
は
.
品川
川

一辿
の
三

O
ワ
ッ
ト
電
球
よ
め
は
少
し
暗
い
の
を
我
慢

す
れ
ば
、
有
般
に
利
川
出
来
る
誇
で
、
若
し
ヒ

l
タ

報

!
川
俊
限
器
を
佐
川
す
れ
ば
、
受
信
機
の
全
消
費
屯

力
は
ご
一

ー

一一
一一ワ

ッ
ト
以
下
で
済
む
と
考
へ
ま

す
。
無
屯
池
式
と
し
て
使
川
の
際
に
は
、

プ
ラ
グ

A

を
押
し
込
み
、
屯
池
式
の
場
合
は
。フ
ラ
グ

B
を
押
し

込
み
、
雨
況
を
同
時
に
掃
し
こ
む
こ
と
は
厳
禁
す
べ

き
で
あ
わ
ま
す
。

新ダ、y

こ
の
セ
ッ
ト
は
放
送
川
所
布
地
で
は
再
牛
.
h
-
附
す

る
必
要
は
な
い
と
忠
ひ
ま
す
。
京
者
が
松
山
市
練
正
(

場
に
於
て
.
高
さ
一

O
米
の
竹
竿
ア
ン
テ
ナ
に
、
霊
一

也
に
恨

つ
丈
オ
コ
ナ

イ
ト
紘
の
ア
ン
テ
ナ
で
(
ア

ー

ス
は
使
川
せ
宇
)
の
質
験
の
結
果
は
、
成

μ
、
小
倉
、

岡
山
、
名
古
い
庄
を
井
一間
受
信
し
ま
し
た
。
大
阪
も

燃
え
る
こ
と
と
忠
ひ
ま
し
仁
が
、
他
の
仕
事
の
関
係

上
、
コ
ー
ル
サ
イ
ン
争
-
撚
き
ま
せ
ん
で
し
丈
の
で
、

オ
t
ツ
卜
し
て
お
き
ま
す
。

マ

門
以
後
に
仰
参
考
迄
に
部
分
品
明
細
書
を
附
し
て
置

き
ま
す
。
山
川
本
セ
ヴ
ト

の
製
作
に
は
同
僚
大
岡
茂
氏

に
負
ふ
属
大
な
る
を
附
記
し
て
お
き
ま
す
。

失
τ%. 

.J.-_ 

亘
〉FL

O 

九J

7
0
ラF伺 f守、

A ((1・・E

|司

第

III~ 

悶

第

仁μ

μノ。

入

ル

「

』

ア

/

T
1
1
0
 

L， 
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コ
イ
ル
に
使
用
の
銅
線
は
三
二
番
の
二
重
絹
捲
線

そ
し
て

L
と
T
Mu

と
は
捲
き
方
を
一
民
封
に
し
ま
す
。

を
閉
川
ひ
、
作
り
方
は
第
三
国
に
示
す
や
う
に
.
コ
イ

ヘ

ヘ

ヘ

ト

ト

ン

の

-

-

コ

、

球

レ

の

レ
一
円
A

V

波

フ

球

プ

閉

じ

周

波

生

円

高

検

再

配

バ

持

は

は

p

p

C

B

 

吋

-

U

H

一

一

紛

/

一

ぱ
7

a

一

T

ー
ー
与
1
1
1
1
:

一
一

i
吋

一

一

一

一

一

4
1%・1
一

.

一

一

約

一

B

一

円

h

e

E

十

ル
T
H
の
上
に

エ
ン

パ
イ
ア

・
ク
ロ

ー
ズ
を
一

、

二
厨

持
、
昔
、
其
の
上
に
コ
イ
ル

YMh-
捲
き
ま
す
。

報

G -ー----'. 

A-ーヘー 獄1
1

! -7%吋Aはア ンテナヘ
約始吋 ， 

E--t-!  

G 

Gはグリッドヘ

Eはア ースヘ

新

回

ダツ

.lIt<: 
'..A) 

「ー-J吋一ー「

マ

抗
日
頭

の
キ
ャ

ッ
プ

ヘ

和

知

傍
熱
塑
ス
ク
リ

ー
ン

グ
リ

ッ
ド
四
杭
校

高
周
波
柑
幅
及
び
検
波

UY-236 

1日

主主

ヒ
ー
タ
ー

電

腿

六
二
一
ヴ
オ
ル

ト

ヒ
ー
タ
ー

屯

流

0
・
一一一
ア
ム
ペ
ア

用

用

幅プ
レ

ー
ト

屯

Mm

G

電
.
陸

:h. 
Cコ

一一一五

一一一一五ヴ

オ
ル
ト

ヨ主
ヨL

穴七
・
五

七
五
ヴ
オ
ル
ト

S 

22 

プ

レ
ー
ト

電
流

グ
リ
ッ
ド
バ

イ
ア
ス
電
間
負
一
・
五
負
了
五
負
一

・
五
ヴ
オ
ル
ト

了
八

=一
。O

三
・
五
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

的

情

幅

係

数

内

部

抵

抗

相

互

体

導

皮

プ
レ

ー
ト

松
波
肘

プ

レ
ー
ト

電

陸

S 

G

屯
.
肱

グ
リ

ッ
ド
・
バ
イ

ア
ス
電
邸

(
一
定
電
肱

を

奥

ふ

る

場

合
〉

プ
レ

ー
ト

電

流

4二
コL

こ
1
0

、0
0
0
オ

1
ム

一
、
一(〕
0

マ
イ
ク
ロ
モ

1

一五ヴ

オ
ル
ト

六七
・
豆
ヴ
オ
ル

ト

負
穴
・
0
ヴ
オ
ル
ト

(
オ

1
卜
・
パ
イ
ア
サ

1
を

採

川

す

る

時
〉

。
ニ
ミ
リ
ア
ム
ペ
ア

UY-237 粍

類

J日

i主

ヒ
ー

タ

ー
電

邸

ヒ
ー

タ
ー
電
流

官
官
』
H
パ

増

幅プ
レ

ー
ト

電

股

傍
熱
型

三
品
制
作

掛
川
耐
火
び
検
波六

三
一一
ヴ
オ
ル
ト

。。一
一一
ア
ム
ペ
ア

:J .. 
cコ

一一一五

一八
O
ヴ

オ
ル
ト

プ
レ

ー
ト

電
流

. 
ず

グ

リ

ッ

ド

バ

イ

ア

ス

電

陀

負

六

負

九

負

三

・
五
ヴ

オ
ル
ト

回
-
一一一
回
・
七
ミ
リ

ア
ム
ペ
ア



噌

幅

係

数

内

部

抵

抗

相

互

惇

導

皮

グ

リ

ッ
ド
検
波
川

プ
レ
ー
ト
電
腔

プ
レ

ー
ト
電
流

報

UY-238 

新ダ

手重

類

用

金

、ソ

ヒ
ー

タ
ー
電
底

ヒ
ー
タ
ー
電
流

精

幅

削

プ

レ
ー
ト
電
肱

S

G

電

鹿

グ

リ
ッ
ド
バ

イ

ア

ス

屯

肢

プ
レ
ー
ト

電
流

S

G

電

流

噌

幅

係

数

内

部

祇

抗

相

互
停
導
い
は

負

荷

抵

抗

最
大
不
歪
川
力

マ

傍
熱
型
五

杭
管

iJ1 
j】
)IJ 

h. 

一〔〕、
0
0
0
オ

1
ム

九
0
0
マ
イ

ク

ロ
モ

1

Ja 
::Ii. 

。
ヴ

オ

ル
ト

一子穴

九・
0
ミ

リ

ア

ム

ペ

ア

穴
エ
一一
ヴ

オ

ル

ト

0
・
一一一ア

ム
ペ
ア

Cコ
Cコ

ご
一玉
ヴ
オ
ル

ト

一(〕
O

一
一
主
ヴ

オ

ル
卜

負

九

負

三

・
五
ヴ

オ

ル
ト

-e 

九
ミ
リ

ア
ム

ペ

ア

二一一
・
五
ミ

リ

ア

ム

。へ
ア

一(〕
O

一(〕
一一、
0
0
0
オ

1
ム

九七
五
マ
イ
ク
ロ
モ

1

一=1fzo
o
ォ
1
ム

0
・善
一
五
ワ

ッ
ト

円円
..2.00-4.00 

..0.40-0.80 

0.50-0.80 

0.50-0.80 

0.50-0.80 

0.50-0.80 

1.00-2.50 

..0.50-0.80 

..0.30-0.60 

0.50-0.80 

..0.50-0.80 

.....0.50-0.80 

..0.50-0.80 

..0卯 一0.80

0.40-0.70 

OAO-0.70 

0.40-0.70 

..0.30-0.50 

0.40-0.70 

0.30-0.50 

..0.40-0.70 

...0.30-0.40 

...0.30-0.50 

1.50-2.50 

4. 8 0 

4. 8 0 

..4. 8 0 

3. 0 0 

常国

C ...............ニ述パリコン .

Co・・・ .........再生川豆 コン

C1... ... ........ .0.05-0.1マイクロフアラツド

C2・ ・・・ ・ー・ー・ー・・ 0.05-0.1マイクロフアラット

C3・・ ..........2マイクロフ ア ラツド

C4・・ ー・ ー・・ーー ..0.05-0.1マイクロフアラツド .

C5 ・・・・・・・......0.01マイクロアアラツド 〈板上等 品イ史川の こと 〉

Ce....・・・・ー・・ー..0.01-0.001マイクロフアラツド .

C6 ・・ ・・・・ ...0.00025マイクロフアラツド

C7・・・・・0・・・・...2マイクロアアラツド

Cg......... ー .2マイクロアアラツド

CJ・.............2マイクロフアラツド

Cα ・・・ー ーーーー・ 0.001-0.01マイクロアアラツド

Ce......... ... ...0.001-0.01マイクロフアラツド

Rl..・・・・・・・田・ ・・・ 750オーム

R2....・・・ ・ー・・ 100，000オーム

R3・・ ・・ ・ .....30，000オーム .

R， ・・・... . .2~3メグ オーム ..
R5.・・ 田ー・ー・ー . .250，000オーム

Rs・・・・・・・ ・・・.. .1メグ オーム . 

R7・・ ・ ・・ 1，000オーム

Ro・・・・・・ ・・ ・・ ....30ワッ ト電球...

R.F.h.........高知j波チヨークコイ ル .

A. F. ch.・・ 目 イ正日j波チヨークコイ ル

v1...............u Y-236 

V2・ ー..........u 1'-236 

V3 ・・・・ ・・・・・ー.uY-238 
V4・・・・・ ・・.......u Y-237 

明c ロロ分

23 



報新ダ、ソマ

来庁

型

員

内
エ
伺
巨

と

其

用

近
頃
位
新
製
品
が
間
続
と
し
て
市
場
に
提
供
せ
ら
れ

た
こ
と
は
未
だ
嘗
て
な
い
こ
と
.
で
あ
る
。

口定
等
の
新
製

品
は
何
れ
も
新
し
い
長
所
を
具
備
す
る
も
の
で
、
今
後

管空
回
目
白

~jff 
.... 回・

~こ型警R
Eヨ

耳支

じY-24-7を傍安定地とせる高周波増幅管

もの高周波ぺントー ト‘eZ-57 

ー・グリッド屯力柄幅管l'T-59 同 l二可袋町奇幅明L'Z-5S 

三例のグリッドを有し管波検

共接績を謎更すること

に依ってUY-..J6又はU

Y-24-7の如く {史HJし得

j包殺事三極畏空fiif

高周波ぺントード・ フ。

Ui'-56 

レート検波

UZ-57 

ニグリッ ド孟)Jitt幅管VY-46 第一検波及び設接筈

二例のグリッドの接続〈スーパー用〉

_ ........ 
S丞

事

業

部

ラ

ヂ

オ

諜

盆
々
新
附
仇
訟
を
開
拓
す
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
但

し
除
り
に
其
敷
が
豊
富
な
の
で

選
探
に
迷
ふ
姉
が
無
い

て
も
な
い
。
依
っ
て
之
等
を
川
途
別
に
分
類
し
て
見
た
。

を鑓更してA及びB型五グリッド管Ut-2A7 

情中高管として{史HJし得第一検波及び設振を同

向上小理球γ-46C ll-，f;こ行ひf与る球

管i斑整音量制御及び第二被波

m~熱織僚主!両政整流管KX-5Z3 〈スーパー用〉

入-JJ500 V (A.C.) 複二極三極官;(高精幅

出力 250m.a.くD.C.)率〉

LJZ-2A6 

7K銀蒸気陶波整流管HX-82 複二~~~五極管LJt-2B7 

人jJ500V (A.C.) 低周波増幅管

出力 125m.a.(D.C.)大7間電力増幅管〈三極LJX -2A3 

I'J)出力 3.5W 主と

メ自、
1 

井

24 

孝

侠
肘
状
態
の
数
字
は
大
陸
の
見
首
を
示
す
に
過
ぎ
な
い

一

も
の

で
あ
る
が
、

少
し

て
も

御
室
正
し
て
い
た
ど
け
れ

一

ば
幸
て
あ
る
。

してトーキー川

ト構成の

くスーパーヘテロダイン〉

第二
検波

56(57) 

例

傍熱刑大~!ペン ト ー ド

セツ

UZ-2A5 

最終
増幅

低周波
哨 lta;

音量
命1]伺l

中間
増幅

一
法
第
除

高)Ir;jVえ
増幅 整流議振

280 

82 

2A5 

(46 
46 

2AS 

56(46) 56 56 
、、ーーーーー~〆Fーーーー/

2A6 

58 

58 

56 

56 

58 

58 

58 

58 

、.且EE
，J
吋
『
ム

f
i--、

( 2 ) 

(3 ) 280 

280 

5Z3 

280 

82 

2A5 

2A5 

(~~: 46c 
59 
59 

fo

ro
f
O
 

R
U

戸、d
r
3

58 

57 
、』ーーーー一、，.-ーーー-ノ
2B7 

....... ーーーー~ ~ー-ーーノ

58 55 
¥ーーー一、/一ーーー/
58 58 56 55 

58 

58 56 
\ーー一~，....一ー一/

2A7 

'-ーーーーー、〆Fーーーーーノ
2A7 

、、- 一、.，..-ー『ーーー/

2A7 

56 58 

58 

58 

58 

58 

58 

( 4 ) 

( 5 ) 

( 6 ) 

( 7 ) 



マ 、ソ

規

ダ 新 報

格

識 イ康 グリッド プレート

税別川逢可需を?;純 7 胃25)宮izmlhE不明子同(誇)
¥ロモーj

~ -
rY-56 険法よ_2.5 1.0 45 

1 oJ第一グリッド -G 
1第二 グリツド 1(川
{I ;第一クリツド -3

l第 てクリツド 100

1nj第一ク'リツ ド ー10

l第二グリッド 100

(第一ク'リツド -3(min.) 250 8.2 1，280 

// 1第二 グリッド 100 2 

H 登板 /1 // // 

rZ-Si 険i皮
ヒー-
2.S 

ジュー一

じZ-.) i ifliT;;I // // 

、ー~ ~ -

UZ-58 、‘- 2.5 
サー ター

グ 士骨l隔 // 1/ 

/第一クーリツド 0 

1第二ク'リツド 200
1 リハ~ - 一 一rt-2~~ 7 ~一 ー 」 つ 号 0 . 8~第てグリッド 100
ー ター タ一一 i /1' 

i第四ク'リツド -4 
1第五グリッド 100

UZ-2A6検時ヒ ー 2.5 0.81 
増l陥ター }ハ‘ イアス ー2

三樋部(府iT{d))

Ut-2B7険法 ヒー 2.5 0.8 i第一グリ ッドー3
増幅タ ー イ

五樋部(高j司府l隔)1，第二 グリッド 100 1.5 
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2.2 (第五グリッド共)

250 0.8 100 91，000 1，100 

250 800 6 800，000 ] ，ο00 

250 0.65 

250 800 5，250 3.5 60 4.2 

250 100，000 2，200 3 34 220 

;-25 20j第一グリッドー18 250 35 100 ω，000 仰 o 3 
ー ト

(ペントード)I第二ク'リツド 250 ・9

[B型(二球)J 0 400 200 (尖頭値) 20 

UT-59 府l同

/J 

UY・46府ihE7:7251刈
[B型(二球)Jl

rY-46C増幅 7;725 05j 

[B型(二球)J l 

。
。

400 200 (尖頭値)
20 

300 
4.2 
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種別川途
KX-5Z3 雨ilえ整流
HX-82 I調法整iit

フィラメント
f一ー--"、一一一『、

屯II盛屯流
.5.0 3.0 
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戸
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/ーー--̂-ーーー--....
(最大) ミリアム ペア
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ダ 新 報

バワー・トラシスレス・セ‘ソト用轟空管

整 1荒 戸号
日

KZ-25Z5 f岳屯堅整流管

入力125V(A. C.) 

出J)100ma. (D.C.) 

HX-1 水銀蒸気入学以整流管

P. G.を結び三!と法整流管l'Y-237 

とす

検 i皮 管

UY-236 . S. G.管.プレート検波

じY-237 プレート叉はグリッ ド検

i良

VZ-77 五極管.プレー トt余波

第一検波及び授振管

くスーパー用〉

Ut-6A7 五グリッド周波数鐙換川

兵2さ管第一検波及び

稜振管を粂ね7こるもの

高周波増幅管

UY-236 S. G.管

UY-239 高周波ペント ード

UZ-77 起高周波ペントード

(新型)

UZ-78 同上.ヴアリアプJレ@主

ユー型

低周波増幅管

Y-238 小型ペントード

出力 0.53ワット

(135 Vにて)

UZ-43 .大型終段月jペントード出

J) 2.0ワット (135Vにて}

セット構成の一例

高周波増幅 険法低周波増幅整流

1. UY-236 UY-237 "CY-238 UY-237 

2. UY-236 UY-237 UZ-43 KZ-25Z5 

3. UY-239 VY-236 UZ-43 KZ-25Z5 

4. UZ-78 LγZ-77 UZ-43 KZ-25Z5 

スーパーへ テロダイン

高周波第一検波第二 低尽 整流
増幅及び殺振除法 士曾l陶

5. UZ-78 Ut・6A7 rZ-77 UZ・43KZ-25Z5 

26 
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規

ヒーター クーリツド
/ーーー.._.-/~ーーーー--.. /'ーーーー__._ーーーーー¥

種別J:IJ途電座屯流種月IJ 屯座電~tE
(計)(:: ~) (日)(;LZ)

UY-236険波
6 f第一ク'リツドー5
3 0.3t第二クリツド 55 

n 増幅グ
グ j第一クリツドー1.5
l第二ク'リツド 67.5 0.7 

UY-237倹波 6.3 0.3 

UY-238増l隔
(第一ク'リツドー13.5

6.3 0.3i 
(第二ク'リツド 135 2.5 

UY-239増幅 6.3 
0.3J第一クリツド -3
(第二ク'リツド 90

1JZ-77 一口
田増

f第一ク'リツドー1.5
6.3 0.3イ

(第二グリッド 60 0.4 

検波 グ
(第一ク'リツドー1.95

グ i第二グ リッド 36

UZ-78 増幅
(第一グリッド -3(mil1.) 

6.3 0.3-{ 
げ第二グリッド 90 1.5 

UZ・43 増幅 25 0.3J第一グリッドー20

(A型) 1第二ク'リツ ド 135 7 

0

5
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歪
力
り

不
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川

互
一
年
ぺ
I
V

導
い
り
↑

利
博
戸w-

部
抗
、川

竹

抵

付

卒一口問培

、12ノ

ム
川
ア

ア

-
一
一
叶
m}
引
ム

-

-

/
f
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、

ル
雇
わ

:
戸
小
町
げ
い

125 

350 

315 300，000 1，050 

キ各

100 

135 ?8 

45 

]35 9 100 102，000 975 0.525 

135 4.4 530 540，000 980 

1.2 

100 1.7 715 650，000 ]，100 

100 

90 5.4 400 315，000 ] ，275 

135 34 80 

100 1.3 

3.3 

2.5 (第五グリッ ド共)

35，000 2，300 2.0 

種別 主主 ¥流
ザ

3

一一

電
九
0
.

タ
一

(

ヒ

『
存
立
ノ
戸
コ

f
U
叶

Z

交流入力屯匪 直流出力電流
/ーーー一人ーーーー、、 ~ー_...一一ーー\

(最大)ヴオ jレト(最ブ三)tリアムペア

管内電匪降下

用

KZ-25Z5 怯電堅雨披整流

HX-1 ~Iミ波整流 6.3 0.3 
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マ 、y ダ 新 報

D. C. セット用長室管

(r~ は告電池 B.C は乾電池を使川するもの)
2Vフィラメント球 / 

検 i皮 管

UX-230 出合巴三縄管で eX-2η1A ux. -234-

eX-224-tll常

.可愛府 I~r[\ ペント ードで

UZ-58と間以に使J1Jする

もの

低周波増幅管

と岡本:i~に使川するもの

UX-232 スクリ ーンドク'リツド管

でeY-224-と同校に佼f1J

するもの

高周波士曾幅管

rX-231 三極終段府i隔官-

UX-233 ベント ードで;"eY-2-l-7B 

UX-232 スクリーンドグリッド~ff ο)如きもの

、、，a，z'

4
1ム
，，，
 
.. ，、、

高周波情l同

セット構成の一例

1余 波 低周波増l隔

eX-232 X-230 UX-233 

くスーパーヘテロダイン〉

高周波増IIJ百 第一{余波 号室 振 巾lifl府i陥 第二検波 低周増幅

( :2 ) UX-234 PX-232 UX司230 UX-232 UX-232 UX-233 

規 格

フィラメント プレート

種 別 川途 /屯一ーEーE-J」一電ーーー流¥ グリッド屯!!s Uf一歴ー---'_一'r一Gー流¥増幅卒内抵抗相互{専導率 不歪出力
(ゲオ) (ミリア) (ゲオノし ト〉 (ヴオ)(ミリア) (オーム)(マイタロモー〉 (ミリ ワッ ト〉
ノレ 卜 ム4ア ル卜 ムペア

UX-230険法 2.0 60 45 

n 議振 " // 
。 45 

// 士件IIJ国 // " パ‘イアス -4.5 90 2.5 9.3 11，000 850 

UX-231府幅 2.0 130 パ.イア ス -22.5 135 8 8.0 3，600 915 185 

UX-232 :tfri陥 2.0 {第第一ク'リツド ー3 135 1.7 610 950，000 6-1-0 
60 
ニグ リッド 67.5

{第第一クリツ ドO 67.5 1.8 
// n // // 

ニ グリッド 41

JX-233士fvillJ同 2.0
(第一クd リツド -3.4

260 
第こク'リツ ド67.5 67.5 4 

{第第一ク'リツ ド-13.5135 14.6 70 5σ，000 1，450 700 
// // // // 

ニグリッド 135

(第一クリツド -3(min)67.5 2.7 224 400，000 560 
UX-234増1隠 2.0 60 28 第二グリッド 67.5



報ダ 新、ソ.マ

管

(AM共に州乾電池を佐川する)
1Vフィラメン ト紅済球

ヲ勺
..;[;... 

回
目
穴用ト..') D.C.セ

検波設振管 (スーパー用)~ 
E j皮検

五グリ ッド真空管で第一eZ-135 ~~能三傾管でl!X-201AUX-109 

検波及び護振を同時に行とfriJ校に佐川するもの

ひ4与るE求高周波増幅管

セット構成の一例

低周波増幅

UX-109UX-110 

検波

UX-109 

高周波増l陥

( 1 ) 

( 2 ) 

パ.リアプ Jレ@ ミユ ・ペ ン

トードで UZ-58と同ね?

UX-134 

に使川するもの

UX-133 

スー パーヘテロ ダ イン

高周波第一検波中間第二低周波
増幅及び護振増 l幅険法増幅

( 3) UX-134 UZ-135 UX-134 UX-109 UX-133 

UX-109 UX-134 低周波増幅管

--槻終段士骨l陥管

ペント ー ド、 UY-247B

UX-ll0 

UX-133 

に4以ナこり

内部抵抗 ~:II互博導牢
(オーム ) (マイクロモー)

格

プ レート

電 l墜干.IJ: Vte増幅卒
(ヴ'オ)L ト)(ミリアム ペア)

20.......45 

規

グリッド屯匪

(ヴ.オノレト

フィラメント

/ーーーー一一人ーーーーーー¥
JiJ途屯 腔 屯流

(ゲオルト)<ミリアム ペア〉

UX-109検波 1.0"""'1.3 70"-'80 

月IJ種

530 16，000 8.5 2.0 パ‘イアス-4.5 9:) IJ IJ 増幅IJ 

ハU
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830 5，000 5 5.0 パ.イアス-9.0 90 16勺UX-ll0増幅 1.0，.....，1.3

700 

400 

8，600 

500，000 

60 

200 

4.8 

2.0 じX-134増l陪

1.2 135 。
135 

-3.0 
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送
信
機
の
驚
く
べ
き
殺
達
と
共
に
、
其
の
生
命
仁

る
会
信
川
真
空
管
サ
イ
モ
ト
ロ
ン
も
著
し
い
準
歩
を

港
け
‘
咋
年
九
月
の
木
誌
に
稜
表
し
た
以
後
に
於
て

才
記
の
如
、
き
数
種
の
新
型
の
出
掛
を
兄
る
に
至
り
、

叉
マ
ツ
ダ
真
空
管
U
Y
l
二
四
七
型
の
如
き
五
極
異

空
管
が
送
信
機
に
使
川
せ
ら
れ
、

マ
ツ
ダ

G
R
P
l

一
ぃ
ハ
二

E
型
一

O
O
ワ
ッ
ト
短
波
長
無
線
屯
信
屯
話

送
信
機
.
マ
ツ
ダ

G
R
p
l
一
二

ぃハ

E
型
二
キ
ロ
ワ

ッ
ト
短
以
長
無
料
州
屯
信
屯
話
送
信
機
祉
に
マ
ツ
ゲ

G

R
T
l

一
O
E
型
凶

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
短
此
長
純
一
総
電

信
送
信
機
等
に
於
て
は
、
其
の
水
品
殺
振
器
叉
は
音

護
増
幅
器
等
に
マ
ツ
ゲ
呉
本
竹
U
Y
l
二
四
七
型
を

川
ひ
て
氏
る
。

新ダ、ソマ

サ
イ
モ
ト
ロ
シ

U
V
l八
一
五
型
長
室
管

本
真
宗
管
は
出
力
一

キ
ロ

ワ
ッ

ト
乃
至
二

キ
ロ
ワ

ツ
ト
の
送
信
機
川
と
し
て
、
特
に
設
計
製
作
せ
ら
れ

丈
遮
…
倣
椅
チ
間
縄
丘
(本
管
で
あ
っ
て
、
従
来
の
三
民間

真
宗
管
サ
イ
モ
ト
ロ
ン
S
V
l
二

O
五
A
型
異
名
管

と
一也
に
置
き
替

へ
使
川
し
狩
る
も
の
で
あ
っ
て
.
弊

信

用

県

ゲU
ニ巳

自司
自

東
京
電
気
株
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令
祉

事

業
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ラ
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オ
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枇
製
法
信
機
に
於
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は
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と
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て
7

ツ
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G
R
T
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三
一

C
型
送
信
機
の
屯
力
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幅
器
に
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川
せ
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れ
、

問
町
内
異
本一
管
の
特
牲
を
遺
憾
無
く
脅
揮
し
て
居
る
。

其
の
規
格
は
大
胆
胞
に
於
て
突
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

外

形

寸

法

全

長

三

八

O
粍

最

大

直

径

一

四

O
粍

サ
イ
モ
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ン

S

V
ー
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O
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電
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損
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幅
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日
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遮

蔽
格
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呉
空
管
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あ
っ
て
、
其
の
規
格
は
大
関

に
於
て
突
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

外
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一0
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部
択
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昨・円
旧
いれ
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ふ
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H
V
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六
七
A
刑
走
馬
・
空
管

マ

木
氏
(本
管
は
サ

イ
モ
ト
ロ
ン

H

V
l
九
七

二
A
増

と
同
じ
形
以
を
以
て
、
其
の
性
総
は
H

V
l
九
六
九

烈
良
一本
管
と
同
様
な
熱
陰
民
間
水
鉛
悲
…
%
整
流
管
で
あ

っ
て
、

マ
ツ
ダ

G
R

P
|

一
二

六
E
型
二
キ
ロ
ワ

ッ

ト
短
波
長
無
紘
屯
信
電
話
送
信
機
等
の
主
整
流
器
に

佼
川
せ
ら
れ、

大
略
左
記
の
如
き
れ
能
宇一
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

外
形
寸
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全
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G
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送
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出
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に
.
来
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正流
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川
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し
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製
作
せ
ら
れ
大
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の
で
あ
っ
て
、
其
の
規
格
は
大
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の
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る。
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流

最
大
尖
顕
…
辺
耐
川
町
座
二

0
.
0
0
0グ
オ
ル
ト

ξ1ラ
r巴d

七
ア
ム
ベ
ア

最
大
尖
頭
陽
極
電
流

二

O
ア
ム
ペ
ア

以
上
の
他
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

V
ー
八
六

型
兵
本
.
管

(
U

V
l
二
O
七
型
の
増
幅
本
大
な
る
も

の
)
は
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
等
の
大
放
念
機
に
使
別
せ

ら
れ
.
叉
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

S

N
l
六

O
一
及
び
S
N
l

二
O
九
等
の
如
き
特
殊
小
型
水
冷
式
真
宗
管
も
出
現

し
、
超
短
波
送
信
機
其
他
に
盛
に
使
川
せ
ら
れ
、
サ

イ
モ
ト
ロ
ン

S

N
l
ムハ

O
三
の
如
き
は
、
極
超
一知
波

稜
振
川
と
し
て
口
以
遁
の
も
の
で
あ
る
。
備
五

0
0
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
如
き
大
放
送
機
に
針
し
て
は
、
サ
イ
モ

ト
ロ
ン

U
V
l
一
六
九
型

(
一
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
真

宗
管
)
の
多
数
並
列
越
川
刊
を
・
援
し
、
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

U

V
l
一
七

O
型
な
る
出
力

二
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の

大
型
畳
一主
管
も
製
作
に
著
手
さ
れ
て
門
的
る
。
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無
紋
の
住
建
の
著
し
い
『
)
と
は
買
に
驚
く
べ
き
相

で
‘
昨
年
の
九
月
本
誌
に
記
し
大
も
の
は
其
の
多
数

に
改
芳
守
要
す
る
耗
で
あ
る
。
従
来
併
枇
制
点
加
燃
料
機

と
云
ふ
と
、
一
刻
校
長
の
然
も
大
川
U
H
の
も
の
と
云
ふ

が
如
き
感
が
あ
っ
丈
が
、
最
近
に
於
て
は
出
力
数

t

リ
ワ
ッ
ト
と
云
ふ
が
如
、
ぎ
慌
帯
川
の
小
型
の
も
の
よ

り
、
泣
い
誌
に
し
て
も
円
以
延
伸
太
山
へ
納
入
し
丈
も
の

は
数
千
米
と
云
ふ
も
の
が
あ
ろ
。
非
、
他
保
市
川
搬
送

電
話
機
、
-
プ
レ
ヴ
イ
ジ

ョ
ン

o

ト
ラ
ン
ス

E
ツ
タ

l

等
、
特
いいいいす
べ
き
も
の
が
多
放
に
あ
る
。
其
の
代
表

的
の
も
の
み
一
記
し
て
兄
る
。

携

帯

用

超

短

波

送

受

信

機

Eヨ
耳支

近

報新ダ、ソマ

ハ
マ
ツ
ゲ

K
R
P
-
一
七
九
じ

川
ヒ
)

ト
ホ
機
は
雌
川
市
仙
川
し
れ
る
超
短
法
相
町
一
一
…
ω山
首
信
屯
話

送
受
信
機
で
あ
っ
て
.

の

毎

換
使
川
し
れ
る
如
く
に
し
て
、
a

い
U

・一tn.，

r
F

，41
 

一
個
の
佐
内
に
、
筒
市
に
切

川
町
話
の
送
信

装
置
及
び
受
信
装
置
ゐ
一
牧
納
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

第
一
川
M
A
ハ
本
館
)

B
ハ
乾
小
山
池
桁
)
枕
に
第

部
)
の
如
き
形
仙
川
ル
一
有
し
て

M
hり
、
具
の
性
能
は
左

記
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

山
山
{
引
μ

約
一

O
O
--
リ
ワ

ッ
ト

線

~ 
~ 

送

信

機

東
京
電
以
株
式
令
祉

事
業
部

ラ

ヂ

オ

課

叫川山
火
設
む
国

『
』
ノ
・
守

t什
リ
ゾ
e
h冶
叩

p
lい
い』

川
波
数
四
ぃ
ハ
乃
至

.立

メ

ガ

サ

イ

ク

Jレ

ハ
校
長
ぃ
ハ
@
丘
一
乃
至
八
。
五
山ハ
米
)

jq 
式

丘
一本
管
及
び
高
川
波
川
調
同
路
は
送
受
信

共
通
で
あ
っ
て
其
他
は
料
悦
捧
に
依
り
、
機
探

の
前
而
の
み
で
は
側
め
て
本
易
に
、
川U
話
送
信
、

断
総
持
続
首
位
送
信
世
に
受
信
に
切
協
へ
使
川

し
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

使
川
真
宗
管

7

ツ
グ
畳
(
本
何
回

U

X
l
二
三
O
型

長

尼

及
び
二

二
別
よ
み
-佐
川
し
、
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協
同
州
織
保
北
ハ
に
乾

(B) 

電
池
の
使
川
そ
可
能
な
ら
し
め
て
日
る
。

¥
1
ノイ
屯
話
送
信

屯

話

の

場

合

に
は
充
記
の
如
く

f
¥
 佐
川
さ
れ
る
。

~ii 

一
以
日
課
噌
帆
作

マ
ツ
ダ
回
目
空
昨
日

U
X
l
二
三

O
噌

M
4
判
〈
"
州

ap--

£刷
7

，t
れ

-p
l

t."!-: 
y;， 

(A) 

例

A
A
H
1
 

.• 
l
 

1
X
l
 

-二二剤型」

一二…例例

叫殻付従札振砂灼作一V日
川川W
 

MM

r
x
l
 

ニ

O
型

一

個

、，
，d

u
x
-

IJ 

IJ 

IJ 
(ロ〉二

言ZJ
の送 a

場信
ρ、
仁3 イ11;1

L.長-
'.A.i 

は
左
記
の
如

く

使

刑

さ

L

、
c
u
t
-
k
r

、ヲ

ベ

臥

M
門
あ
似
た
ν

い

m
U伎
で
あ

ヲハ

V
O



報新ダ

低
周
波
殻
振
佐

マ
ツ
ダ
固
山
内
4
品
川

u

U
X
l
二
三

O
型

U
X
l
ニ
=
二
型

U
X
l
二
三

O
型

じ
X
l
二
三

O
型

鑓

訓

作

M

高
間
抜
受
張
作
川
W

M
M

ヲ

d

H

受
信
は
允
記
の
如
く
使
則
さ
れ
る
。

作
川
W

マ
ツ
ダ
国
山
内
」
休
V

U
X
l
二

三

O
型

U
X
l
ニ
三

O
型

じ
X
l
二
三

O
砲

じ
X
l
二
三

一
型

検(ハ〉
交 n
信波

やt
11 p;j 
泣
榊

(2) l1l (2) 

rs 

源
// 

司
令
部
位
屯
池
で
あ
っ
て
、
左
記
の
如
く
十

-二
個
が
伎
則
さ
れ
る
。

L

'
I
J
-
a
A
仔】
し

-4
タ
三
弘

一 八四
個個個

、y

〉
〉

YK
E
円
、

]

/

切

じ
l

三
蹴

乾
活
池
は
第
一
一
同
B
に
示
す
如
く
屯
池
箱
に
牧

マ

納
さ
れ
、
仙
川
に
似
な
ら
し
め
て
川
る
。

大
佐
左
記
の
如
、
き
も
の
で
あ
る

(ィ〉法
寸木及
法位び

重
旦工

(ロ〉
寸 1E
j也
会[1

重
H

一m一
間

n
一
二
O
粍

高
さ
二
三
ム
ハ
粍

約
瓦
o

五
砥

(
呉
川
や
.
行
其
他
↓令
部
を
合
む
ν

奥
行

法

間
口
一
五

O
粍

奥
行
二
九
一
粍

七

O
粍 117;1 1II.J例 f同

高
さ

二
八
二
粍

約
一
一

・
一
砥

重

量

ハ
牧
納
し
仁
電
池

L
4
n
む
)

此
の
他
に
接
続
紐
の
重
さ
が
約

O
@

本
機
は
飛
行
機
、川
を
始
め
と
し
、
，Hリ

L
-
}
t
コk
p
k
け
け

I
1
.
1
}
t
J
t
'T
『
/

例イ1
'
;1 11t.1 11
'
;1 

し
得
る
極
め
て
用
途
多
い
も
の
で
あ
っ
て
.
極
め
て

使
利
な
も
の
で
あ
る
。

テ
レ
ヴ
イ
ジ
ヨ
シ

。
ト
ラ
・
〆
ス
ミ
ツ
タ

l

ハ
マ
ツ
ダ

G
R
P
1
一
九
九
B
型
)

木
機
は
ア
レ
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
送
信
す
る
公

置
で
あ
っ
て
、
目
下
弊
枇
無
紋
部
に
於
て
寅

験
巾
の
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
先
成
も
齢
り

速

-adm米
で
は
な
い
。
其
の
性
能
は
大
略
次

の
如
き
も
の
で
あ
る
。

約
一

川
波
数
知
凶
周
波
数
四
五
乃
至

メ
が
サ
イ
ク
ル
ハ
波
長
七
乃
至
十
四
米
)

型
式
怠
信
機
は
水
品
制
御
活
力
府
一
川
式

で
あ
っ
て
、
愛
調
機
は
別
に
設
置
し
丈

光
電
流
増
幅
器
よ
わ
の
出
力
争
-
情
一
附
し

て
.
送
信
機
の
円
以
終
段
増
幅
器
舎
内変
調

し
、
鐙
調
皮
を
深
ら
し
め
て
ゐ
る
。

佐
川
畳
一本
管
水
日
開
設
振
管
と
し
て
は
五

級
車
(本
管
を
佐
川
し
て
民
る
。

出
力

キ

ロ

ワ

ッ

ト

水
n
川
護
振
器

む
あ
ろ
。

マ

ツ

ダ

円
九山月
山
一mu

回
目
空
作
結
合
器

サ

イ

モ

ト

ロ
ン

U
X
l
八
六

O
型

J
J

一ル，
A
h
n
7
H仏

1
・J
l川
町
江
什

一r
+
t

H
い
'
t
」
I
JM
勺
市
別
代
ソ
引

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

U
X
l
八
六

O
型

f

，・
a
L
4

ー

M
M
ニ

ロド
V

H

H

M
M

第

三
段

M
M

M
M

e

ト
崎
砂
川
市
阿
昨

md

f
1
aJ

d
q
'
t
 

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

U

X
l
八
六

O
刑
1

3
u，
Z
s
H
JJ民
1
f
τ
川
岸

A
M
F

Eわ
け
H
ド
リ
H
斗
ノ
ベ
ト
前

2

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

U
V
l
八
五

二
一
割

U
Y
l
二
阿
七
型

佃11司11司
11 11 

11liJ 
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報新ダ

超
短
波
川
哨
的
総

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

円
以
絡
政
屯
力
噌
附
加

ザ

イ

モ

ト

ロ

ン

第

一
段
光
屯
枕
射
阿
部

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

U
V
l
ニ

ニ
個

第

二
段

M

M

内
佃

第

三
位

M

U

V
l
八
五

一
型

ニ
例

経
訓
器

P

U
V
l
八
川
八
型

二
側

水

Hm
後
振
都
、
国
山
山
内
九
件
紡
令
都
、
防
柏
電
源
比
八
び

バ
イ

ア

ス
川

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

H
X
l
九
六
六
型

二
例

都

一一
刷
伝
機
ス
ク
リ
ー
ン

グ
リ
ッ
ド
川

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

H
V
1
九
七

ニ
型

二
例

第

一
、
第
二
帥
振
機
及
び
控
剖
器
陽
極
電
源
刑

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

H
V
l
九

七

二

型

六

個

U
V
l
八
五
」
一

A
型

二
例

ツ

れ

h

v

l

ニ
O
九
噌

二
個

一A
抱

マ

」

日
以
給
段
電
力
噌
一
附
器
及
び
鑓
剥
器
杓
子

電
一
山
川
サ

イ

モ

ト

ロ

ン

H
X
l
九

六

六

型

二

個

同
右
脇
挽
電
源
川

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

H
V
l
九

六

九

型

六

個

電
源
織
保
加
熱
に
は
直
流
後
電
機

が
仙
川
せ
ら
れ
.
其
の
他
は
入
士
郎

整
流
公
置
が
川
ひ
ら
れ
て
居
る
。

木
送
信
機
先
成
の
暁
は
其
の
川
治
一
貫

に
剖
目
し
て
待
つ
べ
き
も
の

が
あ
る
。

LιZ立

電力噌幅器

ト

第 PllI必l国

際

無

線

電

信

送

信

装

置

ハ
マ
ツ
ダ

G
R
T
1

一O
E
型
)

本
装
置
は
袋
に
け
木
純
…
糾
屯
信
株
式
命
回
一
枇

と
弊
枇
と
の
共
同
研
究
に
依
わ
完
成
の
上
、

小
山
蛇
に
依
佐
美
雨
出
恨
所
に
納
入
し
た
7

ツ
ダ

G
R
T
l

一O
B
型
二

O
l
四
0
キ
ロ
ワ

ツ
卜
短
波
長
無
線
電
信
送
信
機
の
改
良
型
で

あ
っ
て
、
改
良
の
最
も
大
な
る
貼
は
其
の
水

日
間
殺
振
擦
で
あ
る
。

印
ち
其
の
水
品
後
振
擦
に
封
し
て
は
同
枇

の
新
に
研
究
せ
ら
れ
た
方
式
を
採
用
し
.
恒

温
槽
は
全
然
使
用
せ
や

J.叉
共
振
水
晶
片
は

或
角
度
を
持
た
し
め
て
牧
納
し
.
周
波
数
の

36 

愛
動
会
防
い
で
目
的
る
。

第
三
回
ハ
帥
振
機
)
、
第
四
間
ハ
小
山
力
府
悩
器
汚

第
五
回
ハ
主
整
流
株
)
、
及
び
第
六
岡
ハ
制
御
配
首
盤
)

は
何
れ
も
木
機
の
外
観
凶
で
あ
る
が
、
防
振
機
が
前

同
の
も
の
の
何
れ
に
比
較
し
て
も
、
一
市
を
減
じ
三

面
と
な
っ
て
居
る
の
が
目
に
附
く
。

使
宜
の
仁
め
木
機
に
使
則
さ
れ
て
府
る
兵
本
管
を

表
に
し
て
兄
る
。

水

H
m
登
振
器

マ

ツ

ダ
U

川
口
空
作
μ

U 
Y 

内
七
型

イ同

ゴ
一一一」

若島b品整、王Ij.] 五
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国民
空
品
目
V

結
合
則
市

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

第

一
政
情
幅
川
市

H

第

二
段

M

M

第

三
位

M
M

H

都

内
政

M

M

F
守
中

曽

J

、げB4・刊
uhr

f

円

H
4
j
u吋
恥

m
nd

A

?
Uん
K
4
nG

J
h
仙
F
H判
4

・一l

ι乙
川
町
在
士
一ぱ
H

いか

y

b
E斗
川
ぷ
担
行
訓
早

Aw

-

-
氷
山

徒

長

出
'
:

?

l

f

d
i
-
-
1
口口

，l
J

γ
・.、.dea
:
;
LC
1

、AE
よ
干
F
E

J
ド

恒

H，
J
d

っ
か
i
z
vホ
え
F
n
d

剛
振
機

バ
イ
ア

ス
M
M

v

巳
k
t卜
叩

品
作

V

J

-

一

汁
万
」
・
引
U

n
J
hH

d

電
力
榊
一川
器
バ
イ

ア
ス

U
X
l
八
六

O
型

IJ 

γ
J

rr

、
司、
a

d

リ
一

L

¥

l
λ

J/

一
九

一じ

γ
l八
六

一
担

S

N
l
一
六
七
型

U
V
l
二
一

一
A
型

X
ー
ニ
O
二

A
担

" 
H
X
l
九
六
六
明

日
V
l
九
七

二
型

H

V
l
九
七

二
型

I d 

.....OQ・000 0 

仁品士コE目D 
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ツマ
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n 

u 
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1llil 1llil 1肉体11jlil 1~il 1岡伺

H
V
l
九
七
二
型

主
整
υ

凶
器

H

V
l
九
五
一
担

国

際

無

線

電

話

送

信

装

置

ハ
マ
ツ
ダ

G
R
P
l
一
O
D
型
及
び
二
七
A
型
)

木
装
置
に
就
い
て

は
昨
年
九
月
の
木
誌
に
於
て
も

其
の
概
要
を
述
、
へ
仁
が
、
満
洲
泣
信
電
話
株
式
命
日祉

に
納
入
し
丈
マ
ツ
ダ

G
R
P
|
二
七
A
型
は
岐
に
其

の
財
附
調
整
も
終
了
し
大
が
‘
木
機
に
つ
い
て
特
京

大
書
す
べ
き
こ
と
は
、

去
る
三
月
一
日
の
漏
洲
凶
御

大
典
放
送
に
は
賞
に
木
機
を
使
刑
し
、
空
前
の
成
績

を
暴
け
科
大
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
叉
日間
際
屯
話
株
式

命
日
枇
に
納
入
し
大
マ
ツ
ダ

G
R
P
|

一
O
D
型
及
び

二
七
A
担
各
二
基
は
何
れ
も
目
下
所
轄
逓
信
局
の
検

定
試
験
中
で
あ
る
。
木
機
の
如
何
に
図
際
無
線

網
に
封
し
重
大
な
役
割
を
演
宇
る
か
は
、
此
鹿

に
記
す
必
要
も
あ
る
ま
い
と
忠
ふ
。

IJ 

ニ
個、1
1
5
 

〕
ノ

訓
川

IJ 

/ 、 一一一-
1jlil例 11t.1J ム丘ι'.li2..

制御 配電控

ー

一
O
D
型
の
送
信
機
蛇
に
主
整
流
恭
の
家
具

で
あ
る
。
第
九
岡
、
第
十
回
及
び
第
十
一
因
は

第
七
回
及
び
第
八
凶
は
閑
際
電
話
中
塘
考
信

所
ハ
率
一
湾
)
に
設
置
せ
ら
れ
大
マ
ツ
ダ

G
R
P

阿

同
際
屯
話
曾
枇
名
附
途
信
所
(
茨
城
鯨
結
城
郡

.L!LYJ2 

名
附
村
)
に
於
け
る
、
7

ツ
ダ

G
R
P
l
一O
D

常S

型
及
び
二
七
A
型
の
送
信
機
、
調
整
盤
投
に
主

般
市
流
推
の
{
烏
異
で
あ
る
。

便
宜
の
た
め
雨
機
の
比
較
を
し
て
見
る
。

!..... ( ~ ... -.... 

~!-: 
r......:-'" lバ七

G
R
P
l

一O
D
型

G
R
P
l
二
七
A
型

一0
キ
ロ
ワ

ッ
ト

出
力
呉
市
全
管

水
円
m
瑳
振
川
市

O
ニ
A
型

目
安
竹
結
合
器

U

X
!
八
六

O
型

第
一
段
噌
帆
都

U

X
l
八
六

O
型

第
二
段

M

N

U

X

-
八
六

O
型

第
三
段

H

H

U

V

l
八
一

二
担

平
衡
噌
一帆
器

U

V
l
八
六
一
型

中
間
電
力
噌
幅
器

ナ

シ

一一0
キ
ロ
ワ

ッ
ト

U 
X 

同同同同同同
上上上上上上

U
V
l
八
二
二
型
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氾
力
榊
一川
出

U
X
l
一人
ハ
七
日

明
二

t
x
l
一
九
ハ
七
uu
刑
L

ダ

イ

ナ

ト

ロ

ン

。
サ
ツ

プ

レ

ツ

サ

1

K
γ
l
二

0
4ニ
A

一一

K

V
l
斗

O
問

A

第

二
段
昔
持
噌
一附
則市

じ
γ
l
ニ
O
-ニ
A
明
一

声
』

川

吋

江

市H

生

aJ

Z

r
x
l斗

O
五
A
刑
川

水
品
質
振
器
防
料
電
源

H

X
l
九

六

六

型

ニ

同日l
ーと

同
上

同

助
援
機
バ
イ
ア
ス

H

V
l
九

七

二

型

二

電
力
増
幅
器
バ
イ
ア
ス

H
V
i
九

七

二

型

二

主
整
υ

凶
器

H

V
1
九

六

九

型

六

日

γ
九
五
一
型
ム
ハ

調
整
盤
は
雨
機
と
も
全
く
同
校
で
あ
っ
て
、
其
の

陽
川
内
心
U

源
に
は
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

H

X
l
九
六
六
割
熱

陰
師
団
水
銀
法
…
%
整
流
管
二
個
そ
使
則
し
仁
川
県
川
全
波

整
流
装
置
を
使
則
し
て
日
出
る
が
、
動
作
は
甚
ピ
良
好

で
あ
る
。
第
十
M
M
に
於
て
左
よ
り
夫
々
針
高
問
.
釘

81 
」ニ

同
上

i¥. 4免4・
~:， 

-L
 
nr 

38 !i:.il ートL>."!-，・g;， 

同

欧
世
に
封
米
朋
の
調
整
擦
で
あ
る
。

警

念

自

動

受

信

機

ブL

ハ
マ
ツ
ダ
い
ろ

R
T
1
四
八

B
m
)

木
受
信
機
は
船
舶
が
泣
難
に
際
し
て
穫
す
べ
き

γ

O
討
を
受
信
し
て
向
動
的
に
警
報
を
脅
し
、
救
助
に

役
立
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
十
二
岡
並
に

同
に
一
示
す
如
き
外
観
守
有
し
、
紘
一リ
念
向
動
受

2fL 

第信
機
と
し
て
は
最
も
優
れ
た
竹
絡
を
有
す
る
も
の

で
、
左
記
の
如
き
概
要
の
も
の
で
あ
る
。

木
受
信
機
は
受
信
機
及
び
縫
屯
袈
置
の
二
恭
よ
り



成
り
、
各
器
何
れ
も
.
防
・
議
、
耐
震
を
完
全
な
ら
し

め
.
叉
鍵
を
以
て
開
閉
す
る
如
く
し
、
調
整
個
所
の

失
調
ゐ
-防
い
で
門
的
る
。
各
機
の
詳
制
は
弐
の
如
く
で

あ
る
。

報新ダ、yマ

¥
Iノ一

受

信

機

f
¥
 木
機
は
如
何
な
る
集
中
総
に
て
も
本
易
に
、
且

つ
正
確
に
周
波
数
五

0
0
キ
ロ
サ

イ
ク
ル
ハ
波

長ムハ

O
O
米
)
の
可
拙
電
波
を
受
信
し
得
る
も

の
で
あ
っ
て
.
異
名
管
及
び
同
路
方
式
は
突
の

如
く
、
叉
単
一
調
整
式
で
あ
る
。

低検高
J，l;J マ周

万波 P ツ故
J防 波ダ榊

幅!!~幅
一角-
nl. A.水. r:/t. 
ι..( 'IY 主λ

IJ 

u
y
t二
三
六
型

U

Y
1
二
三

七
型

IJ 

政

IJ 

11 

真
空
管
の
織
僚
は
何
れ
も
直
列
に
接
続
さ
れ
.

断
紘
す
れ
ば
也
ち
に
警
報
ふ
守
護
す
る
如
く
な
っ

て
目
的
る
。

¥
lノ二
縫
電
波
置

f
t

、水
装
置
は
前
記
受
信
機
の
出
力
に
依
わ
動
作
す

ド'，ij十

る
も
の

a十
団モシ

で
あ
っ

て
，
終

電
界
九

個
と
川

計
装
置

一
個
と

よ
り
成

)

絡

銘

1

1

 

屯
探
は

二
重
の

接
結
を

圃・・・ r，-=:=--1 
C::=J 

.属量

• 今• 
- 吋 -圃圃E

cl "" 「
":?w :::::::w::::::w τ C::..=J J 

有
す
る
も
の
を
使
間
し
.
動
作
の
良
好
を
期
し

て
尻
り
、
叉
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン

T
X
l
九

O
二
G {問

第

11li1 

間

例

一

11司

ー十

岡

型
二
個
ハ
織
保
川
町
源
は
受
信
機
の
織
僚
屯
源
と

直
列
に
取
る
)
の
微
妙
な
絡
屯
探
的
作
川
に
依

わ
純
情
屯
採
の
故
防
を
符
無
な
ら
し
め
て
庇
る
。

時
計
変
置
は
泣
難
符
山
引
の
前
に
後
せ
ら
れ
る
警

報
符
悦
の
撲
出
に
最
も
章
一
大
な
役
訓
を
演
や
ノる

も
の
で
あ
る
。

電
源
船
舶
固
有
屯
加
を
其
の
ま
〉
伎
町
し
作
る

如
く
な

っ
て
日
る
。

寸
法
木
機
の
慨
略
の
寸
法
は
次
の
通
り
で
あ
る

受
信
機
間
口
四
一

O
粍

奥

行

三

一

O
粍

古
川
さ
一
一

ート~~­
乞4コ，

一O
粍

縫
電
装
置

間
口

三一

0 
粍

奥
行
二
九
五
粍

高
さ

二
四
五
粍

海

岸

局

用

無

線

電

信

送

信

機

ハ
マ
ツ
ダ

G
R
T
l
二
二

O
A
型
)
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木
機
は
此
の
程
悼
大
・
舵
内
務
部
大
治
無
総
局
に
納

入
し
仁
小
川
山
口
川
川
仰
…
総
電
信
念
信
機
で
あ
っ
て
、
第

十
四
国

ハ
州
出
)
及
び
第
十
五
回
会
日
一m)
の
如
き

外
観
を
有
し
、
左
記
の
如
、
a
d

性
能
を
有
す
る
。

出

力

約

三
キ
ロ
ワ

ッ
ト

¥
3
ノ

周
波
数
知
凶
イ
五

O
O乃
至
三
七
五
キ
ロ
サ
イ

f
t
¥
 ク
ル
ハ
波
長
六

O
O乃
至
八

O

O
米
)
可
聴
持
続
電
波

¥
l
ノロ
一
同
五
乃
至
一

二
五
キ
ロ
サ
イ

f
¥
 ク
ル
ハ
波
長
二
、

、ソマ

一O
O乃
至

(ハ〉
Jレー -

ハ 0 、
i皮O 四
長乃 O
三 至 。
、七米
O二)
O キ持
O ロ紙
乃サ電
至ィ i皮
四ク 4

叫
寸!
 

一
五

0
4
A
)
持
続
電
波

周
波
数
の
切
換
は
リ
レ

l
に
依
っ

て
動
作
せ

し
め
て
府
る
。

異
本
一管
左
記
の
如
、
き
も
の
を
使
川
し
て
居
る
。

主

張

振

器

サ

イ

モ

ト
ロ

ン

U
N
1
一

五

五

型

一

個

電
力
噌
幅
器

P

U

N

-
一

五

八

型

二

側

主
整
械
器

MM

K

N

l
一

五

八

型

二

例

バ
イ
ア
ス

H

H

V

l
九
六
六

A
型

二
例

電

源

五

O
O
サ
イ

ク
ル
の
交
流
電
源
を
使
川
す

る。

円
同
.
1
 1
 

十
.&t-: 
居歩

本
機
に
依
ゎ
，弊
枇
製
無
紋
機
は

H
木
全
凶
行
き
渡

ら
ざ
る
所
純
一
き
に
至

つ
仁
の
は
、
弊
枇
の
光
栄
と
す

る
所
で
あ
る
。

飛

行

機

用

受

信

U
機

ハ
マ
ツ
ダ

S
R
T
|
二

O

40 

一B
型
)

木
機
は
飛
行
機
川
と
し
て
特
に
設
計
製
作
せ
ら
れ

た
中
波
長
受
信
機
で

あ
っ
て
、
受
信
機
木

程
、
操
縦
様
、
高
控

器
及
び
ダ

イ
ナ
モ

l

タ
!
と
よ
わ
成
り
、

左
記
の
如
き
性
能
を

有
す
る
も
の
で
、
第

十
六
回
は
其
の
外
観

で
あ
る
。

周
波
数
範
園

七
五

O
乃
至
三

l司

三

0
キ
ロ
サ

イ

ク
ル
ハ
波
長
四

0
0乃
至
九

O

O
米
)
で
あ
っ

五

て
，
捲
似
は

十

種

の

み

で

あ

る
o 

第

異
本
.
管
及
び
同
路

方
式高
周
波
二
段
検

浪
、
可
礁
周
波

悶
_ .... 
/、ー十.h'!-，・

I.l-:診



報

増
幅
二
段
の
も
の
で
あ
っ
て
、
異
{
八
L

管
は
弐
の

如
、
き
最
新
型
を
使
川
し
て
府
る
。

マ
ツ
ダ
国
民
常
時
行

U
Z
l
七

八

型

二

例

MM

U

Y

l

三

六

型

一

例

H

U

Z

1
八

九

塑

一

例

街
可
燃
川
波
哨
一
附
器
に
は
可
税
川
受
信
に
も
遁

す
る
如
く
、
六

O
サ
イ
ク
ル
愛
調
の
電
波
を
充

分
険
出
し
似
る
如
く
な

っ
て
門
的
り
、
同
調
調
整

は

m
一
式
で
あ
っ
て
、
可
挽
軌
に
よ
わ
操
縦
器

に
よ

っ
て
、
樋
め
て
伺
叩
に
調
和
惜
し
似
る
如
く

な
っ
て
府
る
。

寸
法
及
び
重
u
E

受
信
機
木
鰭

新

大
関
充
記
の
如
、
き
も
の
で
あ
る

間
口

二

O
O粍

奥
行
二

一
O

ダ、ソ

¢じ
点
小六
・

一二
厄

ダ
イ
ナ
モ
ー
タ
ー
牧
納
箱
間
口
一
九

O
粍

奥
行
ニ
0
0粍
高

さ

一

O
O

F
じ
止
小重

H

一札
約
一二

@
四
む

移

動

局

用

受

信

機

ハ
マ
ツ
ゲ
内
R

T
l
一

二

O
粍

乞

I
L
L
-
-
ん
リ

ヨ
町
J
nH
b
ホ

古
川
さ

マ

五
一

A
及
び
B
型
)

木
機
は
白
動
車
、
列
車
等
の
移
動
防
に
於
て
使
川

せ
ら
れ
る
ス
ー
パ
ー
へ
-
プ
ロ
グ
イ
ン
式
受
信
機
で
あ

っ
て
、
其
の
外
観
は
第
十
七
回
の
如
く
、
其
の
性
能

は
左
記
の
如
、
き
も
の
で
あ
る
。

周
波
数
範
囲

A
刑
十
一
及
び
B
型
の
周
波
数
範
園
は

左
記
の
如
く
で
あ
る
D

A
型

一

五

.
0
0
0
乃
至
三
、
0
0
0キ
ロ

サ
イ
ク
ル
ハ
波
長
二

O
乃
至
一

O
O米
)

一
、
五

O
O乃
至
六

0
0
キ
ロ
サ
イ
ク

ル
ハ
波
長
二

O
O乃
至
五

O
O米
)

其
空
管
及
び
同
路
方

B 
型

式
高
周
波
増
幅
一

段
、
第
一
検
波
応

部
後
振
、
中
間
周

波
一
段
、
第
二
検

同

波
蛇
に
可
撚
周
波

増
幅
二
段
の
ス

l

七

ハ
l
へ
-
ア
ロ
グ
イ

ート

ン
式
で
あ
っ
て
、

左
記
の
如
き
最
新

型
真
宗
管
が
使
川

さ
れ
て
居
る
。

.~­

J?4'~ 

~ 

ツ

u u乞
t Z誌

_L- 星会・
/、~民

A 八

一七一型
例型炉l

IJ 

IJ 

U
t
l
六
B
七

型

一

個

U
Z
l
八

九

型

一

例

受
信
機
の
中
に
ダ
イ
ナ
モ
ー
タ
ー
も
牧
納
さ

IJ 

れ
.
使
則
の
使
を
計
っ
て
居
る
。
同
調
調
整
は

可
挨
軌
を
使
川
し
.
軍
一
調
整
に
て
遠
隔
操
縦

を
な
し
狩
る
。

大
約
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

一
八

O
粍
.
奥
行

一
二

O
粍

法
間
口

警

察

無

線

三
O
O粍

高
さ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
或
は
ベ
ル
リ
ン
等
の
如
き
大
都
市

に
於
て
は
、
般
に
一
雪
山
徐
に
於
て
抑
制
一
一
…
一紛
争
」
使
川
し
、
犯

罪
捜
査
は
勿
論
.
其
他
民
衆
起
動
の
紘
一d
戒
、
さ
て
は

火
災
等
に
ま
で
利
川
さ
れ
、
其
の
成
績
甚
だ
優
秀
で

あ
る
が
、
我
が
凶
に
於
て
も
今
岡
始
め
て
警
祝
燥
に

於
て
仰
…
似
機
を
採
川
す
る
こ
と
と
な
句
、
其
の
製
作

を
弊
枇
に
命
ぜ
ら
れ
土
。
今
夏
に
は
其
の
完
成
em-
兄

る
に
至
る
が
、
こ
れ
に
依
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
捜
究
が

出
来
る
均
一
昨
で
あ
る
。
其
の
概
要
は
左
記
の
如
き
も
の

で
あ
る
。

¥
、
ノ一
警
視
・
艇
に
設
置
せ
ら
れ
る
も
の

f
1
¥
 ¥
lノイ
送
信
機
ハ
マ
ツ
ダ

G
R
p
l
一
二
五
A
型
)

f
t
¥
 方
式

出
力

周
波
数
範
園

水
nm制
御

.
U
力
柄
一
腕
式

P
B
a

一=n

'
E

，ni
 

二
五

O
ワ
ッ
ト

活
話
一
二

五
ワ
ッ
ト

四、

0
0
0乃
至
一
、
五

O

0
キ
ロ
サ
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電
源
に
は
ガ
ソ
リ
ン

・
エ
ン
ヂ
ン
直
結
電
動

稜
電
機
を
橡
備
と
し
て
有
せ
し
め
、
停
電
時

に
於
て
も
動
作
に
支
障
な
き
を
期
し
て
日

り
、
有
税
電
話
に
接
続
使
削
可
能
.
又
一耐
符

通
話
を
行
ひ
仰
る
紋
に
な

っ
て
庇
る
。

吋

受

信

機

ハ

マ

ツ

ダ

pb
R
p
l
二

O
C
型
)

/
t
¥
 高
周
波
一
段
、
第
一
険
法
、
応
部
殺
振
、
中

間
刑
法
、
第
二
機
以
.
第
二
川
部
経
振
蛇
に

'

可
部
刑
法
増
幅

二
段
の
ス

ー
パ
ー
へ
-
ア
ロ
グ

イ
ン
式
で
あ
る
。
同
調
調
整
は
軍
一
式
で
あ

り
.
向
有
総
屯
話
に
接
絞
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

新ダ

コ
向
動
車
に
設
置
せ
ら
れ
る
も
の

f
¥
 此時
代
の
送
信
機
に
は
突
の
A
、
B
及
び
C
型
が

あ
る
。

送
信
機
は
判
れ
も
水
品
制
御
式
で
あ
っ

て
.
A
及
び
B
刑ヒ
は
有
似
屯
話
に
接
紙
し
て
も

使
川
し
ね
る
桜
に
な

っ
て
日
り
、
抑制
A
型
は
秘

語
通
話
さ
へ
出
来
る
の
で
あ
る
。

出
力
は
左
記
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

、ソマ
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省
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す
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木
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こ
と
に
就
い
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利
れ
改
め
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詳
細
に

記
し
仁
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思
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大
小
氾
力
放
送
機
に
就
い
て
は
昨
年
の
木
誌
に
も
記

し
仁
炉
、
目
下
賀
験
中
の
五

0
キ
ロ
ワ

ッ
ト
放
送
機

二
A
増
)の
経
験
に
依
句
、

(
マ
ツ
ダ

G
R
P
l

少
し
く
的変
更
を
加
へ

、
左
記
の
如
、
雪
国
県
本
管
が
使
川

さ
れ
て
回仲間る
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吋
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令
併
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山
代
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電
力
噌
幅
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一
段
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一
川
掠
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A
L
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孔
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型
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'
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ト
放
送
機

観
世
に
寸
法
み
-一示
す
も
の
で
あ
る
。

サ
イ
モ
ト
ロ
ン

T1
v

x

b

」、
h

、u
d

l
A

、4
l
J
J
Y

-ノ

7
-

ニ
例

第
三
以
及
び
都
内
政
榊
一附
排

出
一
段
、
第

二
以
及
び
第
三

位
昔
探
哨
脳
部
防
料
電
源

11 

H
V
l
九
七

斗
A
型

.、MM
.

F/

』
川

被
縫
訓
様
、
経
訓
器
屯
川
仰

IJ 

H
V
l
九
五

一
刻

-、4Hq
・

ン
μ引
H

、戸仁

t
t
m
H芯川

τ-
首
公

ωM乃
哨

日

V
l
九
五
七
噌

イllil

IJ 

11 

'即
ち
高
川町力
開変
調
を
な
す
『
)
と
に
な

っ
て
居
る
。

11 

及
び
第
一

第
十
八
凶
ハ
励
振
機
〉
第
十
九
同
(
川
町
力
榊
幅
得
)

は
一

0
0
キ

ロ

ワ

ツ

11 

U

N
l
ニ
O
五

A
明

日

N
l
-
六
七
型

11 

水
品
質
振
伴
、
第
一
段
及
び
第

二
以

噌
一
川
棋
、
防
品
判
決
び
バ
イ
ア
ス
電
似

二
階
建
で
、
附
印
刷
・
取
引
を
介
せ
て
其
延
姥
坪

阿
百
七
十
八
坪
と

の
巾

で
あ

っ
た
u

川
λ

竹

内

の
設
備
は
一
階
が
電
力
主
、

二
階
が
法

信
機
主
で
、
電
力
主
に
は
受

屯

川

配

屯

程
、
各
送
信
機
に
附
印
刷
す
る
整
流
機
及
び

比
一配
電
柱
故
に

R
山南
昨
日
冷
却
水
川
電
動
ポ

ン
プ
比
一他
電
池
光
屯
機
等
が
あ

っ
た。

二
階

の
芯
信
機
主
に
は
、
水
品
制
御
水

冷
式
短
波
無
線
電
話
法
行
川
機

の
ニ

0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
怠
信
機
二
長
、

一
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

詮
信
機

-ニ
必
都
A
H
五
日
叫
が
配
抗
さ
れ
て

い市

り
、
人
々

は
円
以
後

の
手
入
れ
や
試
験
準
備

の
た
め
に
念
が
し
さ
う
に
見

へ
た。

仙川
除
、
封
氷
川

に
は
攻
批
製
の
ニ

0
キ

ロ
ワ
ッ
ト

詮
信
機
各
一
刀
で
か
川
ひ
ら
れ
、

又
針
浦
、
刻
一位

.m
Aぴ
到
爪
佐
川
に
は
一

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
送
信
機
各
一

4.
が
制
悦
て

ら
れ
、
中
総
放
送
や
船
舶
泊
話
に
は
、
之

年

の
悲
壮
川
機

の
何
れ
か
が
一削
泊
佐
川
さ
れ

る
珠
ハ
占応
と

の
こ
と

で
あ

っ
た。

川
'市引
を
川
て
山
立
を
見
上
げ
る
と
法
山
総

(
本
誌

の
表
紙
お
尚
一)
は
主
に
鈴

へ
る
や

う
に
平
原
に
起
立
し
て
い附

っ
た
が
、
空
中
・

秘
方
式
は
単
一
指
向
性
を
利
川
し
た
ピ

1

十
岡
ハ
主
整
・説
得
)

ハ
マ
ツ
ダ

G
R
P
ょ
っ
二
B
担
)
の
外

同
際
知
県
総
泣
訴

の
附
辿
を
前
に
準
備
に

忙
し
い
凶
際
屯
司
令
此

の
名
崎
法
行
川
所
を

お
訪
ね
し
た

の
は
川
和
九
年

二
川

二
十
八

日
の
晴
れ
た
心
地
よ
い

円
で
あ

っ
た。

一瓜
北
本
総
古
川
牒
で
日
光
行

の
列
車
を

降
り
て

、
内
助
平
で
東
方
約
十

一一

粁
を
疾

走
し
て

詮一
信
所
に
前
い
た

の
は
午
近
く
で

あ
っ
た
。
此
法
行
川
所
は
茨
城
牒
結
城
料
名

崎
村
地
内
に
あ

っ
て
、
仙
川
両
山
制
約
十
七
山

坪
と
云
ふ
山
い
も

の
で

、
川
令
は
政
地

の

時
々
中
央
に
伏
し
、
餓
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

ム
空
中
・線
で
、
到
米
及
び
対
肱
川
に

は
八

五
米
の
山
立
式
錨
培
四
基
を
、
一
五

O
米

の
川
隔
に
建
設
し
、
又
封
湖
、
治
・
八
三
問
及

び
封
爪
仰
い
川
に
は
五
九
永

の
木
牲
が
使
川

さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ

っ
た。

名
附
註
信
所
を
僻
し
て
、
内
動
車
で
日

本
無
線
電
信
株
式
合
批
の

小
山
詮
信
所
を

訪
川
し
た
。
我
枇
製

の
四

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

ホ
品
制
御
式
大
塑
短
波
長
迭
信
機

の
五
必

が
ん抗
際
に
動
作
し
て
肘
る

の
を
見
る
に
つ

け
、
や
が
て
名
附
註
信
所
も
こ

の
帯
う
に

動
き
川
す

の
か
と
思
ふ
と
、

言

ひ
知
れ
ぬ

喜
ば
し
き
が
広
ぜ
ら
れ

た。
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座

調

整
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報

サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
の
熔
川
の
甚
だ
民
汎
な
る
こ
と
は
貨
に

枚
翠
に
暇
な
い
程
て
、
既
に
照
明
方
而
に
於
て
、
自
動
電

限
剥
繋
袋
mm
に
叉
イ
ン
バ
ー
タ
1
等
に
則
ひ
ら
れ
、
何
れ

も
相
常
な
成
続
1
7-
翠
げ
て
民
る
が
、
昨
年
日
本
放
送
協
曾

旭
川
放
治
局
へ
納
入
し
た
一
ニ
O
O
ワ
ッ
ト
放
講
一
機
(
マ
ツ
ダ

新ダ、yマ
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京
京
電
気
株
式
A
W
枇

事

業

部

ラ

ヂ

オ

課

G
R
P
l
一二五
B
型
〉
に
附
属
し
て
府
る
自
動
電
陛
調
諮
装

置
(
マ
ツ
ダ
A
T
l
二

八
A
担
〉
の
・質
例
に
就
い
て
其
の

概
要
を
述
べ
て
見
ゃ
う
リ

第

一
闘
は
旭
川
放
設
局
屯
力
室
に
設
置
せ
ら
れ
た
も
の

て
、
向
っ
て
左
端
が
自
動
小
也
陀
調
整
装
胃
て
あ
る
。

動

作

概

要

白i

本
放
諒
一
機
の
高
時
則
蛍
屯
機
(
陽
極
屯
源
川
〉
及
び
侭
M
防

護
電
機
(
ハ
イ
ア
ス
及
び
繊
僚
屯
源
肘
)
の
電
陀
調
整
を
な

す
も
の
で
弐
の
二
つ

よ
り
な
る
。

¥ノ一

低

限

用

f
'
に第
二
岡
に
一討
す
や
う
に
接
績
せ
ら
れ、

動
作
受
人
屯
隊
一

を
.
ハ
イ
ア
ス
屯
源
屯
限
と
し
、
(
六
七

一〉
及
び

〈
六
八
四
)

の
二
抵
抗
と
、
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

U
X
l
二
O
二
A
明
良
空
管

二
例
と
に
依
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
ブ
リ
ツ
ヂ
に
依
り
、
制

御
せ
ら
る
L

官
民
の
饗
勤
を
大
な
ら
し
め
、

マ
ツ
ダ
民
主

"f.: 
~ ;， 

管
U
Y
l
一
一
一
一
七
型
一
二
例
に
供
給
し
、
更
に
共
の
饗
勤
を
一
明

幅
し
て
、
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン

T
X
l
九

一
割
一二
例
の
グ
リ
ツ

ド
ル
」
制
御
す
る
も
の
.で
あ
る
。

サ
イ
ラ
ト
ロ

ン
に
は
愛
挺
器
の
組
合
せ
に
依
り
、

と
。グ
リ
ッ
ド
と
に
は
互
に
九
十
度
異
る
交
流
屯
墜
を
供
給

長

{命

尼

悶第

陽
極

し、

グ
リ
ッ
ド
に
官
一一品
宣
さ
れ
た
制
御
さ
れ
る
電
隊
一
の
鐙
動

に
依
り
陽
柑
屯
流
は
制
御
さ
れ
、
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
の
陽
極

電
流
は
設
屯
機
の
胤
磁
屯
流
と
な
り
、
市
市
民
を
一
定
な
ら

し
め
る
の
て
φ

め
る
。

向
低
限
削
の
も
の
は
胤
磁
紋
愉
註
列
に
接
続
さ
れ
て
あ

る
か
ら
、
バ
イ
ア
ス
護
屯
機
に
前
一
結
せ
ら
れ
た
織
能
川
護



電
機
の
電
陀
一
を
も
-
調
整
し
得
る
や
う
に
な
っ
て
照
的
る
。

コ

高

鹿

川

f

，、、
高
路
一
山
の
も
の
は
第
一
二
岡
に

一川
す
や
う
に
接
続
せ
ら
れ、

似
階
川
の
も
の
と
全
く
同
一は仰
がで
あ
っ

て
、
只
川
去
る

所
は
サ

イ
モ
ト
ロ

ン
V
X
l
二
O
二

A
m
R定
行
二
例
の
代
り
に
、

U

V
l
二

一一

人
刑
一
.
二
例
が
仙
川
せ
ら
れ
て
民
る
。

性

育E

報

¥
ノ一

侭

陀

川

f
¥
 

肝
門
限
一
川
の
も
の
は
バ
イ
ア
ス
川
及
び
織
昨
川
一
理
屯
機
の

新ダ、ソマ

阿Ó~: εAj 

|ぷij

電
一
帖
を
調
整
し
目的る

を
以
っ
て
、
北
ハ
の
調

整
や
L
困
難
で
あ
る

が
、
第
四
阿

ハ
バ
イ

ア
ス
川
〉
及
び
第
五

同
(
織
'
保
則
〉
に
一以

す
や
、
す
な
満
足
な
結

果
を
伴
て
府
る
。

¥ノ二
一
両
陛

則

f
1
¥
 

肝n
Mm
川
に
比
し
北
(

の
調
搭
料
円
勿
.で
あ
っ

て
、
第
六
岡
の
如
-き

結
果
を
示

し
て

民

る。

四

〈三〉

l.f':ョ
'AJ 

空
中
川
州
市
流

へ
の
影
響

一角陀
則
及
び
肝
門
川
町

川
の
内

一つ

の
み
を

使
則
し
た
時
は
、
却

っ
て
納
表
共
佐
川
し

な
い
時
よ
り
も
広
一巾

線
屯
流
の
鑓
勤
を
大

な
ら
し
め
て
照
る

が
、
共
に
使
川
し
た

場
合
は
第
七
闘
に
示

す
如
き
甚
だ
良
好
な

結
果
を
得
て
府
る
u

l司五
昼、守
宅高>
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図

其
の
一
つ
の
み
を
使
則
し
良
結
果
を
得
な
い
の
は
、
例
へ
ば
低
限
則
の
み
を
使

用
し
た
場
合
に
於
て
は
、
バ
イ
ア
ス
の
影
響
は
高
限
よ
り
の
影
響
と
或
程
度
ま

ぜて
相
殺
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
侭
Mm一
は
一
定
に
似
た
れ
る
た
め
、
高
.
陸

の
饗
勤

に
依
る
影
響
が
現
は
れ
る
た
め
で
あ
る
。
高
削
除
川
の
み
を
使
則
し
た
場
合
も
同

様
で
あ
っ
て
、
即
ち
両
者
の
内
何
れ
か
一
つ
に
故
障
が
あ
っ
た
場
合
は
共
に
使

則
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
あ
る
。

第
八
聞
及
び
第
九
岡
は
夫
々
本
装
置
の
正
而
抗
に
背
而
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て
、
其
の
寸
法
は
弐
の
如
き
も
の
で
あ
る
u

一、

0
0
0粍

六
O
O粍

二
、
0
0
0粍

同
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ラ
ヂ
オ
・
電
気
蓄
音
器
植
に
高
聾
電
話
装
置

報

後
一
昨
映
哉
の
流
行
に
連
れ
悩
h
M
増
幅
器
が
計
輩
せ

ら
れ
.
兵
山
小
一
行
方
面
に
於
て
も
、
之
等
榊
一
附
器
に
佐

川
せ
ら
れ
る
目
的
を
以
っ
て
、
大
型
小
U

・
刀
情
一
附
管
が

多
数
市
場
に
州
切
れ
て
来
仁
。

マ
ツ
ダ
丘
一
本
管
U
X
l

一一
四
五
、
U
X
l二

五
0
.
U

Y
l二

四
七
、
U
Y
l
四

ぃハ、

r
x
l二
A
三
、

新ダ

U

Z
1
二
A
五
等
は
皆
電
力
府

一
附
竹
と
し
て
円
以
も
多
く
佐
川
せ
ら
れ
て
庇
る
異
本
管

で
あ
る
。

、ソ

斯
く
の
如
き
強
h
Md
榊
一
帆
慌
の
従
連
は
叉
円
以
沢
一
に
至

h

川
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
榊
似
器
と
し
て
佐
川
せ
ら
れ
る

に
至
ゎ
.

一
の
榊
一
川
器
に
て
ラ
ヂ
ォ

、
託
行料
蓄
音
器

及
び
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
三
つ
を
宋
川
す
る
こ
と
と
な

り
、
合
枇
、
工
場
.
病
院
等
は
勿
論
.
一
般
大
衆
を

H

M
M

と
す
る
各
方
而
か
ら
競
っ
て
利
川
せ
ら
れ
る
校

に
な

っ
k
。
殊
に
近
時
各
レ
コ
ー
ド
合
枇
が
何
ιN

・音

頭
等
を
競
演
す
る
に
門
前
り
、
町
の
瓜
揚
、
公
凶
等
に

於
て
盛
ん
に
此
の
増
幅
器
を
利
川
し
宣
侍
し
て
門
的
る

の
は
既
に
周
知
の
事
賞
で
あ
る
。

我
祉
に
於
て
も
従
来
各
方
面
の
要
求
に
感
じ
、
各

マ

耗
榊
一
帆
器
を
製
作
し
て
門
前
り
.
其
能

卒
、
放
果
、
耐
久
力
等
の
恥
に
於

て
.
断
然
好
評
を
博
し
て
目
的
る
次
第

で
あ
る
。
弦
に
製
品
中
の
一
二
税
に

就
て
説
明
致
す
こ
と
と
す
る
。

大
型
増
幅
装
置

東
京
電
試
株
式
合
祉

事

業

部

ラ

ヂ

オ

課

大

聖子

達

悶Lt.t>: 
'A) 

こ
れ
は
大
衆
を
問
的
と
し
大
問
刷
瓜
附
高
時
器
と

併
川
し
て
野
外
川
に
佐
川
せ
ら
れ
る
が
、
停
車
揚
の

プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
、
或
は
大
命
H

枇
等
の
・以
揚
に
常
備

し
、
講
演
、
演
奏
合
等
に
川
ひ
る
に
は
最
も
遁
切
な

も
の
で
あ
る
。

構
治
は
一
個
の
低
川
波
榊
一
帆
器
を
北
川
.
と
し
、
ラ
ヂ

ォ
高
川
波
及
び
検
波
部
分
と
、

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
増
幅

装
置
世
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
接
続
装
置
を
ふ
」
れ
J

ぐ
設

け
、
必
要
に
肱
じ
任
訟
の
装
置
に
切

hy詩
へ

、
強
力

増
幅
器
と
し
て
使
川
し
得
る
抜
に
な
っ
て
目
的
る
。

叉
木
機
を
ア
パ

ー
ト
及
び
今
プ
ル

等
、
撚
取
揚
所
の
多
い
所
に
使
川
す

る
場
合
に
は
、
小
型
ダ
イ
ナ

t
ツ

ク
・
ス
ピ

ー
カ
ー
叉
は
マ
グ
ネ
チ
ツ

ク
・
ス
ピ

ー
カ
ー
を
出
力
の
許
容
範

圏
内
に
於
て
多
数
設
備
し
得
る
こ
と

が
出
来
る
。

回第47 



第
一
M
M
は
此
の
大
型
府
川
砕
を
的
而
よ
め
兄
大
も

の
で
あ
っ
て
.
各
部
操
作
個
所
は
枠
順
序
よ
く
前
市

報

1r"'"rt白血ζ

新ダ
、yマ

ANT 

パ
ネ
ル
に
配
列
し
.
高
一
峰
器
接
続
個
所
及
び
近
源
接

絞
個
所
は
右
側
而
に
設
け
て
あ
る
。
第
二
回
は
裏
而

よ
句
兄
仁
倒
で
あ
る
。

印
ち
上
唐
は
逸
話
川
増
幅
焚

置
で
あ
っ
て
.
吠
段
は
ラ
ヂ
ォ
高
川
波
榊
一
川
及
び
機

波
部
分
で
あ
る
。
第
三
段
は
低
川
波
榊
一
川
公
置
で
あ

っ
て
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ

の
接
統
公
置
を
附
底
し
、
下
段

開
港
し
て
あ
る
部
分
が
パ
ワ

1
0
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
っ

て
.
交
流
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
五

O
lぃハ
O
サ
イ
ク
ル

を
屯
源
と
し
て
使
川
す
る
。
木
機
に
は
左
記
九
個
の

41; 

マ
ツ
ダ
昆
一本
管
そ
使
川
し
あ
る
筑
め
、
如
何
に
強
力

な
も
の
で
あ
る
か
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

マ
ツ
ダ
真
木
管

U
Y
l
五ムハ

二
個
一
個
二
個
三
個
一
個

第
三
川
は
本
機
の
配
紘
略
凶
で
あ
っ
て
、
闘
に
一示

す一辿

hyフ
ヂ
オ
川
と
し
て
は
高
榊
一
怖
い
年
を
有
す
る
ぺ

1/ 

u
zー
五
七

1/ 

U

Z
l
一立
八

1/ 

U
Y
ー
四
六

1/ 

H

X
ー
八
一

R~1 800g 

R2~ 100，OOg(Pote凶 io)

R・パ 500，000g 

Rョ4 3，000g 

Rぉ 100，000g(Potentio)

R~(j R2!l 10，OOOg 

RZi 30，000.Q 

R2'l 2，000g 

じ1 0.511FD 

c.， 1 MFD 
C1 0.00004 ~IFD 

Cj 0.5 ~rF I> 

C.i 0.511FT> 

じ(j 0.005.i¥IFD 

じi 1.i¥IFD 

じs 2.i¥IFD 

じ!J 0.00511FT> 

C1) 0.0] }IFD 

じ11 斗l¥IFD

じ 1~ 4.i¥IFD 

じ132 }IFD 

C14 61IFD 

じ1;;211FD 

じjG 11IFD 

C1j 0.005 MFD 

じ 1 ~ 6 ::'IFD 

じl!l 4-乱1FD

C:!) 斗:;¥IFD

七Y-46

"CY-56 

γ!l HX-82 

Rl 10，000g(Potentio) 

R.， 140.Q 

R3 10η ， OOO ~Q 

R4 10，noog 

R" 500，0002 

Ra 60，000.Q 

Ri 250，0002 

Rs 13，0¥)02 

Rg 500，000.Q(γariable) 

RlJ 3，OOOQ 

R11 30，000.Q 

R12 500，000Q 

Rn 500，00ο.Q(γariable) 

Rj! 500，0()OQ(γariab1e) 

Rl.j 10.000.Q 

lミ16 10，000Q 

Rji 10，OOOQ 

R1S 10，0002 

R1!) 10.000_Q 

R2J 10，0002 

じZ-58

15Z-58 

じY-56

"CY-斗6

七Y-46

L'"Z-57 

V1 

，~・3

'~3 

"4 
\~5 

'~G 

γ7 

γ 



報

ン
ト
!
ド

U

Z
i
五
八
ル
三

個
高
周
波
増
幅
管
と
し

て
佼
川
し
.
同
じ
く

ぺ
ン
ト

l
ド
U

Z
l
五
七
に
て

殺
率
良
き
プ
レ
ー
ト
検
伎
を
行
ひ
、
じ

Y
l
E
」ハに

て
奴
抗
榊
似
の
後
、
亡

Y
l
四
人
ハ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
併

と
し
、
γ

Y
l
問ぃハ

ル
一
二
個
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
に
し
て
、

B
級
榊
川
休
日
と
し
て
佐
川
し
仁
強
力
府
帆
決
置
に
移

す
こ
と
と
な
っ
て
い川
る
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
印
ち
小
山
気

蓄
甘
機
の
府
川
公
置
と
し
て
佐
川
す
る
揚
合
に
は
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
よ
わ
の
入

M
守
出
接
γ
Z
1
五
七
よ

わ
以
下
の
低
川
波
府
川
部
分
に
接
航
す
る
こ
と
に
依

わ
充
分
な
般
mヂ
ゼ
恥
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
場

合
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
椅
類
に
依
h

川
、
苛
穴
、
一
五
H
H
M
等

に
大
な

る
影
山
川
げ
あ
る
も
の
故
、
選
定
に
は
旧
民
れ
/
¥

も
山
な
す
べ
き
で
あ
る
。
オ

リ
オ
ン
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
本
機
に
池
合
す
る
校
に
、
特
性
上
殊
に
山
訟
を

例
っ
て
製
作
し
仁
も
の
故
、
雨
沢
は
必
令
、
併
川
す
べ

き
も
の

JY
あ
る
。

新ダ、ソマ

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
増
似
惇
と
し
て
は
マ

イ
ク
ロ
ホ
ン

結
合
m
MA

M

器
と
七

Y
!
五
ぃ
ハ
に
て
榊
似
し
仁
も
の
を

℃

Z
l
k
七
以
下
の
低
川
波
榊
一
帆
装
置
に
入
れ
る

と
に
な
っ
て
い仰
る。

マ
イ

ク
ロ
・
ホ
ン
結
合
鐙
同
器
は

マ
イ
ク
ロ
ネ
ン
の
特
性
に
従
っ
て
、
そ
れ
に
合
致
す

タこ王
寺
こ
支
ト
-

J

こ
t
H
J

ヲ
'
文
、

Z
ヰ・ルホ

r
L
e一-
一
日
吉H
1L
Ji

t

r
U
4
此

必
中
規
定
の
マ
イ
ク

ロ
ホ
ン
を
佐
川
せ
ね
ば
な
ら
中
.
勝
手
に
他
の
マ

イ

ク
ロ

・不ン

を
仙
川
す
る
時
は
、
結
合
愛
区
器
と
合

1

な
い
限
わ
放
来
は
入
五
然
望
む
、
」
と
が
出
来
な
い
の
で

あ
る
。
木
機
で
は
ラ
イ
ツ
型
の
特
製
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

を
使
川
し
て
川
る
。

作
佐
川
部
分
品

ω値
は
前
ロ
ハ
に
示
す
一
辿
わ
で
あ
っ

て
何
等
一前
切
を
要
し
な
い
か
、
此
の
部
分
け
川

ω品
、

不
良
は
貨
に
榊
悩
阻
付
金
慌
の
生
命
を
允
'
ド
れ
す
る
も
の

で
あ
る
故
、
以
内
此

ω部
分
け
川
み
-選
定
す
る
こ
と
は
論

を
佼
仁
な
い
。
叉
配
紘
の
具
合
に
依
わ
各
部
と
の
影

響
か
比
百
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

野
外
用
高
整
器

第
同
附
は
前
一
記
大
問
榊
幅
器
に
附
底
し
大
衆
山
と

し
て
驚
異
的
な
妓
来
ル
一事
け
る
伐
め
特
に
設
計
せ
ら

れ
仁
刷
帆
附
高
幹
器
で
あ
る
。
此
の
高
時
器
の
ス
ピ

ー
カ
ー
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
特
殊
小
型
ゲ
イ
ナ

E
ツ
ク
を

使
川
し
，
制
臥
全
胆
胞
は
分
以
の
銭
板
を
八
角
郡
一
に
し

一
校
に
泊
以
綜
接
に
て
少
し
の
隙
も
な
く
接
合
し
、

錆
止
ぞ
施
し
夏
に
エ
ナ
メ
ル
仕
上
け

と

な

っ

てい山

る
故
.
野
外
に
常
備
す
る
も
斧
支
な
く
、
叉
ユ
ニ
ツ

ト
を
包
む
部
分
は
防
泌
と
-
音
響
的
干
渉
に
充
分
出
立

し
、
噺

w
と
の
接
続
部
は
総
封
に
緩
ま
ぬ
桜
パ
ッ
キ

ン
グ
の
外
に
、
ス
プ
リ
ン
グ
@
ワ
ツ
シ
ヤ
ー
や
使
川

し
て
固
く
締
付
け
て
あ
る
。
則
臥
の
材
料
と
其
の
角

度
は
五
日
特
車
上
非
常
に
大
切
な
銭
め
、
ダ
イ
ナ

t
ツ

ク
@
ス
ピ
ー
カ
ー
の
特
性
み
考
慮
し
、
数
別
的
に
も

部
会
の
設
計
そ
施
し
て
製
作
し
て
あ
る
。

刷
川
町
特
有
の
反
響
に
依
る
不
明
瞭
な
賄
は
総
封
に
無

故
に
斯
る

川
す
る
川
は
、

く
、
貨
に
明
瞭
に
再
生
し
.
前
記
大
型
増
幅
器
と
併

数
町
先
迄
完
全
に
聞
き
分
け
る
こ
と

が
出
来
る
。

日
る。

携
帯
用
蹟
登
器

此
の
大

刊
に
〉

L
・
こ

1
0
タ
ー

調
節
川
に

.hι
バリ
P

ム
'ハ

イ
t
妥
什
K

7

/

型
7

グ
、
不

チ
ッ
ク
@

コ
1
1

ン

e

ス
ピ
ー
カ

ー

を

個

モ

タ

l
川
と

し
て
使
川

出
来
る
校

に
な
っ
て

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
府
幅
身
、
王
と
し
、
必
要
に
臨
応
じ
て

ラ
ヂ
オ
及
び
屯
試
蓄
音
機
の
増
幅
器
と
も
な
わ
、
融持

帯
に
使
利
で
然
も
妓
一
年
の
良
い
小
型
増
幅
器
と
し
て49 



報新

%
は
計
し
仁
の
ザ
印
ち
ド
機
で
あ
る
。

大
ホ

l
ル
に
於

け
る
端
唄
.
野
斗
乃

h
集
合
等
に
は
買
に
軽
便
で
あ
・
及

ザ

わ
使
利
な
も
の
で
あ
dO
3

殊
に
円
以
氾
み
デ
パ

l

ツ

び
大
向
山
竿
に
於
て
ん
日
一侍
川
と
し
て
い
臨
ん
に
使
用
せ

ら
れ
る
岐
に
な
っ
仁
λ
は
.
愈
々
L

本
機
の
限
値
が
認

め
ら
れ
て
来
七
も
の

と
忠
は
れ
る
。

此
の
セ
ッ
ト
は

♂
イ

ク
ロ
ホ
ン
装
置
と
小
別
に
グ

イ

マ

ナ

E
ツ
ク
。

λ
f
l
ヵ

l
二
個
及
び
増
幅
按
と
よ
り

h
p
u
x

、.F

L
H
，t
 

一
伺
け
鞄
に
利
よ

て
た
も
の
で
.
第
丘
問
は

七
〉
L
aノノ
y
y二
R
Tつ
に

d
p

』

ο々
/
ば
パ
/
一刀

}

千
立
口

院
わ
一
曜
の
た
主
坑
ヰ
印
刷
.

1
1
f

i
l
i
--
i
i
l
 

円
一--a
川
勾

f

約
十
h

ハ
キ
ロ
グ
ラ
ム
，
)
で
あ
る
。

使
川
の
際
は
第
六
闘
に
示
す
浦
一h
川、

向
左
右
の
読

を
パ
ッ
プ
ル
ポ

l
ド
代
川
と
し
て
袋
備
し
仁
小
刑
v

一高

山皆
様
を
任
志
の
個
所
迄
延
し
.
問
中
央
部
の
榊
制
限
附

を
調
節
式
の
廃
に
置
き
.

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
は
演
奏
者

の
前
に
備

へ
る
。
活
気
蓄
音
機
を
使
川
の
簡
は
ピ
ッ

ク
ア
ツ
ノ
の
接
続
個
所
に
プ
ラ
グ
ル
-
何

人

し

て

川

ひ
、
ラ
ヂ
す
榊
悩
降
と
し
て
使
川
す
る
際
は
、
検
山
部

分
以
後
の
も
の
を
同

一
の
川
に
は
比
約
す
る
。
此

ω場

合
ラ
ヂ

fω
部
分
は
特
別
の
配
紘
方
法
を
川
ふ
る
こ

と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
父
民
総
に
際
し
て
も
J

l

l

ト
側
と
ア

l
ス
側
と
密
閉
迷

へ
ぬ
校
に
社
内心
寸
へ
き

で
あ
る
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
場
合
は
必
中
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
別

ω
ボ
リ
ヲ
ム

・
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
ル
-
附

t
ろ
こ

とん一
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。

-K
・
機
に
は

I司11. 第

!i:，ij 

て
い

J-
u.下
ド
.3

プ
ム=一五
W
B
f£
T
U

マ
ツ
ゲ
新
川十
一

回洪
水
竹
を
使

川
し
、

マ
イ

ム

/ 、

ク
ロ
ホ
ン

の

場
合
は
み十一
部

~f'~ 

川
ひ
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、

ヂ
オ
増
幅
の

際

は

亡

Z
l

五
七
以
下
を
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あ
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~
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円
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U
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ト
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ぺ
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分
け
川
+
ぜ
門
ハ
ペ
一
し
加
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丈
情
一
陥

み
乱
の

記甲山ょ・一什.円
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川
一
れ
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ケ

ト

7
.
屯
源

ス
ヰ
ツ
チ

8
.
背
色
調
整
器

9
.
廿
泣
調
節
器

刊
.
ラ
チ
オ
及
ひ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
接
統
ジ
ヤ

ツ

ク

1
 
・11
 

日
.
光
小

Um小
引
凶
佐
川
器

u
.
品
作
凶
器

F

れ
の
川千

マ
イ
ク
ロ
ホ

ン
川
と
し
て
は
コ
ロ

イ
ド
む

1¥、

-也
少

H
S
L
L
h
b
。
山
古
1
、

明，l
『
』
F

、，H
I
t-
v

、jb
-
J

、ιr
==日
1
A

は
の
ト
リ

ク

ル
光

小
山
器
に
よ
っ
て
、
休
憩
小
随
川
光
屯
す
る
こ
と
が
出

-米
る
お
め
非
常
に
便
利
で
あ
る。

此
の
操
作
は

7
の

小山
源

ス
ヰ
ツ
チ
に
て
増
幅
器
川
及
び
充
電
用
の
雨
対

が一
品本
川
す
る
こ
と
に
な
っ
て
肘
る。

叉
調
印
対
と
高

時
熔
と
小
川
に
.
伝
川
町
民
置
を
役
?
、
一昔
日一h

eMH釘
等

-
い
就
て
ム
ロ
闘
を
行
ふ

『)
と
が
出
来
る
校
に
設
備

ιて

民
る
や

マ
イ
ク

ロ
・
ホ
ン
ま
ラ

イ
ツ
相
特
払
H

川
ル
佐
川

し
て
居
る
，
か
、
第
九
凶

ω如
、
丹
、
何
似
な
ボ
タ

ン

m
J

イ
ク

ロ
ホ

ン
を
使
川
す
れ
ば
.
刈州
市生一
けに
は
非
怖
に

便
利
で
あ
る
。

川U
源

は
大
型
榊
削
除
と
川
似
交
流

一
O
Oヴ
4

ル

ト
、
五

O
乃
至」
ハ
O
サ
イ
ク
ル
に
し
働
什

P
Hd

k

ぷ
4

・

-d''r小
』

、

ι唱

設
計
し
.
増
幅
慌
は
い
ぷ
よ
わ
ゲ
イ
ナ

t
ツ
ク

・
人
ビ

ー
ヵ

!
の

U
H
P迫
、
メ

Lm
Fつ
ω
小U
似

ノ
，
づ
グ

に
よ

っ
て
供
給
し
作
る
こ
し
ー
な
っ

1
ゐ

ιU

ー
じ
宰
〉
長
山

A1hy
--，
市
町

H
4
九
二
四

川I
l

i

h
!

?
‘

J
ノ

」

~ο
t
-広告
げ
ぜ

λ
イ

j

l
u
l
h
t・-
4

す
べ
き
叫
ん
恥
け
乙

'r
.
第

.
に
V

イ
ケ
U

小
ン

ス
ピ
ー
カ
ー
の
ぷ
開
場
川

ω附
係
じ
あ
乙
ο

市
内

に

て
仙
川
す
る
川
は
併
に
剛
弁
の
1

・ゅ
に
け
ぷ

4
心
必

要
が
あ
る。

ハ
ウ
リ
J

ク
や
小
川
的
町
村正
、
什
斯
か
ら

以
川
に
依

乙
山地
A
一いに
し

い
も
川

工
あ

心
J

バ
入
、
ィ

ク

ロ
オ
ン
か
点
ドA
ル
仏

勺
こ
と
は
j
然
物
(

.

N

M
パ
に

於
て
は
'以
く
什
ぷ
{9
J
き
こ
と
と
川
?
づ

[i:.ij 

斯
・
カ
乙
似
力
榊
一川
昨

ω民
'本
析
は
温
・
以
，か
川
此
り

上
昇
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
通
風
に
什
ぷ
-J
乙

ω

ブL

は加
川
崎
、
休
憩
小
は
成
乙
吋
く
λ

A
s
ツ
チ
ル
-断

勺
て

置
く
‘
べ
き
で
あ
ろ。

./of; 
・'Ã~

タ
イ

7

E
ヅ
ク

@
サペエ

ー
カ
ー

よ
刈
J
M
M
L
J
革
氏

l

y

t
--
/
ム

I
j
d
司

14
ふ
百

川ハ
令
以

っ
て
裂
什
さ
れ
て
い川
ろ
故
、
川
悦
/
A
令
防
ぐ
と

北ハ
仁
降
州
警
に
て

山
ら
さ

ぬ
り
仏
ぷ

i
ろ

ω
か
川
山
ι

で
あ
る
つ

カ

ツ

l
ω
(口
包
れ
は
J

イ
ク

U
4
ンリ
川
仁

ι

て
る
掛
川
政
行
川
州

ω・叫
んふ
(弘
氏
で
あ
る。
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電

気

蓄

音

器

オ

リ

オ

ン

R
ー三
二
競
に
つ
い
て

報

L
f
h
白
色
--d

司
味
北
九
叫
」

.月
一J
E
f
f
4
4
j
1
8泊
帥

』

リ

事

業

部

ラ

ヂ

オ

課

其
の
依
の
い
ぽ
音
Jm-
楽
し
む
『
)
と
が
出
来
る
。

且
つ
最
新
式
優
秀
な
モ
ー
タ
ー
争
使
川
し
て
ゐ
る

ラ
ヂ
ォ
の
白
白
し
い
殺
達
は
.
一

一
川
蓄
音
器
を
幽

閉
し
仁
親
が
あ
っ
仁いか
、
結
川
ラ
ヂ
ォ
の
地
円
川以
後
達

は
却
っ
て
菩
背
探
の
必
要
性
ル
一
喚
起
さ
せ
る
に
至

っ

た
。
殊
に
蓄
一昔
尽
の
レ
コ
ー
ド
が
小
川
以
吹
込
と
な

句
、
此
れ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
川
ひ
仁
所
謂
活
気
蓄

新ダ

一五日
深
で
再
生
す
れ
ば
版
昔
に
最
も
近

、ソ

い
・
音
が
出
る
こ
と
に
な
り
、

ド
音
楽
も
小
川
以
弦
間
正日
詳
の
出
現
に
依

っ
て
、
初
め
て
完
全
に
楽
し
み
ね
る

やぷニエ
コ
」」0

4

f
I
t
J
J

J

J

l

 

新
後
定
品
の
オ
リ
オ
ン

R
l
一」二

流
は
屯
気
蓄
五日
俸
と
し
て
多
大
の
好

評
を
得
て
げ
る
オ
リ
オ
ン
八

O
O慌

の
姉
妹
品
で
あ
っ
て
、
優
秀
な
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
レ
コ
ー
ド
在
再
生
し
、

レ
コ
1
i

マ

か
ら
同
制
作
は
椛
買
で
不
同
が
な
く
、
長
川
間
述
絞
使

川
す
る
も
モ
ー
タ
ー
が
熱
す
る
校
な
こ
と
は
な
い
。

叉
従
来
の
此
耗
の
も
の
の
殆
ん
ど
全
部
が
ダ

イ
ヤ
ル

ダ
イ
ナ
E
ツ
ク

o

ス
ピ
ー
カ
ー
を
働

か
し
て
ゐ
る
か
ら
、
一音
色
明
液
.
音
量
豊
富
、
賞
演

オリオン R-32~k 

39刺

15}庖

1f 

fit 

具

京

3S ~~_Il( 

-1-7判!

第一 l川
~ 

右主

を
前
聞
に
取
付
け
て
あ
る
罷
め
、
胆
間
裁
卜
五
地
一憾
な
貼

キナ

判
引
ハ

-'_ ，、

郎

も
あ
っ
仁
が
、
木
器
で
は
此

れ
令
令
部
側
雨
に
取
付

オリオン R-32披内部第二間

け
、
前
一而
は
は
憎
め
て
俊
夫
な
感
や
判
明
は
す
に
止
め
た

等
、
洗
練
さ
れ
大
俊
維
な
感
組
問
は
和
室
に
遁
し
、
洋

室
に
好
く
、
叉
山
頭
等
の
立
波
な
装
飾
品
で
あ
る
。

叉
御
婦
人
に
も
持
注
び
出
来
る
様
に
軽
く
設
計
し
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ヂ
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と
し

て
共
備
す

べ
き
総
て

の
保
件
に
叶
ひ
、
食
釘
は
一冗
よ
り
装
飾
品
と
し
て
も

巾
分
の
な
い
[
ラ
ヂ
ォ
併
川
小
山
以
蓄
五
日
器
で
あ
わ
、
推

奨
に
値
す
る
も
の
と
確
信
す
る
。

第
三
凶
は
木
機
の
り
山
総
略
凶
で
あ
る
が
、

一迎
hw
ラ
ヂ
ォ
受
信
機
と
し
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は
ス
ク
リ

ー
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・

ダ
リ

御
脳
同
の 0.00025 l¥1FD 

ツ
ド
四
極
マ

ツ

ダ
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u
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r
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二

問
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町
側
ベ

ン
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l
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U
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音
色
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100，000.9 

25，0002 

る
の
で
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消
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1 mcg 

斗noJ2
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R.， 

幽一品
岱
な
昔
日一旦

Rl 

R~ 

R4 

R.; 

R[j 

Ri 

R 

と
は
優
秀
な

ゲ
イ
ナ

t
vノ
ク
@
ス
ピ
ー
カ
ー
の
般
本
と
共
に
他
の

追
随
宇
一許
さ
ぬ
も
の
で
あ
り
.

M
人
格
派
休
日
と
し
て
は

マ
ツ
ダ
真
宗
竹

K

X
l
二
八

O
を
川
ひ
妓
一
年
の
よ
い

雨
波
紋
戸
出
を
行
っ
て
ゐ
る
。
受
信
機
と
し
て
の
波
長

範
囲
は
一

、
問

0
0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
ハ
約
二
一
四
米
)

か
ら
五
五

0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
ハ
約
丘
四
五
米
)
迄
受

信
出
来
る
か
ら
判
れ
の
川
の
地
取
に
も
品
川
町
支
は
な

い
。
叉
U
U
試
蓄
ヱ
日
深
と
し
て
は
其
の
心
臓
部
と
も
得

す
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
は
以
良
の
も
の
を
川
ひ
.
レ

コ
ー
ド
の
再
生
は
険
法
竹
じ

Y
l
二
二
四
以
下
の
榊

阿
波
置
で
路
大
し
、
人作
品け
階
を
円
以
も
良
く
現
す
校
に

特
に
川
芯
し
て
製
作
し
仁
グ
イ
ナ

t
ツ
ク

@
ス
ピ
カ

ー
や
働
作
さ
せ
て
ゐ
る
。
叉
立
H
U
X
の
調
印
は
勿
論
、

一
二
吋
岡
枠
板
及
び
迷
皮
調
整
器
，
向
動
停
止
装
置

等
悉
く
完
備
し
非
常
に
似
利
で
あ
る
。
殊
に
従
来
の

川
謂
電
気
蓄
一
昔
採
の
刑
十
一
を
破
っ
て
極
く
小
型
に
、
且

つ
恥
く
製
作
さ
れ
て
ゐ
る
貼
は
御
仙
川
に
際
し
て
見

逃
す
こ
と
の
出
来
な
、
保
件
で
あ
ら
う
。
屯
試
蓄
・
1
H

採
の
ス
ヰ
ツ
チ
は
機
械
的
に
ダ
イ
ヤ
ル

・
シ
ャ
フ
ト

に
述
結
せ
ら
れ
て
日
る
。

活
源
は
一

O
Oヴ
オ
ル
ト

、
五

O
|
ムハ
O
サ
イ
ク

ル
で
消
費
川
力
は
約
五

O
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

抹
て
泊
以
蓄
-Z
H
得
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
使
川

レ
コ
ー

ド
を
茄
め
る
と
云
ふ
校
な
設
を
往

々
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
此
れ
は
泊
以
蓄
音
器

と
し
て
は
賀
際
迷
惑
千
前
な
こ
と
で
、
本
質
は
鼠
r
ろ

不一然一

μ封
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
を
損
傷
す
る
原
閃
は

サ
ク
ン
ド
@
ボ
ッ
ク
ス
の
重
さ
、
レ
コ
ー
ド
而
と
針

す
る
と

と
の
角
・
民
、
サ
タ
ン
ド
。
ボ
ッ
ク
ス
祉
に
ア
!
ム
の

動
、
雪
、
針
の
穴
等
で
あ
る
が
、
先
づ

レ
コ
ー
ド
而
の

主
拡
を
比
較
し
て
兄
る
と
、
普
通
サ
ク
ン
ド

・
ボ
ッ

ク
ス
は
一
五

O
l
二
二
丘
瓦
ハ
問
O
l
hハ
0
・処
)
位
で

あ
る
。
然
る
に
オ
リ
オ
ン

e

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
僅
か

に
一
二
三
札
ハ
三

O
必
)
程
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
間
と
針
と
の
角
度
は
レ
コ
ー
ド
を
・
刻
め

る
上
に
於
て
影
響
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
前
一五日

伐
に
重
大
な
影
響
を
及
す
も
の
で
あ
る
。
普
泌
サ
ク

ン
ド

。
、
ボ
ッ
ク
ス
は
殆
ん
ど
凡
て
が
縦
に
長
い
筑53 



報

め
、
少
し
の
傾
斜
も
針
先
に
は
甚
し
い
傾
き
を
奥
へ

る
が
、
オ
リ
オ
ン
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
其
の
構
造
を

可
及
的
に
低
く
し
七
銭
、
針
先
の
傾
斜
す
る
こ
と
は

絡
封
に
な
い
。
殊
に
ア

l
ム
は
ス
ム
ー
ス
に
動
く
様

に
、
重
口
一
旦
の
平
均
と
云
ふ
貼
に
刊
な
し
て
あ
る
筑

め
、
タ
ー
ン
・
テ

l
プ
ル
の
廻
制
作
に
連
れ
て
何
等
の

支

mmも
な
く
作
動
す
る
校
に
釧
心
な
考
慮
が
排
は
れ

て
居
る
。

サ
タ
ン
ド
@
、
ボ
ッ
ク
ス
は
御
承
知
の
通
わ
雲
母
板

ジ
ユ
ラ
ル

t
ン
等
を
主
と
し
て
使
っ
て
居
る
矯
め
、

新

使
川
材
料
其
の
物
の一
昔
を
出
す
『
)
と
は
誰
れ
し
も
考

ダ

へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
其
白
地
で
乙
等
の
材
料
を
使

刑
し
た
従
来
の
蓄
音
器
が
、
一
鰹
に
一
種
特
別
な
固

い
所
謂
蓄
一五日
器
ら
し
い
一苛
を
出
す
と
云
ふ
『
」
と
も
宇

は
れ
な
い
事
買
で
あ
る
。
ピ
ク
タ

1
.

コ
ロ
ン
ピ

ャ
、
チ
ニ

1

等
の
高
級
品
に
於
て
は
、
各
枇
競
っ
て

7
1
ム
及
び
ホ
ー
ン
等
に
夫
々
下
一夫
を
疑
ら
し
て
居

る
が
、
共
れ
で
も
桝
一
背
穴
に
於
て
は
物
足
り
ぬ
感
が

あ
る。

印
ち
従
来
の
蓄
音
器
で
は
サ
ク
ン
ド
・
.
ボ
ッ

ク
ス
の
材
料
の
関
係
上
、
低
音
を
良
く
出
す
こ
と
は

笠
ん
で
も
不
可
飽
な
こ
と
で
あ
っ
仁
。
然
る
に
レ
コ

ー
ド
菅
沼
の
刻
み
に
依
乙
針
の
動
、
ぎ
を
也
接
世
以
的

に
鋭
化
す
る
や
う
な
小
山
以
帯
広日
採
が
出
品
し
て
か
ら

は
、
今
迄
の
欲
望
で
あ
っ
仁
低
音
を
忠
ふ
存
分
に
出

す
こ
と
が
出
来
る
銭
め
、
念
激
な
義
肢
を
来
し
・
に
の

、フマ

は
貨
に
九
百
然
の
こ
と
で
あ
る
。

然
し
あ
ま
り
低
一昔
を
出
し
過
ぎ
て
、
川
町
気
蓄
音
器

は
低
一音
ば
か
り
で
高
一音
部
は
出
な
い
も
の
と
忠
は
れ

る
様
な
感
じ
を
一
般
に
持
仁
せ
る
に
至
つ
仁
。
此
れ

で
は
側
近
っ
て
魂
の
無
い
の
と
同
校
で
.
一音
楽
で
は

殊
に
松
山
音
が
良
く
出
な
い
と
.
賀
際
の
音
と
は
惑
か

に
違
っ
た
一背
に
な
っ
て
仕
抗
ふ
。
其
彪
で
低
音
部
は

素
よ
り
高
膏
部
迄
一
様
に
平
均
に
背
の
出
る
蓄
音
器

が
欲
し
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
.
斯
か
る
知
に
研
究

の
重
貼
を
置
き
、
各
部
分
に
亙
ゎ
詳
細
に
研
鈴
を
重

ね
、
濯
に
オ
リ
オ
ン
屯
気
蓄
・
音
捧
を
完
成
し
丈
の
で

あ
っ
て
、
是
非
共
御
試
泌
を
阪
ひ
仁
い
。

最
後
に
御
参
考
ま
で
に
屯
気
蓄
苦
界
の
取
扱
上

一
の
佐
山
な
す
べ
き
黙
を
掲
け
る
。

¥ノイ
レ
コ
ー
ド
は
其
の
種
類
に
依
っ
て
所
要
同
特

f
t
¥
 数
が
異
る
か
ら
、
其
の
廻
聯
控
皮
に
出
な
を
要

す
る
ハ
ピ
ク
タ

l
は
一
分
間
七
八
問
、
コ
ロ
ン

ピ
ヤ
、

.ホ

リ
ド
ー
ル
は
一
分
間
八

O
問
)

¥

}ノロ
巾
す
迄
も
な
く
針
は
其
の
郡
山
皮
取
符
へ
る
事

f
1
¥
 且
つ
良
質
の
も
の
を
使
川
す
る
事
、
レ
コ
ー
ド

損
傷
の
原
因
は
大
部
分
が
針
の
不
良
に
依
る

¥
}J
 
ハ
活
気
蓄
音
器
と
し
て
は
竹
針
は
鈴
ゎ
成
総
が

f
t
¥
 
よ
く
な
い
。

¥、，
Jニ

ピ

ッ

ク
ア
ッ
プ
を
レ
コ

ー
ド
間
に
載
せ
る
昨

f
t

、は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
指
で
支
へ

、
静
か
に
レ
コ

54 

!
ド
而
に
載
せ
る
事

、
村
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
調
整
が
狂
ふ
恐
れ
あ
る
震

f
t
¥
 め
.
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
針
の
部
分
身
箱
の
級
や

タ
ー
ン
・
-
プ

l
プ
ル
等
に
て
激
動
を
奥
へ
ぬ
様

に
山
立
す
る
事

¥

}ノヘ
モ
ー
タ
ー
の
故
防
の
原
閃
と
な
る
か
ら
、
モ

f
t
¥
 ー
タ
!
の
起
動
停
止
は
必
中
ノ
ス
ヰ
ツ
チ
に
依
っ

て
行
ひ
、
決
し
て
廻
料
中
の
タ

l
ン
・
-ア

l
プ

ル
を
手
で
止
め
ぬ
事

¥

}ノト
モ
ー
タ
ー
に
は
昨
々
所
定
の
筒
所
よ
わ
民
泊

f
l
¥
 を
忘
れ
ぬ
事

¥
3ノチ
レ
コ
ー
ド
の
保
存
に
は
漁
気
の
あ
ゐ
場
所
は

f
t

、絶
射
に
避
け
る
事

¥
t
ノリ
レ
コ
ー
ド
が
反
つ
仁
昨
は
円
光
に
あ
て
て
手

f
t

、の
中
で
温
味
を
感
宇
る
程
度
に
し
て
卒
な
場
所

に
移
し
、

レ
コ
ー
ド
を
拾
枚
位
載
せ
て
向
然
に

也
し
.
決
し
て
念
激
に
主
主
守
秘
せ
ぬ
事

¥
1
ノヌ
レ
コ
ー
ド
の
掃
除
に
は
ビ
ロ
ー
ド
を
川
ひ
る

f
t

、、の
が
門
以
も
放
果
的
で
あ
る
。

一

電
一一鳩山市
一旦
白
川
市
と
し
て

の
必
安
保
件
は
、

ハ
ム

(
雑

d

一日u
)

の
な
い
と
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
市
立
ロ
と
低
一耳目と

が
迎
什
川
に

川
て
、
そ
れ
に
ヴ
オ
リ
ウ
ム
・
コ
ン
ト
ロ

ール
(一山
口
北
訓
整
)
と
ト
1

ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ハ一
音
色

制
整
〉
と
が
内
出
に
川
来
れ
ば
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聞

く
相
場
合
な
ど
楽
器
の
例
性
が
表
れ
て
誠
に
而
内
い
。



報

日召
'“、

明

新

大
阪
憲
美
須
町
公
圏
内
の

我
社
の
電
気

サ
イ

シ

大
阪
忠
夫
須
町
公
凶
地
内
の
我
枇
の
活
気
サ
イ
ン

ダ、ソマ

は
、
阪
念
杭
川
牒
正
聞
の
電
気
サ
イ
ン
と
封
立
し

て
、
大
阪
に
於
け
る
明
る
い
活
気
サ
イ
ン
と
し
て
の

代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。

此
の
電
気
サ
イ
ン
は
高
さ
約
一
二
米
、
幅
約
二

・

五
米
で
、
首
球
の
取
付
数
は
日

l
四
五
相
一
色
川
町
球
一

大阪$:美 三l~ 11lf公闘 Jつ電 以サイン

ランプ の 場合

九
O
O
校
、
二
O
ワ
ッ
ト
七

O
O
絞
で
線
取
付
数
二

六
O
O
崎町
、
使
川
小
山
力
は
三
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
っ

て
.
貼
減
器
を
使
則
す
る
同
総
数
は
五

O
同
線
で
あ

る
。
動
域
の
以
態
は

7
1
ク
の
マ
ツ
ダ
は
中
心
か
ら

外
方
に
向
っ
て
午
が
・次
第
に
大
き
く
な
っ
て
行
く
。

総
サ
イ
ン
雨
の
マ
ツ
ダ
は
常
に
貼
じ
て
庇
て
、
ラ

ン
プ
と
真
宗
管
の
文
午
が
交
互
に
貼
依
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
ラ
ン
プ
の
ヰ
が
出
大
時
は
下
に
近
球
の

形
が
表
れ
、
真
宗
管
の
字
が
現
れ
大
際
に
は
下
に
真

宗
管
の
形
が
出
る
や
、
フ
に
な
っ
て
目
的
る
。

シ
ャ
と
す
リ
ヤ
に
丸
型
全
光
電
球

民空竹 心 場合

京
京
上
野
の
松
坂
屋
上
野
屈
で
は
一
階
の
装
飾
照

明
と
し
て
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
に
.

A
1
迄
は
六

O
ワ
ッ

ト
丸
型
内
雨
艶
市
電
球
を
使
川
し
て
居
っ
た
が
、
今

岡
そ
れ
を
同
一
ワ
ッ
ト
の
丸
型
全
光
電
球
に
ω
変
更
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
中
旬
か
ら
賀
行
さ
れ
て
居

る
。
内
而
艶
治
電
球
を
使
用
の
場
合
は
内
部
の
織
僚

の
部
分
が
明
る
く
、
他
の
部
分
が
相
暗
い
感
が
す
る55 



報

が
、
会
光
川
町
球
を
川
ひ
る
と
入土
問
胞
が
円
く
明
る
く
な

新

Jコ
て

小
川
球
私一
見

つ
め
て
も
肱
し
さ
争
感
じ
な
く、

心
地
よ
い
照
明
が
斜
ら
れ
て
日
る
。

タず、ソマ

津
村
順
天
堂
の
ネ
オ
シ
・
サ
イ
シ

中
鼎
湯
で
名
高
い
津
村
順
天
堂
の
け
比
物
に
今
問
、
不

オ
ン
サ
イ
ン
が
施
さ
れ
仁
。
京
異
に
一
示
す
如
く
二
木

の
ボ
ー
ダ
ー
で
建

物
の
外
廓
を
示
し

内 Tai~~ i行屯球 使川

こ
『ト

二
、

J
l
h
ア
l
t

屋
上
に

中

鼎

姫

が

赤

、

青
、
総
の
三
色
の

配
介
で
美
し
い
顔

)L )回全 光 屯球 f史川

を
出
し
て
川
る
。
ネ
オ
ン
の
会
長

五

O
米
。
此
建

物
は
点
京
協
点

n
の
火
活
わ
と
、
日
本
柿
本
一
迎
わ
と

の
交
叉
貼
に
而
し
て
川

っ
て
、
従
来
そ
の
出
場
に
は

屯
飾
ら
し
い
も
の
は
判
も
な
く
淋
し
か
っ
た
の
が、

此
サ
イ
ン
に
よ

っ
て
救
は
れ
士
。

ハ附
)

帝
都
電
銭
合
同
社
の
サ
イ
シ

ンイサilt村 )1111 Jz. '~~の
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池
谷
を
起
貼

と
し
て
水
の
公

Zノ

同
井
の
頭
へ
走

る
帝
都
泊
銭
は

郊
外
と
市
ゐ
-結

ぶ
円
以
短
小
山
車
と

し
て
人
々
の
利

似
に
多
大
の
貢

臥
を
し
て
ゐ
る

が
、
今
岡
崎ての

イ帝都 電銚令所tの ilr線紹 介 の定以 サ

営
業
料
路
並
に

そ
れ
と
交
又
す

る
小
川
版
念
行

屯
車
の
沿
似
の

サ
イ

ン
を
比
例
谷

野
に
設
置
せ
ら

?」

--
o

4
4
J
i
 

サ
イ
ン

は
ネ
オ
ン
と
屯

球
の
併
川
で
ネ

オ
ン
は
藤
氏
式

で
あ
る
。

富

久

商

舎

及

び

今

村

商

舎

の

ネ
オ
シ
・
サ
イ
シ

看
板
山
告
の
王
沌
を
山
め
る
も
の
は
依
然
と
し

T

ネ
オ
ン
サ

イ
ン
で
・
め
る
の
は
何
人
も
否
定
出
来
ぬ
借
地



報新ダ、ソマ

で
あ
り
、
殊
に
屯
試
山
の
・病問
一
は
カ
フ

エ
ー
と
は
別

の
な
味
で
、
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
は
必
須
の
も
の
と
.
X
ふ

ik久 Il'fj合 心 ネオンサイン

べ
き
で
あ
る
。

K
二
月
七J
こ
〉
ま

了
7
1
i
h
-
-
d
h

I
J
i
J
t
T
ο
tM
1
.
B
A
l
m
--い
-m

保
町
の
今
村
山
台
と

M
M小
川
町
の
山川
久
市
命け
の
マ

ツ
ダ
丘
小
川
符
の
、
み
オ
ン
サ
イ
ン
で
、
利
れ
も
三

O
l

四
O
米
の
、
不
オ
ン
竹
が
仙
川
し
て
あ
る
。
ハ
一h
，l
J

製

c 
ロロ

新
製
品
マ
ツ
ダ
・
ネ
オ
シ
ラ
シ
ブ

主
と
し
て
配
屯
盤
川
と
し
て
の
需
要
に
・膳
じ
っ

、

あ
っ
た
マ
ツ
ダ

・
ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
は
.
泣
い
栄
作
時
代
の

新
出
一
不
機
持
類
の
附
加
に

つ
れ
て
満
要
以
併
の
趨
勢

今村 Il'fj千r.1) ネオンサ イ ン

にわ代
h

川
、
他
方
終
夜
灯
と
し
て
も
良
一慣

が

認

め

ら

れ
、
円
熱
小
山
球
に
よ
る
終
夜
般
に
置
換
へ
ら
れ
る
傾

山
が
片
山
だ
渋
川
一
げ
と
な
っ
て
い
米
大
。
こ
の
以
内
は
此
相

の
特
殊
川
迭
の
光
源
に
於
て
は
、

川
目
力
消
費
支
が
側

少
で
あ
り
、
支
定
収
一
抗
が
口
金
内
に
公
置
し
て
あ
る

等
、
其
他
ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
の
特
長
が
一
般
に
別
解
さ

ネ
オ
ン
ラ
ン

プ
の
粍
瓶

ワ

ツ

一
O
O
A
ぴ
ニ
ニ

O
ヴ
オ
ル
ト
川

一

一
O
O及
び
二
二

O
ヴ
オ
ル

ト
川

一
O
。
五

二

O
ヴ
オ
ル
ト
川

一
0
・
0
五

X
は

0
・一

一
@
五

一O
O
A
び

日mネ オンランフ

れ
る
に
至

っ
た
ね
川
市
で
あ
っ

て
.
孜
枇
は
此
機
泌
に

先
ち
ト
ぃ
八
々
の

川
沿
一
に
池
朴
川
な
、

允
記
ぃハ叩刊
の
新
製
品

を後ぃ一
一は
す
る
こ
と
と
な
っ
仁
。

f-l 

ノそ、
‘". 

総
丈
(
粍
)
一
屯

又又
』ま』ま

0 0 

立立川
， -寸4

G T .~ I '~.球
二二 五 I1[1明
五瓦 o11寝前

X0 
3王f;士ι二-
0 五 O

Qg ノに ブL

O 二 O

板1i-i1 蝦

似品:

型型 11、明ネオンランプ-T_M 日
己珂
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フ

ヂ

オ

新
設
賓
マ
ツ
ダ
轟
空
管
の
定
債

左
記
新
後
党
の
マ
ツ
ゲ
良
一
本
一
行
四
時
刊
の
定
償
は
突

の
や

う
に
決
定
し
た
。

報

マ
ツ

ダ
国
ド
山乍砕
い
HU

Z
l
問

1/ 

U

Z
I
七
七

1/ 

U
Z
l
七
八

新

K
Z
l
二
五

Z
五

1/ 

ダ

日召，..、

明

、ソ

二

月

中

の

参

観

者

五
・
五

O

四
・
五

O

四
・
五

O

五
・
0
0

且主
~ 

校

一
一
円
中
の
照
明
事
校
の
悲
観
点
A
は
主
な
る
間
関
参

観点
A

一
三
組
其
人
数
八
O
O名
、
一
般
悲
観
点
A
九
一

同
名
、
合
計
一
、
じ
三
同
名
の
多
数
に
及
ん
だ
。

主
な
る
開
館
悲
観
点
机

マ

辻
築
工
叶
型
車
院

東
京
工
業
大
平
定
以
科
早
々

kr
手、

H
リ
手
官

K
A
t
-
-
v
h
H
£r
p

乞£
J
U

前
五
j
A鎖
f
ポ
A
H

ヲ
ド

千
柴
マ
ツ
ダ
ん
M
H

城
北
マ
ツ
ダ
ん
刊
川
ハ
本
郷
↓
仇
)

城
北
マ
ツ
〆
合
H

ハ
浅
草
匝
〉

四。四九。

中
央
電
気
前
合
顧
客
先

東
京
市
電
電
燈
課
小
石
川
管
業
所
顧
客
先

東
京
市
電
電
燈
諜
炭
尾
営
業
所
顧
客
先

東
京
市
電
電
燈
課
指
定
工
事
応
組
合

令
城
間
A
M
U

主
催
篤
毘
の
合

芝
浦
製
作
所
鶴
見
工
場

銚
泣
省
大
加
電
力
回
一

小

計

八

O
O名

一
般
参
観
者

海
軍
工
機
恩
一校
校
長
小
野
中
鼎
閣
下
他九
三
三
名

一
、
七
三
四
名

四

0 

一
六

O

一
三

O一O
一
二

O
t二。一五

二
月
中
参
観
者
合
計

雑

報

地
下
銭
銀
座
騒
の
我
祉
の
看
板

去
る

月
三
け
に
地
下
鋭
は
銀
座
ま
で
の
延
長
総

が
開
通
し
て
、
大
点
京
市
の
交
通
機
闘
の
上
に
北
大

な
利
制
作
を
奥
へ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

。

附
川
介
の
銀
応
と
し
て
そ
の
一
一家
事
争
誇
り
.
あ
ら
ゆ

る
文
明
の
施
設
と

E
大
な
資
本
の
下
に
美
々
し
く
飾

ら
れ
た
大
銀
応
、
そ
の
一
古
代
味
に
加
ふ
る
に
地
下
銭

の
開
通
に
依

っ
て
夏
に
立
問
的
に
も
延
び
行
く
こ
と

と
な
っ
た
。
浅
草
の
特
製
(
な
遊
覧
地
応
か
ら
銀
・
抵
の

ベ

l
プ
メ
ン
ト
迄
俺
か
に
十
五
分
と
云
ふ
虞
に
、
近

58 

代
人
を
魅
了
し
た
の
は
言
を
侠
た
な
い
。
従
っ
て
乗

降
客
は
円
毎
に
そ
の
数
十
ぜ
増
し
て
居
る
。

こ
の
現
航
に
着
目
し
た
ア
ン
グ
ラ
祉
で
は
.
各
有

名
商
品
の
炭
告
に
よ
る
賢
上
増
進
と
構
内
の
商
業
美

地下錨銀陀騨 の 我祉の者板

術
化
に
着
目
さ
れ
、
'
既
に
各
停
車
場
は
宛
ら
成
告
美

術
展
腎
命
日
々
場
の
親
を
呈
し
て
ゐ
る
。

今
同
銀
応
騨
の
落
成
と
共
に
.
地
上
の
銀
座
に
比

敵
す
る
地
下
の
銀
座
逝
歩
道
建
設
に
常
り
、
樹
新
に

し
て
高
山
川
然
も
成
止
円
償
値
一

O
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
各

精
看
板
が
都
人
士
の
購
完
心
を
芯
起
し
て
ゐ
る
が
、

中
で
も
我
祉
の
?
ツ
グ
ラ
ン
プ
の
看
板
は
、
ネ
オ
ン

と
屯
球
と
の
併
川
に
よ
る
最
新
技
式
の
ア
ト
ラ
ク
チ



報

ー
プ
な
も
の
で
、
銀
座
の
情
緒
に
ピ
ツ
タ
リ
合

っ
て

人
々
の
歩
を
留
め
て
居
る
。

我

社

主

催

の

大

阪

及

び

京

都

ヂ

オ

技

術

講

演

舎

7 

ラ
ヂ
ォ
界
の
準
肢
に
一見
に
一
肢
の
拍
車
を
か
け
る

も
の
は
、
良
一本
管
の
呉
撃
な
研
究
と
、
こ
れ
が
新
製

t
n
乃
主
長
こ
J

「
五
ら.ム

、
。

I
U
J
ぢ
若
1

町タ
7
7
3
U

今
回
我
枇
は
幾
多
附
噴
の
結
果
.
円
以
も
一
般
的
に

新

使
川
さ
れ

る
兵
本
竹
の
よ
わ
能
不
良
い
、
然
も
溌
ろ

く
べ
き
支
債
な
新
製
品
を
後
表
し
大
『
)
と
は
阪
に
衆

知
の
こ
と
で
あ
っ
て
.
こ
れ
は
我
枇
の
ラ
ヂ
オ
界
へ

ダ

の
奉
仕
の
一

端
の
且
(
向
切
で
あ
る
。

ラ
ヂ
ォ
界
の
斯
く
の
如
き
進
展
は
勢
ひ
-
フ
ヂ
ォ
技

、ソ

術
活
の
不
断
の
似
h
Hを
要
ω託
す
る
。

去
る
三
月
卜
五
日
大
阪
市
四
ッ
椅
貸
業
合
館
大
ホ

マ

ー
ル

で
県
行
さ
れ
仁
西
部
ラ
ヂ
オ
商
工
組
合
後
援
、

我
枇
主
催
の
ラ
ヂ
ォ
技
術
緋
演
命
日
は
、
こ
の
ラ
ヂ
オ

技
術
栄
へ
の
端
的
な
然
も
以
も
呉
川
仰
な
知
識
の
欲
求

Jm-
漏
す
の
合
と
し
て
.
出
衆
・
貨
に
三
五

O
M引
と
云
ふ

此
花
合
合
と
し
て
は

レ
コ
ー
ド
破
り
の
集
わ
で
、
進

反
し
て
止
ま
ぬ
ラ
ヂ
オ
界
の
一

而
守
泣
憾
な
く
殺
搾

し
大
も
の
と
云

へ
ょ
う
。

向
翌
十
六
日
に
は
同
所
に
て
技
術
家
と
の
座
談
曾

が
開
催
せ
ら
れ
、
越
え
て
十
七
け
に
は
京
都
市
首
々

気
普
及
館
楼
上
で
、
大
阪
に
於
け
る
と
同
じ
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
下
に
講
演
曾
が
開
催
せ
ら
れ
、
こ
れ
亦
非
常

な
熱
と
真
剣
さ
を
持
つ
大
合
合
で
あ
っ
丈
。

特
に
大
阪
に
於
て
は
、
B
K
の
民
江
常
務
が
一
揚

の
所
感
を
述
、
へ
ら
れ
大
こ
と
は
、

一
同
の
感
激
す
る

』
胞
で
あ
っ

k
。

プ

ロ

グ

ラ

ム

一
、
新
し
い
民
主
管
と
北
(
の
際
川
に
就
て
今

井

孝

氏

一

つ

百

(

空

管

の

知

識

大

塚

雄

二

氏

一二
、
新
し
い
愛
信
悶
路
及
び
ス

ー
パ
ー

ヘ
テ
ロ
グ
イ
ン
と
ト
ラ

ン
ス
レ
ス

セ
ッ
ト
に
就
て

奥

中

慨

海

タト

紐
育
一
の
電
気
サ
イ
シ

っ
空
前
の
大
映
査

エ
ス
キ
モ
ー
L

の
電
気
看
板
は
、

粍古
川
口
抜
の
ア
ス
タ

ー
劇
場
の
州
市
に
掲
け
ら
れ
大

も
の
で
、
こ
の
屯
気
看
板
が
如
何
に
意
匠
が
胤
斬
新
で

大
き
蛇
に
色
彩
の
調
和
が
取
れ
て
居
る
か
は
，
偉
大

な
組
育
ホ
ワ

イ
ト
・

クェ

イ
の
新
し
い
電
飾
中
で
も

白
れ
で
あ
る
と
稽
せ
ら
れ
て
居
る
。

此
屯
気
看
板
に
表
れ
て
府
る
つ

E
刊
行

K
e
d
M
O
」

の
六
字
は
樋
型
に
な
っ
て
居
り
、

一
宇
の
高
さ
は
三

六

・
瓦
択
と
云
ふ
レ
コ

ー
ド
破
り
の
大
き
で
あ
る
。

講演 '11の 1fifiJ: 1;;'務

紐育最大 の電 気 サ イ ン

氏

小川
球
は
青
、
級
、
策
、
務
校
、
浪
松
、
白
、
赤
の
七

色
取
混
ぜ
一
五
、
八
九

O
個
が
取
附
ら
れ
、
屯
気
看

板
の
下
の
軒
上
に
は
オ
パ

ー
ル
硝
子
の
文
字
が
前
而

と
其
併
に
津
山
取
附
ら
れ
て
民
る
。
{
お
呉
の
左
側
に

兄

へ
る
十
四
列
の
文
午
の
電
気
サ

イ

ン
は
、
有
名
な

プ

ロ
l
ド

・
ワェ

イ
に
而
し
て
居
る
。
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編
輯
後
記
に
代
へ
て

。

不
川
な
以
紋
だ
と
人
々
は
山
崎
い
て
川
る
が
、
平
や
木
は

す
っ
か
り
準
備
が
川
来
て
川
る
と
凡
え
て

、

一
日
を
も
作

た
ず
に
、
そ

の
玲
ハ
一む
の
行
動
に
迎
症
の
有
様
で
あ
る
u

本
年
は
概
も
非
常
に
中
止
れ
、
そ
れ
に
連
日
の
冷
さ
で
散

り
も
せ
ず
、
一
寸
耐
喰

っ
た
と
一
五
ふ
凪
仙
で
あ
る
。

報

。

前
競
で
御
和
介
巾
上
た
一
山
り
四
月
放
は
ラ
ヂ
オ
披
と
し

て
特
科
し
ま
し
た
。
昨
年

の
九
月
に
ラ
ヂ
オ
披
を
山
し
て

そ
れ
か
ら
本
披

の
原
稿
を
締
切
ま
で
、
約
午
ヶ
年
ハ
り

H
H

し
か
料
っ
て
川
ら
ぬ
の
に
、
防
総
と
し
て
新
し
い
製
品
が

去
れ
て
来
る
の
は
、
ラ
ヂ
オ
非
の
長
川
広
な
進
歩
愛
川
以
内
雄

同
町
に
物

ι川
る
も

の
と
一
五
っ
て
よ

ろ
し
か
ら
う
。

新ダツ

昭

和

九

年

四

月

廿

日

印

刷

巳

司

¥

一
部
三
十
五
鍾

昭
和
九
年
四
月
サ
五
日
溌
行

5
官

二

ヶ

年

四

圃

(
郵
塗
料
北
ハ
〉

東

京

電

気

株

式

合

枇

編

輯

技

後

行

人

マ

フ長

清

I~~一一一w一一-

東
京
市
本
所
鼠
厩
橋
一
丁
円
汁
七
ノ
ニ

印

刷

人

守

岡

功

東
京
市
本
所
匝
厩
橋
一
丁
目
汁
七
ノ
ニ

印

刷

所

凸

版

印

刷

本

所

分

工

揚

利
奈
川
肱
川
崎
市
堀
川
町
七
二

設

行

所

東

京

電

気

株

式

合

自

社

「
川
崎
三
五
六
一
|
三
五
六
五

常
話
人
大
森
三
六
五
三
|
三
六
五
回

f

振
替
口
座
東
京
三
八
九
四
回 一一一

。

ラ
ヂ
オ
の
放
怠
開
始
以
来
、
本
年
三
打
で
渦
九
ヶ
年
を

迎
へ

、
北
(
間
百
六
十
六
前
僚
の
聴
以
者
を
布
す
る
に
手
一
っ

た
が

、
明
年
三
月
ハ
り
満
十
周
年
に
は
二
百
却
を
如
何
北
突

破
す
る
か
が
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ら
う
u

斯
く
の
如
き
川
央
官
の
資
肢
を
な
し
た
内
に
は
多
く
の
原

因
も
あ
ら
う
が
、
特
に
交
流
交
信
機

の
採
川
と
電
灼
A
W
此

の山
本
仕
と
は
見
逃
し
難
い
駄

で
あ
ら
う
。

。

最
近
新
聞
祇
の
報
ず
る
い
院
に
よ
れ
ば
、
涯
一
抗
符
多
年
の

懸
案
で
あ
る
強
電
力
放
芯
計
者
一に
封
し
、
放
会
協
人
刊
の
九
ハ

開
案
は
米
京
放
詮
川
を
一
五

0
キ
ロ
と
し
新
郷
放
な
所
を

油
市
の
地
に
移
特
設
備
す
る
と
と
、
大
阪
中
央
放
会
川
を

一
0
0
キ
ロ
と
し
、
九
州
放
怠
川
も
一

0
0
キ
ロ
に
引
上

げ
、
設
前
例
所
は
久
間
米
附
近
に
す
る
と
の
向
で
あ
る
。

).j! 

王R

法
務
所
東
京
市
芝
阻
新
峰
崎
一
/
三
(
新
橋
際
)

電
話
銀
座
へ
代
表
番
放
五
五
七
一

戸
回

O

一

八

九

銀
座
資
庭
東
京
市
京
橋
医
銀
座
五
ノ
二

電

話

銀

座

五

三

二

九

新
宿
資
底
東
京
市
四
谷
区
新
宿
三
丁
目
十
二

電

話

四

谷

六

O

O

一

大

阪

市

凶

淀

川

巨

大

仁

東

二

ノ

六

沼
目
的
川
町
¥
目
六
三
O
三
、
六
三
O
四

土
佐
抱
h

門
戸
六
三
O
五
、
五
二
五
一

京
都
市
下
京
庖
ー
四
俊
遜
御
銭
町

四
三

電
話
本
局
(
二
九
六
、
二
九
八
、四O
九)

金

湾

市

片

町

四

六

電

話

国

一

五

四

七

鹿

島

市

大

手

町

一

丁

目

千

代

田

ピ

ル

デ

イ

シ

グ

内

情

話

二

八

三

二

名

古

屋

市

中

直

新

柳

町

六

ノ

三

住

友

ピ

ル

デ

イ

L

グ

四

階

電

話

本

局

国

二

五

九

八

仙

摩

市

岡

分

町

四

丁

口

一

五

九

電

話

昌

一

三

三

二

札

幌

市

南

二

僚

通

商

四

丁

目

北

門

貯

蓄

ピ

ル

デ

イ

〉

グ

内

噌
唱
話

巴

九

八

九

所

大

阪

関金京

強

i畢都島

出

名
古
屋

仙

薬

札

幌
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本
年
三
川
一

円
満
洲
制
・ザ
制
穴
施
の
盛
況
は

日
本
及
び

ア
メ
リ
カ
に
放
m註
さ
れ
た
が
、
北
一
際
川
ひ
ら
れ
た
放
必
機

は
、
我
枇
が
満
州
電
信
屯
話
株
式
合
川
此
に
納
入
し
た
ニ

O

キ
ロ
短
波
屯
訴
訟
信
機

(
マ
ツ
ダ

O
R
P
l
一
七

A
刑
ι

一てス

あ
っ
て

、
新
京
無
線
工
務
所
長
よ
り
『
本
日
新
京
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
川
弊
枇
第
一
同
浦
米
無
線
中
・
縦
放
怠
挫
に
御

大
品川
ハ
に
闘
す
る

日
浦
市
一民
放
訟
を
完
了
す
る
を
ね
感
謝
に

た
へ
ず
伴
く
御
鵡
巾
上
円
、
』
と
の
謝
伯
む
に
接
し
た
u

。

我
此
の
無
線
機
は

日
本
本
土
は
勿
論
、
朝

鮮
、
ぃ
位
向
、

満
洲
に
及
び
、
民
に
各
庁
耐
の
川
舶
に
以
附
け
ら
れ
た
も

の
を
間
半
れ
ば
、
ん
し
サ
一
非
に
及
ん
で
川
る
こ
と
と
な
る
。

到
端
、

封
一
一
)‘問
、

民
に
到
欧
米
の
無
線
電
話
の
間
一
辿

は
、
政
側

の
佐
…
棋
界
を
一
好
版
ず
で
あ
ら
う
。

繭

幅

問

岡

市

天

神

町

八

電
話
二
二
ヱ
ハ
・二
九
七
八
・例
七
九
五

倉

市

大

阪

町

合

ピ

ル

デ

イ

シ

グ

内

電

話
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一
五
・目
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一
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三
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回
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二

三

京
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賞

金
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一

九

五

東
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凡

デ
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J
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電
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二

九

八

九

大
辺
市
祭

町
四
(述
綴
商
底
街
木

町
遁
角
)

電

話

回
五
二
五
五

・
八
八
五
二

奉

天

八

繍

町

五

電

間

四

七

二

七

新

京

八

h
N

・泊

三

六

泡

話

回

四

八

四

六

略

爾

資

次

近

衛

六

一

説

地

包
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七
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五

海

四

川

路
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物
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上
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